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令和２年 予算特別委員会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和２年３月１１日（水）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和２年３月１１日（水）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 山 野 千佳子 ２番 沖 田 ゆかり

３番 水 原 耕 一 ４番 福垣内 邦 治

５番 光 本 一 也 ６番 中 島 数 宜

７番 尺 田 耕 平 ８番 竹 爪 憲 吾

９番 諏訪本 光 １０番 片 川 学

１１番 時 光 良 造 １２番 民 法 正 則

１３番 荒 瀧 穂 積 １４番 山 吹 富 邦

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

な し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

民 生 部 長 時 光 良 弘

建 設 部 長 沖 田 浩

教 育 部 長 横 山 大 治

建設部技術担当部長 林 武 史
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総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

民 生 部 次 長 西 岡 隆 司

建 設 部 次 長 堂 森 憲 治

建設部技術次長 桑 垣 誠

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 桐 木 和 義

危 機 管 理 課 長 花 岡 秀 城

地 域 振 興 課 長 西 川 伸一郎

税 務 課 長 須 賀 雅 彦

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

住 民 課 長 立 花 太 郎

子育て・健康推進課長 佛 圓 至 裕

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

都 市 整 備 課 長 福 嶋 春 樹

上 下 水 道 課 長 寺垣内 栄 作

生 涯 学 習 課 長 榎 並 正 和

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 永 谷 望

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議案第２８号 令和２年度熊野町一般会計予算について

議案第２９号 令和２年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第３０号 令和２年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について

議案第３１号 令和２年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第３２号 令和２年度熊野町介護保険特別会計予算について

議案第３３号 令和２年度熊野町上水道事業会計予算について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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９．議事の内容

（開会 午後２時００分）

○予算特別委員長（山野） 予算特別委員長の山野でございます。令和２年度、予算特別

委員会の円滑なる進行に御協力のほど、よろしくお願いいたします。

ただいまの出席委員は１６名です。定足数に達しておりますので、ただいまから予算特

別委員会を開会いたします。

お諮りします。

予算特別委員会の議事録については、公開することとしておりますが、閲覧用の会議

録については、委託料・工事請負費の金額を非公開としたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「なし」の声あり）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 異議がないようですので、閲覧用の会議録については、委託

料・工事請負費の金額を非公開とすることに決定いたしました。

それでは、本委員会に付託されました、議案第２８号から議案第３２号までの令和２

年度熊野町一般会計予算及び各特別会計予算、議案第３３号、令和２年度熊野町上水

道事業会計予算について議題とします。

初めに審査の手順でありますが、お手元にお配りしております、令和２年予算特別委

員会進行方法案を御覧ください。

まず、本委員会の進め方についてでありますが、昨年と同様に３つの分科会を設置し、

審査を進めることとし、審査の分担については、進行方法案に記載のとおりといたし

ます。

なお、それぞれの分科会には、議員の皆様どなたでも出席し、質疑できることとした

いと思います。

次に、各分科会の進行役ですが、それぞれの常任委員長を進行役とさせていただきま

す。

また、分科会は、本予算特別委員会の正副委員長のいずれかが出席しなければ開会で

きないこととさせていただきます。

続いて、今後の審査の進め方についてですが、概要説明の後、第１委員会室に移動し、
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順次、総務厚生分科会、産業建設分科会、文教分科会により審査を行っていただき、

それぞれの費目・会計ごとに質疑の時間を設けたいと思います。

分科会終了後、議場において本委員会を再開し、各分科会の報告をそれぞれの常任委

員長からしていただいた後、総括質疑を行います。委員会としての意見をまとめたい

と思います。

以上のような手順で審査を行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「異議なし」の声あり）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

本委員会の審査手順については、以上のとおり決定いたしました。

それでは、早速本日の審査に入りたいと思います。

予算の概要につきまして、一般会計予算及び各特別会計予算は副町長から、上水道事

業会計予算は建設部長から説明を受けたいと思います。

それでは、まず副町長から一般会計予算及び各特別会計予算について説明を求めます。

内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） それでは、令和２年度熊野町一般会計予算（案）と４つの特別会計予

算（案）につきましては、事前に配付をさせていただきました資料２３「令和２年度

歳入歳出予算説明資料」により、説明をさせていただきます。

資料２３の１ページを御覧いただきたいと思います。

１ページには、各会計予算の規模を掲載しております。

一般会計の令和２年度当初予算案は、９３億５，６０８万１，０００円で、前年度と

比べ、３億９，１４６万円、４．０％の減となっております。

次に、令和２年度の各特別会計予算（案）でございますが、全体では、６１億４，０

６４万４，０００円で、前年度に比べ、３億４，３７２万５，０００円、５．３％の

減となっております。

参考までに、一般会計と特別会計を合わせた熊野町全体の予算の規模は、１５４億９，

６７２万５，０００円となっております。企業会計を含めた全体額は、合計欄のとお

り、１６０億６，７００万３，０００円となっております。
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２ページ及び３ページを御覧ください。

２ページには令和２年度と令和元年度の一般会計当初予算の歳入を比較した表を、３

ページには歳入構成比較としまして、令和２年度と令和元年度の各歳入科目の比較を

棒グラフであらわしたものと、令和２年度当初予算（案）の歳入構成を円グラフであ

らわしたものを掲載をしております。

まず、２ページを御覧ください。歳入科目のうち、主なものについて説明させていた

だきます。

第１款「町税」は２３億８，８３０万２，０００円で、町民税においては、個人町民

税が増である一方、法人町民税は税率引き下げに伴う減、固定資産税では新築家屋や

設備投資の増加などによる増、軽自動車税では新規登録自動車台数の増加による増、

町たばこ税では加熱式たばこの売上本数の増加及び税率引き上げに伴う増を見込むこ

とから、町税全体では２，３７４万２，０００円、１．０％の増となっております。

第２款から第９款及び第１１款の地方譲与税や各交付金につきましては、県から示さ

れた見込額を計上しております。

第６款「法人事業税交付金」は、地方法人特別税・譲与税の廃止に伴う、市町村分の

法人住民税法人税割の減収分の補填措置として、法人事業税の一部を都道府県から市

町村に交付する制度で、令和２年度から交付されるものでございます。

第７款「地方消費税交付金」の社会保障財源化分につきましては、６ページにて御説

明させていただきます。

６ページを御覧ください。

地方消費税交付金・社会保障財源化分につきましては、２億８，５８８万円を見込ん

でおります。税率改正による消費税等の引き上げ分については、社会保障施策に要す

る経費に充てるものとされており、その使途を明確化することとされております。そ

のため６ページ、歳出欄の一般財源額の一部に充当するよう明示させていただくもの

でございます。

それでは２ページへまたお戻りください。

第８款「環境性能割交付金」は、８８９万８，０００円で、消費税率引き上げに合わ

せて廃止された自動車取得税交付金に代わって創設されたもので、前年度に比べ４６

２万３，０００円、１０８．１％の増となっております。

第９款「地方特例交付金」は２，７６０万３，０００円で、個人住民税における住宅
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借入金等特別税額控除の実施、及び環境性能割の軽減により生じる地方税の減収補填

として、個人住民税・自動車税・軽自動車税減収補填特例交付金を見込んでおり、前

年度に比べ４５万１，０００円、１．７％の増となっております。

１０款「地方交付税」は２１億８，４００万円で、普通交付税において基準財政需要

額に新たに創設された地域社会再生事業費に係る経費分の増、特別交付税において災

害復旧事業費に係る特別交付税措置分の減などにより、２，３００万円、１．１％の

増となっております。

第１４款「国庫支出金」は１６億２，１９１万６，０００円で、幼児教育・保育の無

償化に伴う子どものための教育・保育給付費国庫負担金の増、災害復旧事業に係る負

担金や補助金、プレミアム付商品券事業終了に係る国庫補助金の減などにより、３億

８，３００万２，０００円、１９．１％の減となっております。

第１５款「県支出金」は７億２９５万４，０００円で、幼児教育・保育の無償化に伴

う子どものための教育・保育給付費県費負担金の増などにより、４，１５７万６，０

００円、６．３％の増となっております。

第１８款「繰入金」は４億９，０２５万４，０００円で、公共施設等整備基金等から

の繰り入れの増、財政調整基金からの繰り入れの減によるもので、８，９２９万４，

０００円、１５．４％の減となっております。

第２１款「町債」は８億６，２８１万５，０００円で、災害復旧事業債や臨時財政対

策債の減などにより、６，７１４万２，０００円、７．２％の減となっております。

続いて、３ページ上段の歳入科目ごとの棒グラフですが、左側の斜線が令和２年度、

右側の網かけが令和元年度の当初予算額でございます。

本町における歳入の主要な財源が、「町税」と「地方交付税」であることがグラフ表

示で明瞭に見てとれます。また、国庫支出金につきましては、災害復旧事業に係る国

庫負担金等の減額により、令和元年度と比較して低くなっております。

次に、下段の円グラフですが、右側が町税などの自主財源、左側の色の濃い部分が地

方交付税などの依存財源でございます。割合を見ますと、自主財源が３６.０％、依存

財源が６４.０％となっており、自主財源の比率は予算総額に占める依存財源の減少に

より、対前年度比で０．３ポイントの増となっております。

歳入の内訳では、自主財源の「町税」が全体の２５．６％で最も多く、次いで依存財

源の「地方交付税」が２３．３％、同じく依存財源の「国庫支出金」が１７．４％と



－7－

続いております。

次に、歳出につきまして御説明をさせていただきます。４ページ及び５ページを御覧

ください。

４ページには令和２年度と令和元年度の一般会計当初予算の歳出を比較した表を、５

ページには歳出構成比較としまして、令和２年度と令和元年度の各歳出科目の比較を

棒グラフであらわしたものと、令和２年度当初予算（案）の歳出構成を円グラフであ

らわしたものを掲載しております。

まず４ページの歳出科目の主な増減について、御説明をさせていただきます。

第１款「議会費」は１億１，４４９万１，０００円で、議員共済会給付費負担金の減

などにより、２８万９，０００円、０.３％の減となっております。

第２款「総務費」は１０億９，３０３万１，０００円で、第１項「総務管理費」では、

庁舎維持管理事業において、庁舎大規模修繕工事の実施設計業務の増などにより、６，

５９３万８，０００円の増、第２項「企画費」では、筆の里工房事業において、筆の

里工房の改修経費の減などにより、１，８７８万４，０００円の減、第５項「選挙

費」では、町長選挙に要する経費が増となる一方、参議院議員選挙、県議会議員選挙

及び町議会議員選挙に要する経費の減などによって、１，５０７万６，０００円の減

となっており、総務費全体では３，６４９万５，０００円、３．５％の増となってお

ります。

第３款「民生費」は３６億８，０４２万５，０００円で、第１項「社会福祉費」では、

障害者総合支援事業において扶助費の増、プレミアム付商品券事業において事業終了

による減などにより、８８１万４，０００円の増、第２項「生活保護費」では、生活

保護費支給事業において、医療扶助費等の減により１，３９７万３，０００円の減、

第３項「児童福祉費」では、保育所等運営事業において、幼児教育・保育無償化に伴

う施設型給付費等に要する経費の増などにより、１億４，１２６万３，０００円の増

となっており、民生費全体では１億３，５０５万５，０００円、３．８％の増となっ

ております。

第４款「衛生費」は６億５，４９２万６，０００円で、第１項「保健衛生費」では、

感染症対策事業において、予防接種等委託料の増などにより、２，２７９万５，００

０円の増となっており、衛生費全体では２，３５４万５，０００円、３．７％の増と

なっております。
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第５款「農林水産業費」では６，８３１万１，０００円で、第１項「農業費」の単町

農業基盤整備事業において建設関連工事の増、第２項「林業費」の小規模崩壊地復旧

事業では豪雨災害復旧費の減などにより、農林水産業費全体では３９８万５，０００

円、６．２％の増となっております。

第６款「商工費」は１億５，５４６万３，０００円で、筆産業振興事業や観光推進事

業などの増により、商工費全体では２５１万円、１．６％の増となっております。

第７款「土木費」は９億５，８８１万４，０００円で、第２項「道路橋梁費」では、

橋梁維持修繕事業による増などにより３，５４４万５，０００円の増、第４項「都市

計画費」では、筆の里工房周辺整備事業の減などにより、９６９万５，０００円の減、

第５項「住宅費」では、コーポラス熊野管理事業において、外壁改修工事に要する経

費の増などにより、４，４８２万円の増となっており、土木費全体では７，８１８万

３，０００円、８．９％の増となっております。

第８款「消防費」は、６億９，５３１万円で、避難路整備事業、防災空地整備事業、

東部地域防災センター（仮称）建設事業費等に要する経費の増などにより、消防費全

体では９，６２９万５，０００円、１６．１％の増となっております。

第９款「教育費」は９億４，９６９万円で、第２項「小学校費」及び第３項「中学校

費」では、大規模改造事業において、第三小学校の危険擁壁改修工事及び、小中学校

体育館照明のＬＥＤ化に要する経費などの増により、合わせて４，３８２万２，００

０円の増、第６項「保健体育費」では、社会体育施設管理事業において、町民グラウ

ンド改修工事に要する経費の減などにより３，８１１万５，０００円の減、また、幼

児教育・保育無償化に伴う幼稚園就園奨励等事業の終了により、幼稚園費２，５６０

万６，０００円が減となっており、教育費全体では２，０６６万３，０００円、２.

１％の減となっております。

第１０款「災害復旧費」は３億４，９９１万７，０００円で、豪雨災害により被災し

た農地及び農業用施設、道路等の公共土木施設等の復旧に要する経費の減により、災

害復旧費全体で７億１，３３２万７，０００円、６７．１％の減となっております。

第１１款「公債費」は６億１，２６７万６，０００円で、臨時財政対策債等の元金償

還の減、低利率での借り入れによる利子の減により、公債費全体では３，５８７万３，

０００円、５．５％の減となっております。

続いて、５ページ上段の歳出科目ごとの棒グラフですが、歳入と同様に、左側の斜線
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が令和２年度、右側の網かけが令和元年度の当初予算額でございます。このグラフで

も御確認いただけるように、「民生費」の構成割合が大きいことが見てとれ、予算の

中で非常に大きなウエートを占めております。

次に、下段の円グラフですが、「民生費」の構成比率３９.４％に次いで、「総務

費」が１１.７％、「土木費」が１０．２％、「教育費」が１０．２％、「消防費」が

７．４％となっております。

以上、一般会計予算（案）について、その概要を御説明させていただきました。

次に、７ページを御覧ください。

各会計の１０年間の当初予算の推移を掲載しております。

ページ真ん中の表で直近５年間の当初予算額の推移を見ますと、一般会計では２８年

度は８５億円を超え、２９年度は８１億円と減少しましたが、３０年度は前年度比１

３.１％増の約９２億円、令和元年度は過去最大の９７億円まで上昇しました。

令和２年度当初予算（案）は、前年度比４．０％減の約９４億円となっておりますが、

５年間で一番低かった２９年度と比較しますと約１３億円、１５．４％の増となって

おります。

次の８ページには、一般会計の款別の５年間の推移を掲載しております。

次に、各特別会計の予算について御説明を申し上げます。

９ページを御覧ください。

令和２年度国民健康保険事業特別会計予算（案）でございます。国民健康保険事業に

つきましては、３０年度から新たな財政運営の仕組みが創設されております。

予算総額は、歳入歳出それぞれ２３億９，８１２万３，０００円で、前年度と比べ３

億６，０２２万６，０００円、１３.１％の減となっております。

歳入の主な内容でございますが、第１款「国民健康保険税」は４億４，１７５万円で、

被保険者数の減などにより、２，７１１万１，０００円、５．８％の減、第４款「県

支出金」は１７億９，０９１万７，０００円で、被保険者数の減などにより、３億１，

８６４万８，０００円、１５．１％の減、第６款「繰入金」は１億５，６７５万５，

０００円で、医療費の減などにより、１，４３５万８，０００円、８．４％の減とな

っております。

歳出では、第２款「保険給付費」は２３億４，２４６万円で、被保険者数の減による

医療費の減額などにより、３億６，３１８万１，０００円、１３．４％の減、第３款
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「保健事業費」は３，３２５万円で、特定健診・保健指導に係る経費の減などにより、

３９万９，０００円、１．２％の減となっております。

次に、１０ページを御覧ください。

令和２年度公共下水道事業特別会計予算（案）でございます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ８億６９３万８，０００円で、前年度と比べ１，４５

４万９，０００円、１．８％の増となっております。

整備地区は、中溝地区の実施設計、約０.１５ヘクタールを予定しており、また、老

朽化対策として熊野団地内の改築更新を約３５０メートル予定をしております。

歳入の主な内容でございますが、第１款「分担金及び負担金」は３９８万１，０００

円で、整備面積の増による受益者負担金の増により、７９万円、２４．８％の増、第

２款「使用料及び手数料」は２億６，８４７万４，０００円で、消費税の増により、

２８７万９，０００円、１.１％の増、第３款「国庫支出金」は１，７１０万円で、公

共下水道整備費の増により３６０万円、２６．７％の増、第４款「繰入金」は３億３，

７７９万５，０００円で、国庫支出金や事業債の増などにより、８４３万７，０００

円、２．４％の減、第７款「町債」は１億７，９４０万円で、公共下水道整備費の増

などにより、１，５７０万円、９．６％の増となっております。

歳出では、第１款「総務費」は２億１，９４１万６，０００円で、地方公営企業法適

用支援業務の増などにより、８６６万５，０００円、４．１％の増となっております。

第２款「事業費」は８，４８４万４，０００円で、公共下水道整備費の増などにより、

４１７万３，０００円、５．２％の増となっております。

次に、１１ページを御覧ください。

令和２年度後期高齢者医療特別会計予算（案）でございます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ７億７，４８２万１，０００円で、前年度と比べ５，

５６４万７，０００円、７.７％の増となっております。

歳入の主な内容でございますが、第１款「後期高齢者医療保険料」は３億５，２２８

万２，０００円で、２，９５３万円、９．１％の増、第３款「繰入金」は４億２，１

４７万３，０００円で、２，６１１万７，０００円、６．６％の増となっております。

これらは、被保険者数の増などによるものでございます。

歳出では、第２款「後期高齢者医療広域連合納付金」は７億７，１９４万３，０００

円で、５，５６１万７，０００円、７．８％の増となっております。
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次に、１２ページを御覧ください。

令和２年度介護保険特別会計予算（案）でございます。

介護保険特別会計につきましては、地域包括支援センターの業務のうち、介護予防プ

ランを作成する事業所としての会計を明確に区分するため、介護サービス事業勘定を

設け、保険事業勘定と分けて予算計上を行っております。

まず、保険事業勘定では、歳入歳出それぞれ２１億５，２５６万３，０００円で、前

年度と比べ５，５００万２，０００円、２．５％の減となっております。

歳入の主な内容でございますが、第１款「保険料」は５億２，３５２万９，０００円

で、消費税増税に伴う低所得者保険料軽減措置の完全実施などにより、３，９９１万

８，０００円、７．１％の減となっております。

第３款「支払基金交付金」は５億６，４４４万１，０００円で、９９１万５，０００

円、１．７％の減、第４款「国庫支出金」は４億３，２３９万９，０００円で、７３

４万２，０００円、１.７％の減、第５款「県支出金」は３億１，４１３万５，０００

円で、４８６万６，０００円、１．５％の減となっており、これらは給付費に対する

それぞれの負担割合に応じた算定により減額としております。

第６款「繰入金」は３億１，６９８万４，０００円で、介護保険料軽減負担金として

一般会計からの繰入金の増により、８１６万５，０００円、２．６％の増となってお

ります。

歳出では、第２款「保険給付費」は２０億４，００８万６，０００円で、地域密着型

サービス利用者の減少傾向に伴う減などにより、２，７６２万３，０００円、１．

３％の減となっております。

次に、介護サービス事業勘定では、歳入歳出それぞれ８１９万９，０００円で、前年

度と比べ１３０万７，０００円、１９．０％の増となっております。

以上、令和２年度の一般会計及び各特別会計予算（案）について、その概要を説明さ

せていただきました。

なお、各予算の事業ごとの詳細につきましては、後ほど、予算書にそって、各課長か

ら説明をいたしますので、よろしくお願いいたします。

私からの説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 続いて、建設部長から上水道事業会計予算について、説明を
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求めます。

沖田建設部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部長（沖田） それでは、議案第３３号「令和２年度熊野町上水道事業会計予算

（案）」につきまして、「令和２年度歳入歳出予算書」を用いて概要を説明させてい

ただきます。

予算書の緑色の仕切りの一番最後、上水道事業会計の１ページを御覧ください。

まず、第２条の業務の予定量、（１）給水戸数でございますが、過去の実績等を踏ま

え、前年度に比べ６８戸の増加を見込み、９，２０８戸の給水戸数としております。

次に（２）年間総配水量、及び（３）一日平均配水量につきましては、前年度と比較

して約０．９％の減少を見込み、年間総配水量は１７７万３，１７０立方メートル、

一日平均配水量は４，８５８立方メートルとしております。

次に（４）主要な建設改良事業につきましては、前年度と比較して２０．３％減の５，

５５０万円としております。

内訳といたしましては、未給水地区の解消事業として５８０万円のほか、熊野団地に

おける老朽管の更新事業として４，９７０万円を予定しております。

続きまして、５ページをお開きください。

「収益的収入及び支出」についてですが、収入の１款「水道事業収益」につきまして

は、前年度と比較して、０．１％減の５億３，６１３万５，０００円としております。

主な要因は、児童手当繰入金等をはじめとした営業外収益の減収見込みによるもので

ございます。

続きまして、支出の１款「水道事業費用」でございますが、前年度と比較して２．

０％増の５億５４０万５，０００円としております。

主な要因は、県道矢野安浦線の拡幅工事に伴う水道管移設工事に係る修繕費を増額し

たことによるものでございます。

続きまして、６ページをお開きください。

「資本的収入及び支出」についてですが、収入の１款「資本的収入」につきましては、

前年度と比較して１２．２％減の１，９３１万２，０００円としております。

主な要因は、１項「分担金」の新設申し込み分について、従前の実績に基づき減少を

見込むものでございます。
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続きまして、支出の１款「資本的支出」でございますが、前年度と比較して１７．

７％減の６，４８７万３，０００円としております。

主な要因は、熊野団地における老朽管路更新事業について、１項「建設改良費」、１

目「配水設備工事費」を減額したことによるものでございます。

令和２年度熊野町上水道事業会計予算案の概要説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 以上で予算の概要説明が終了しました。

以上をもちまして、予算特別委員会は散会といたします。再開は、３つの分科会の終

了後とさせていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（散会 午後２時３７分）
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令和２年 予算特別委員会 総務厚生分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和２年３月１１日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開会年月日 令和２年３月１１日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

建設部技術担当部長 林 武 史

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

財 務 課 長 桐 木 和 義

危 機 監 理 課 長 花 岡 秀 城
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地 域 振 興 課 長 西 川 伸一郎

税 務 課 長 須 賀 雅 彦

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

消防費

公債費

諸支出金

予備費

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １５時００分）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ただいまから令和２年予算特別委員会総務厚生分科会

を開催いたします。

それでは、令和２年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について説明を受けたいと思

います。

初めに、議会費と総務費について説明をお願いいたします。

桐木財務課長。座ってさせていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○財務課長（桐木） それでは、予算書６０、６１ページをお願いします。

１款、議会費から御説明いたします。

ページ右上の議会事務一般でございます。

この事業は、議員報酬などのほか、議会運営に要する事務費等を計上するもので、事

業費全体で９,７１４万５,０００円、本年度より１９万５,０００円、０.２％の減と

なっております。

減額の主な要因は、共済費の議員共済会給付費負担金の算定率の変更によるものです。

事業内容は、報酬や期末手当は条例に基づく所定の額を計上するほか、旅費は、費用

弁償及び特別旅費として４４３万３,０００円を計上し、また、委託料は、本会議、全

員協議会及び予算・決算特別委員会の議事録反訳業務を委託するもので、●●●●●

●●●●円を計上しております。

次のページの人件費は、職員給与でございます。各科目に計上しております人件費に

つきましては、説明を省略させていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） それでは、６２、６３ページをお願いします。

２款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、人事管理事業について御説明

いたします。

この事業は、会計年度任用職員、産業医の報酬、給与システムの電算処理業務の委託

料、職員の健康診断や県からの派遣職員負担金などを計上しております。事業費全体

で３,３７６万４,０００円、本年度より８万２,０００円、０.２％の増となっており

ます。

歳入の特定財源、国県支出金１５２万円は、広島県の地域廃棄物対策支援事業補助金、

その他１９５万９,０００円は、会計年度任用職員の社会保険料納付金等でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員４名分の報酬１,０４２万３,０００円、電算処理業

務及び職員健康診断等の委託料●●●●●●●●●円、派遣職員負担金等の負担金補

助及び交付金１,０３０万４,０００円でございます。

６４、６５ページをお願いいたします。

ページ中段からの職員研修事業でございます。

この事業は、広島県自治総合研修センターや市町村アカデミー等の実施する研修へ職

員を参加させるために必要な費用を計上するもので、事業費全体で１１２万７,０００
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円、本年度より４８万２,０００円、３０％の減となっております。減額の主な理由は、

自治大学校への参加を隔年としたことによるものでございます。

歳入の特定財源、その他６２万１,０００円につきましては、町村会及び市町村振興

協会からの研修助成金でございます。

主な事業費は、研修参加に伴う旅費４５万６,０００円、職員研修の委託料●●●円、

市町村アカデミー負担金等の負担金補助及び交付金１０万円でございます。

続きまして、事務管理事業でございます。

この事業は、役場庁舎内で使用する事務用品、コピー機、印刷機を一元管理するほか、

例規集の管理・更新のための費用を計上しております。事業費全体で１,１８７万円、

本年度より１５万９,０００円、１.４％の増となっております。

歳入の特定財源、その他１５万円につきましては、広告料収入でございます。

増額の要因は、消耗品の増額によるものでございます。

主な事業費は、消耗品等の需用費５３９万６,０００円、例規集の維持管理等の委託

料●●●●●●●●●円、コピー・印刷機器に係る使用料及び賃借料３８６万７,００

０円でございます。

続きまして、６６、６７ページをお願いいたします。

中ほどの一般管理事業について御説明いたします。

この事業は、郵便料、町の所有管理する施設での事故に対する賠償保険料、防災・減

災まちづくり会議の運営などに係る委託料、各種の公的団体への負担金等を計上して

おりまして、事業費全体で２,１０７万６,０００円、本年度より３７９万円、２１.

９％の増となっております。

歳入の特定財源、その他６１７万４,０００円は、筆の里づくり基金繰入金５９７万

４,０００円及び町村会からの助成金２０万円でございます。

主な事業費は、郵便料金のほか通信運搬費等の役務費７６９万円及び防災・減災まち

づくり会議運営等の委託料●●●●●●●●●円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（桐木） ６８、６９ページをお願いします。

中ほどの庁舎維持管理事業でございます。

この事業は、役場庁舎の維持管理経費としまして、光熱水費、清掃業務、エレベー

ター・消防設備・空調設備などの保守点検委託料、宿日直、機械警備、議会インター



－19－

ネット中継に係る委託料、庁舎敷地借地料などと、令和３年度から予定しております

庁舎大規模修繕工事の実施設計業務を計上しております。事業費全体で７,８４７万８,

０００円、本年度より３,６６０万６,０００円、８７.４％の増となっております。

歳入は、地方債の一般事業債で庁舎大規模修繕工事実施設計業務分で１,８７０万円、

その他財源として、行政財産目的外使用料１２６万円、広告収入１２万２,０００円、

職員駐車場使用料３１０万４,０００円、自動販売機設置負担金４３万２,０００円、

公衆電話料２万円でございます。

増額の主な要因は、庁舎の建築物調査により、外壁及び屋上等の劣化の進行が判明し

たため、庁舎の大規模な修繕工事を行うための実施設計業務の経費、労働基準法に適

合した宿日直委託料に変更したことなどによります。

主な事業費は、光熱水費等の需用費１,６７１万７,０００円、電話料金の通信運搬費

等の役務費３５８万２,０００円、委託料５,３０１万７,０００円のうち庁舎大規模修

繕工事実施設計業務●●●●●万円、宿日直委託料●●●●●●●●●円などでござ

います。

７０、７１ページをお願いします。

中ほどの公用車集中管理事業でございます。

この事業は、財務課において集中管理する公用車１３台に係る燃料費、車検代、損害

保険料及び重量税などを計上するもので、事業費全体で３５４万１,０００円、本年度

より２６万４,０００円、８.１％の増となっております。

増額の主な要因は、車検代金等に係る費用でございます。

主な事業費は、燃料費等の需用費２６３万５,０００円などでございます。

続きまして、７２、７３ページ、中段をお願いします。

財政管理費の財政管理事業でございます。

この事業は、財務事務に要する経費を計上するもので、事業費全体で１,２８７万１,

０００円、本年度より１８１万８,０００円、１６.４％の増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員制度対応のための財務会計システム改修経費に

よるものです。

主な事業費は、予算の編成・執行、決算管理等に係る電算処理に要する経費でござい

まして、財務会計システムの利用料として、役務費の委託料●●●万円を計上してお

ります。続く委託料４６０万１,０００円では、会計年度任用職員制度対応のための財
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務会計システム改修経費●●●●●●●●●円、公会計対応のための支援業務●●●

●●●●●●円などです。また、使用料及び賃借料では、契約管理システムリース料

などで６７万１,０００円でございます。

続きまして、７４、７５ページ、３目、会計管理費の会計事務でございます。

この事業は、出納事務を執行する会計課の業務全般に係る経費を計上するもので、事

業費全体で１１４万５,０００円、本年度より９,０００円、０.８％の減となっており

ます。

減額の要因は、前年度の実績に応じて必要な経費を計上したことなどによります。

主な事業費は、職員手当のほか、参考図書の購入や納入通知書の印刷など、需用費１

７万２,０００円、口座振替取扱い手数料など役務費６８万９,０００円などでござい

ます。

続いて、４目、財産管理費の公有財産管理事業でございます。

この事業は、財務課所管の普通財産などを管理する経費を計上するもので、事業費全

体で１,６６１万５,０００円、本年度より１,４７０万円、７６７.６％の増となって

おります。

歳入は、その他財源として、公共施設等整備基金１,０００万円でございます。

増額の主な要因は、委託料において、町有地売却のための呉地町有地用地測量業務委

託、川角町有地法面改修工事の実施設計業務及び改修工事によるものです。

主な事業費は、土地鑑定等に要する役務費・手数料６０万円、草刈りに要する委託料

●●●万円、呉地町有地用地測量業務委託●●●万円、川角町有地法面改修工事の実

施設計業務●●●万円及び改修工事●●●●万円などでございます。

続きまして、７６、７７ページをお願いします。

５目、交通安全対策費、交通安全対策事業、６目、防犯対策費、防犯対策事業につき

ましては、後ほど民生部から御説明いたします。

続いて、下段の７目、諸費の労働金庫預託事業でございます。

この事業は、町内に勤務または居住する労働者への融資資金として、中国労働金庫へ

の預託金を計上するもので、事業費は２,３００万円、本年度と同様の額でございまし

て、同額の預託金返還金を財源とするものでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○税務課長（須賀） 続きまして、７８、７９ページの収納金還付事業でございます。
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この事業は、償還金利子及び割引料の費目で町税等の還付金・還付加算金に係る経費

を計上しています。事業費全体で６００万円、本年度と同額となっています。

歳入の国県支出金２３８万３,０００円は、県からの県民税・徴税費委託金です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 続きまして、次の８目、住居表示費の住居表示事業につきまして

は、後ほど建設部のほうから御説明いたします。

２項、企画費、１目、企画総務費、総合計画策定事業でございます。

この事業は、本年度に引き続き、令和３年度以降の町の指針となる計画を策定するた

めに計上するもので、事業費全体で７５５万８,０００円、本年度より３７万２,００

０円、４.７％の減でございます。

主な事業費は、総合計画策定支援業務の委託料●●●万円でございます。

続きまして、行政情報化事業でございます。

この事業は、事務の効率化を図るための庁舎内及び国・県との情報ネットワークに係

る保守運用並びに情報システムのセキュリティ強化対策経費を計上するもので、事業

費全体で４,５８５万９,０００円、本年度より１０６万２,０００円、２.３％の減と

なっております。

歳入の特定財源、国県支出金３６２万７,０００円は、社会保障・税番号制度システ

ム整備費補助金で、マイナンバー情報を連携させるためのシステム経費にかかる補助

金で、その他１７７万円は、企業会計である水道会計からの庁舎内ＬＡＮ利用負担金

でございます。

減額の主な要因につきましては、クライアント端末搭載のＯＳサポート終了に伴うシ

ステムの更新や元号改正に伴う対応が完了したことによる減額でございます。

主な事業費は、情報化支援業務等の委託料●●●●●●●●●●●円、情報化機器等

の使用料及び賃借料２,３２１万８,０００円でございます。

続きまして、８０ページ、８１ページをお願いいたします。

中ほどの地域情報化事業でございます。

この事業は、町内の公共施設に整備した情報ネットワークの維持管理費用に要する経

費で、事業費全体で１,９３２万６,０００円、本年度より３３１万３,０００円、２０.

７％の増でございます。

増額の主な要因は、平成２７年度の調達から５年経過に伴う地域イントラ機器等の更
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新でございます。

主な事業費は、回線使用料等の役務費４９６万１,０００円、ネットワーク機器の保

守に係る委託料●●●●●●●●●●●円、ネットワーク機器の賃借に係る使用料及

び賃借料３９２万１,０００円でございます。

続きまして、企画一般事務事業でございます。

この事業は、企画関係事務やふるさと納税記念品、広域行政の推進に関する経費を計

上するもので、事業費全体で１,９３１万７,０００円、本年度より７７２万３,０００

円、６６.６％の増となっております。

増額の主な要因は、ふるさと納税の寄附額の増加に伴い、返礼記念品等の経費も増加

したことによるものでございます。

主な事業費は、ふるさと納税として寄附をいただいた方への記念品料等の報償費１,

２４３万５,０００円、記念品の寄附者管理システムなど委託料●●●●●●●●●円

でございます。

続きまして、８２、８３ページ、中ほどの友好都市交流事業でございます。

この事業は、本年度、友好都市協定を締結した三重県熊野市との交流事業を実施する

もので、事業費全体で８５万９,０００円でございます。

主な事業費は、イベント交流に係る旅費６４万８,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 次に、８４ページ上段、２目、広報費の広報広聴事業でござい

ます。

この事業は、町広報の発行、町ホームページの管理を行うもので、町広報の編集、印

刷、配布に必要な経費を計上するもので、事業全体で１,０８０万７,０００円、本年

度より２.６％、２７万３,０００円の増となっております。

増額の主な要因は、広報紙印刷の経費の増額によるものでございます。

主な事業費は、町広報の印刷製本費３４３万６,０００円、熊野町高齢者能力活用協

会への広報配布委託料●●●●●●●●円、各自治会への文書配布負担金６６８万円

でございます。

歳入特定財源、国県支出金は、自衛官募集の町広報掲載委託料で２万６,０００円、

その他の財源８４万２,０００円は、町広報、ホームページ等の広告収入が５０万４,

０００円、県民だより、広島県議会だよりの配布負担金が合計で３３万８,０００円で
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ございます。

続いて、下段の３目、地域振興費の地域振興事業でございます。

この事業は、地域住民の参画によるまちづくりを推進するもので、各地区のコミュニ

ティセンター、老人集会所の管理、修繕に係る補助金のほか、まちづくり協働の推進

に関する経費を計上するもので、事業全体で７４８万４,０００円、本年度より６１万

９,０００円、９.０％の増となっております。

増額の主な要因は、老人集会所、コミュニティセンターの老朽化に伴う修繕費補助金

及びまちづくり協働事業補助金の増額によるものです。

主な事業費は、行政協力員の報酬については、非常勤特別職の厳格化により謝金に支

出科目を変更し４７０万４,０００円、８７ページに移りまして、コミュニティセン

ター等管理費補助金１２１万３,０００円、まちづくり協働推進事業補助金１００万円

でございます。

歳入、その他の財源１０万円は、協働のまちづくり事業助成金でございます。

続いて、８７ページ上段の定住交流促進事業でございます。

この事業は、町の魅力を発信するとともに、本町への定住交流の促進を図るもので、

夢プラザフェスタの実施経費や、移住体験ツアー委託料を計上するもので、事業全体

で８２万９,０００円、本年度より２９万５,０００円、２６.２％の減となっておりま

す。

減額の主な要因は、イベント実施にかかるチラシ及び新聞折り込みなどのための経費

１７万５,０００円の減額などによるものです。

主な事業費は、夢プラザフェスタで使用する消耗品等の費用で需用費１３万６,００

０円や移住体験ツアー委託料●●●●●●●●円でございます。

続いて、交通輸送対策事業でございます。

この事業は、町内の生活交通を維持・確保する取り組みを中心とした交通輸送対策に

関する経費を計上するもので、事業全体で３,３１８万７,０００円、本年度より１８

５万４,０００円、５.９％の増となっております。

増額の主な要因は、生活福祉交通おでかけ号の法定単価の引き上げに伴う委託料及び

バス路線補助金の増額によるものです。

主な事業費は、おでかけ号の運行業務委託料●●●●●万円、続いて８９ページ、バ

ス路線補助金１,９９９万８,０００円、広島空港整備のための広島県への負担金で９
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４万１,０００円でございます。

歳入、その他の財源１,４６０万９,０００円は、地域福祉基金からの繰入金が１,０

８３万４,０００円、雑入で阿戸線補助に対する広島市の負担金２７１万９,０００円、

広島空港整備費市町負担金助成金４７万円でございます。

続いて、８９ページ上段の香草等利活用推進事業でございます。

この事業は、新たな観光資源開発を目指し、香草、いわゆるハーブを素材とした観光

コンテンツの育成、開発につなげる経費を計上するもので、事業全体で３５０万７,０

００円、本年度より１１８万８,０００円、２５.３％の減となっております。

減額の主な要因は、香草等利活用推進業務委託料に要する経費や、ハーブ園の耕作用

品の減額によるものです。

主な事業費は、香草等利活用推進業務委託料●●●万円でございます。

歳入、その他の財源３３１万２,０００円は、筆の里づくり基金繰入金３３０万円、

行政財産目的外使用料１万２,０００円でございます。

続いて、４目、筆の里工房費の筆の里工房事業でございます。

この事業は、筆の里工房の円滑な運営のために必要な経費を計上するもので、事業全

体で１億３,１８２万１,０００円、本年度より３,０４４万４,０００円、１８.８％の

減となっております。

減額の主な要因は、施設管理業務委託料、空調改修工事等の工事費の減額などによる

ものでございます。

主な事業費は、指定管理委託料●●●●●●●●●●●円、負担金補助及び交付金で

は、企画展への補助の自主事業補助金３,０００万円、人件費補助の管理運営事業補助

金５,６７５万７,０００円、地域の芸術環境づくり事業補助金５００万円で、合計９,

１７５万７,０００円でございます。

歳入、その他の財源１,２３４万７,０００円は、行政財産目的外使用料８４万円、筆

の里づくり繰入金６５０万７,０００円、宝くじコミュニティ助成金５００万円でござ

います。

次に、同じ８９ページ下段の５目、国際交流費の国際交流事業でございます。

続いて９１ページをごらんください。この事業は、国際交流事業を通じて、町民の国

際理解を図るもので、筆文化の体験を通じた熊野町の児童・生徒との交流や、ホーム

ステイで来町される外国人の方への支援のための経費を計上するもので、事業全体で
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４０万６,０００円、本年度より６万４,０００円、１３.６％の減額となっております。

減額の主な要因は、交流事業におけるバス借上料の減額などによるものでございます。

主な事業費は、需用費の消耗品費１３万３,０００円、使用料及び賃借料では、バス

借上料と筆の里工房入館料で２０万３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○税務課長（須賀） ３項、徴税費、１目、税務総務費の町民税総務事業でございます。

この事業は、町県民税の賦課徴収事務に係る時間外手当、会計年度任用職員の報酬と

いった人的経費を計上しております。事業費全体で２４４万２,０００円、本年度より

６万６,０００円、２.６％の減となっております。

増減の主な要因は、賃金の減です。

歳入の国県支出金２２５万６,０００円は県からの県民税・徴税費委託金、その他収

入１０万４,０００円は会計年度任用職員の社会保険料個人負担分です。

主な事業費は、職員の時間外手当１０７万８,０００円でございます。

続きまして、９２、９３ページの固定資産税総務事業でございます。

この事業は、固定資産税の賦課徴収事務に係る人的経費を計上しています。事業費全

体で６２万３,０００円、本年度より２２２万２,０００円、７８.１％の減となってい

ます。

増減の主な要因は、会計年度任用職員の雇用に伴う予算の組み替えによる減でござい

ます。

主な事業費は、職員の時間外手当６２万３,０００円です。

続きまして、収納総務事業でございます。

この事業は、収納した町税の消し込み管理事務、滞納整理事務に係る人的経費を計上

しています。事業費全体で２８１万６,０００円、本年度より２１３万３,０００円、

３１２.３％の増となっております。

増減の主な要因は、会計年度任用職員の雇用に伴う予算の組み替えによる増でござい

ます。

主な事業費は、会計年度任用職員、固定資産評価審査委員報酬の１６５万８,０００

円でございます。

続きまして、人件費を飛ばし、このページから次の９４、９５ページにかけて、税務

総務事業でございます。
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この事業は、税務課の業務全般に係る経費を計上しています。事業費全体で１３６万

２,０００円、本年度より５万９,０００円、４.２％の減となっています。

増減の主な要因は、封筒の購入方法を考慮した需用費の減に伴うものです。

歳入の国県支出金７８万２,０００円は、県からの県民税・徴税費委託金です。

主な事業費は、軽自動車等取扱負担金、地方税電子化協議会負担金等の９３万８,０

００円でございます。

続きまして、９４、９５ページの２目、賦課徴収費、町民税事務事業でございます。

この事業は、町県民税の賦課徴収のための経費として電算関係の委託料などを計上し

ております。事業費全体で６３０万７,０００円、本年度より１３９万円、１８.１％

の減となっています。

増減の主な要因は、元号改正に伴うシステム改修業務等の減です。

歳入の国県支出金５３４万６,０００円は、県からの県民税・徴税費委託金で、その

他収入９４万円は、所得証明などの証明手数料です。

主な事業費は、電算システム利用料の３０６万３,０００円でございます。

続きまして、このページから次の９６、９７ページにかけて、固定資産税事務事業で

ございます。

この事業は、固定資産税の賦課徴収に係る経費を計上しています。事業費全体で１,

２４９万３,０００円、本年度より１,０６２万７,０００円、４６.０％の減となって

います。

増減の主な要因は、令和３年基準年度用の標準宅地鑑定評価業務委託料の減です。

歳入のその他収入３５万６,０００円は、土地台帳等の閲覧手数料及び証明手数料で

す。

主な事業費は、路線価等更新業務、標準宅地鑑定評価業務等の委託料●●●●●●●

●●円でございます。

次に、９６、９７ページの収納事務事業でございます。

この事業は、税の収納消し込みや滞納整理のための電算システムの委託料や使用料に

係る経費を計上しています。事業費全体で８３３万円、本年度より３８万８,０００円、

４.５％の減となっております。

増減の主な要因は、地方税共通納税システム改修業務の減です。

歳入のその他の収入７１万４,０００円は、納税証明手数料及び督促手数料です。
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主な事業費は、電算システム使用料の５５３万１,０００円です。

続きまして、税務一般事業でございます。

この事業は、次に説明する軽自動車税事務事業を除き、これまでの分類に属さない税

務事務全般的なもので、納付者等の送付先データを管理する電算システム使用料、通

信費に係る経費を計上しております。事業費全体で４５３万８,０００円、本年度より

１,０００円、０.１％の増となっています。

増減の主な要因は、消費税の増税に伴う消耗品費の増です。

歳入の国県支出金８７万５,０００円の内訳は、県からの県民税・徴税費委託金です。

主な事業費は、納税通知書などの郵送代３６０万円でございます。

続いて、このページから次の９８、９９ページにかけて、軽自動車税事務事業でござ

います。

この事業は、軽自動車税の賦課徴収に係る経費を計上しております。事業費全体で９

５万１,０００円、本年度より３,０００円、０.３％の減となっております。

増減の主な要因は、軽自動車県外転出車両情報提供委託料の減でございます。

主な事業費は、電算システム利用料の８６万５,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 次の、４項、戸籍住民基本台帳費、住民基本台帳等事業につきま

しては、後ほど、民生部から御説明いたします。

続きまして、１０２、１０３ページをお願いいたします。

５項、選挙費、１目、選挙管理費、選挙管理事務事業でございます。

この事業は、選挙管理委員会の運営経費として、選挙管理委員の報酬、選挙システム

に係る経費等を計上するもので、事業費全体では１９４万６,０００円、本年度より２

万４,０００円、１.２％の減となっております。

減額の要因は、選挙啓発資材などの消耗品を減額したことによるものでございます。

歳入の特定財源、国県支出金１,０００円は、在外選挙人名簿登録事務委託金でござ

います。

主な事業費は、選挙管理委員報酬３８万５,０００円、選挙啓発等に伴う需用費７３

万１,０００円、選挙システム使用に係る役務費７９万２,０００円でございます。

続きまして、２目、町長選挙費、町長選挙事業でございます。

この事業は、任期満了に伴い１１月に執行予定の町長選挙に係る経費を計上するもの
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で、事業費は７０６万２,０００円でございます。

主な事業費は、期日前投票などを含む選挙事務従事に伴う職員手当２８０万８,００

０円、入場券郵送等に係る役務費１５５万９,０００円、ポスター掲示板や七つ道具等

の需用費１１９万３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 続きまして、１０６ページ、１０７ページをお願いいたします。

２款、総務費、６項、統計調査費、１目、経常統計調査事業でございます。

この事業は、学校基本調査、工業統計調査に係る事務の経費を計上するもので、事業

全体で２６万３,０００円、本年度より３万６,０００円、１２,０％の減となっており

ます。

減額の主な要因は、調査員報酬の減によるものです。

主な事業費は、工業統計調査員報酬の１５万５,０００円、需用費、消耗品費の６万

８,０００円でございます。

なお、本年度まで広島県統計協会、統計庶務事業として計上しておりました経費を、

この事業に統合しております。

歳入欄、特定財源、国県支出金は、統計調査交付金で２５万円でございます。

続いて、臨時統計調査事業でございます。

この事業は、本年２月に実施した農林業センサスの整理事務や、令和３年度に実施の

経済センサス活動調査の準備を行う経費を計上するもので、事業全体で１２万１,００

０円、本年度より１０２万５,０００円、８９.４％の減となっております。

減額の主な要因は、令和２年度が国勢調査実施年のため経済センサスなどの臨時統計

の調査が実施されないことから、調査員に係る経費、報酬や費用弁償費を計上してい

ないことによるものでございます。

主な事業費は、各調査の事務用品など需用費、消耗品費で８万３,０００円でござい

ます。

歳入欄、特定財源、国県支出金１２万１,０００円は、経済センサス交付金が８万６,

０００円、農林業センサス交付金が３万５,０００円でございます。

続いて、国勢調査事業でございます。

この事業は、国勢調査実施に係る経費を計上するもので、事業全体で８４０万６,０

００円、本年度より８２１万円、４,１８８.８％の増となっております。
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増額の主な要因は、会計年度任用職員報酬４１万５,０００円、指導員１５名、調査

員１００名の報酬６２８万９,０００円、次の１０９ページに移りまして、調査区要

図・調査員配布用地図出力代行業務委託料●●●円などの増額によるものです。

歳入欄、特定財源、国県支出金８４０万５,０００円は、国勢調査交付金でございま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（桐木） 続いて、下段から次のページにかけて、７項、監査委員費、１目、

監査委員費の監査事務一般でございます。

この事業は、監査委員の報酬及び監査委員活動に要する事務費等を計上するもので、

事業費全体で１３４万７,０００円で、本年度と同額になっております。

主な事業費は、監査委員報酬９６万８,０００円、費用弁償等の旅費１７万３,０００

円でございます。

議会費、総務費は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました６０ページの議

会費と１１１ページまでの総務費について質疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 済みません、９５ページの固定資産税の事務事業なんですけれども、家

屋の増改築に伴う評価がえなどは適正に行われているのかをお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀税務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○税務課長（須賀） 評価がえにかかわる鑑定評価業務でございます。評価がえに係る鑑

定評価でございますが、不動産鑑定士協会のほうに、今４名の方の鑑定士協会にお願

いをして、適正に評価をしていただいております。

済みません、増改築の評価でございますが、家屋の担当が航空写真等確認をしながら、

あと自分で調査に出向いて、建っている、建っていないの確認をしながら評価を適正

にしているところでございます。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） ページでいうと７１ページの大規模庁舎の修理の件ですが、設計業務

委託料が約２,５００万ぐらい見ておられるということですが、実質、これ設計料がこ

うなんですが、実際工事となるとかなりの額になるような気がするんですが、どの辺

をどうするとか、詳しい具体的な改修の中身を教えていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 林技術担当部長、お願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術担当部長（林） 今、庁舎がもう建設して２０年経過しております。やっぱ

りきのうもちょっとありましたけど、雨漏りがかなりふえておりまして、その原因と

いうのが建物周りのシールですね、コーキング。これの劣化が一番気になっていると

ころでございます。屋根の周りのやっぱり金属のところがコーキングでございますの

で、それがうちの主なところでございます。

それから、外壁改修ということで、外壁のやっぱりタイル、これの浮き。それから、

あと屋上の防水。それから、あと空調ですね。それらの改修を一括して。内部の改修

も当然ですけれども、劣化したところですね。それらを一括して設計するということ

でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

そのほか。尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ８７ページ、２款、総務費、２項、企画費の生活福祉運行業務委託費の

部分なんですけど、ちょっとよう聞き取れんかったんで、ちょっと確認で聞きたいん

ですが、これは基金のほうからの繰り入れが多かったと思うんだけど、基金と一般財

源の割合、何対何ぐらいで予算を立てておるか、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○地域振興課長（西川） おでかけ号に関するものにかかると思いますけども、地域福祉

基金繰入金は１００％になると思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） どうじゃろ、一般財源を使わんというか、そういう使えん理由みたいな

んがあるんですかね。基金のみで事業を運用するというのはちょっとどうなんかなと

いうのがあるんですけど、基金しか使うとらん理由というのがあるのか、お願いしま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） おでかけ号の運行に対してということでございますが、実は、以前に

は有償運送も検討してみました。有償運送をいたしますと、やはり制度的にいろんな

形の制約がかかってくると。道路の幅員も必要になってきますし、いろんな形の制度

的なものを改正しなければいけないのもございまして、無償運送であればそこまでの

制約はかからないということで、現在、熊野町の場合には無償運送でやっているとい

うことがございます。

それから、数年たっているところなんですけど、今現在もまだ検討していかなきゃい

けないことが多いということで、現在は地域福祉基金のほうの財源を活用させていた

だきながら、無償という形の中で運営させていただいとるという現状でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ちょっとわしの感覚がどうなんか思うんですけど、基金というのは通常

で足りんかったときに補うのが基金じゃと思うんですけど、このおでかけ号について

はもう先が見えてますよね、この基金については。１０年もたんぐらいですか。多分。

もっともつ。今何ぼ残っとるんじゃろう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 地域福祉基金、元年度末の状況ですが、約１億６,０００万となっ

ております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） どうじゃろうか。過去のをちょっと追っていきよったら、毎年１,００

０万以上取り崩しておるじゃないですか、大体。じゃけえ、目に見えていずれ枯渇す

るじゃろうというふうに思うんですけど、このおでかけ号なんだけど、時限的な事業

をしとるわけじゃあないんですよね。どうなんでしょうかね。枯渇したときのことも

考えておるんかなというのが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） おっしゃるとおり、交通弱者に対する施策としていろんな形の話が当

時からございまして、いろんな形を考えてまいりました。一番やっぱりメインになる

問題点というのが、現在、熊野町におきましては公共交通として広島電鉄さんのほう

の公共交通がございます。こちらのほうは、昔は１時間に４本程度、走りようたとこ

ろなんですが、今ちょっと時間帯によっては減ったりしとるところなんですけど、ま

だそういいながらメイン道路を走っていただく基本的な公共交通については、やっぱ

り広電さんを頼るべきだろうと。

以前に、広電さんに対してもこのおでかけ号、その後に名前がついたわけなんですけ

ど、地域交通の関係でちょっと協議をさせていただいたところなんですけど、やはり

広電さんに委託をするということになってくるとメイン道路を走るだけであると。例

えば城之堀線とか団地の中を走るということに伴いましては、その当時の話でござい

ますが、最低６メートル程度の幅員がないとそこにとめさすことはできないと、バス

停を置かすことは許可できないということでございました。城之堀線でいきますと、

約２０カ所ぐらいに停留所をつくるのであれば走ってもいいよと。そこの中で停留所
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をちゃんと広さをとってやるんであればつくってもいいよということの話もございま

して、そういった形の中、ちょっとなかなか対応できないと。

そうは言いながらも、通常の形で幅員を考えていきますと、待っていただくことに

よって、今のおでかけ号、タクシーの大型車ですか、が走っていけば、大体何とか対

応できるんじゃなかろうかというのを検討の中にございまして、そうした形の中で、

団地の上部のほうまで行けますよということもございまして。また、当初の段階では、

メイン道路をちょっと外して下のほうだけで行こうかということもあったんですが、

それでは上のほうの方たちもなかなか難しいところもあるんで、できれば上のほうま

で回れることができればということも含んで考えてくると、有償運送、法的制約を受

ける有償運送より無償のほうがいいということでスタートしたということがございま

す。

今後の動向なんですけど、一定のことを考えながら、メイン道路を走るか、またどこ

を走るかというのも踏まえながら考えていかなければいけない。だから、そうなって

きますと、公共交通として広電さんのバスの運行にも影響を及ぼしながらちょっと

走っていくということになろうと思いますけど、これも将来的に考えとかなきゃいけ

ないことになってくるだろうとは考えています。

当面のところ、１０年程度は十分、今の基金で運営できるだろうということを見込ん

でそちらのほうへ踏み切っていったということがございまして、近い将来には、先ほ

どおっしゃられましたような形のことも含んで検討していかなきゃいけない課題であ

るとは認識しております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 高齢化がどんどん進んでいって、また免許の返納というのもどんどん推

進していきよる中で、こういったおでかけ号のようなものについては、これからニー

ズというものもどんどん高くなっていくと思いますので、またこの基金の運用なりと

いうのを重々考えて、また運用してもらえればと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） ８７ページの定住交流促進事業ですけども、この前も安芸郡４町の研

修会で、やはり地域の活性化というようなことで我々学んだり、研修も受けたりした

んですけども、やはりいろんな、どういうんですか、知恵比べというんですかね。地

域の活性化に当たってやっぱりまちごとの知恵比べだと思うんですけども、定住交流

で言うたりすると、８２万９,０００円では何もできんよなというようなことを思った

り、ほかの事業も、教育やら、いろんな各関係からやはりこの定住交流事業の促進の

ところは進めていかなきゃならないんじゃないんかなというようなことを思っており

ます。

この前ちょっとテレビで、ちょっと今はっきり覚えてないんですが、兵庫県の神河町

だったですかね、ここなんかあたりはシングルマザーを対象にした定住交流人口の促

進を図ったりとか、やはりそういったようなアイデアというんですか。やっぱり熊野

町は熊野町としてのやはり取り組みをしっかり考えてもらいたいなというようなこと

を思っております。

私がこの８２万９,０００円でどうこうじゃないですけども、町としての全般的な考

え方はどのような考え方を持っておられるか、お聞きしたいというように思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 定住交流が一つの事業によって効果が生じるということはまずない

と思っております。そこで、本町の総合計画について、令和２年度中に新しいものを

策定するということになってまいります。その総合計画の中でいろいろな戦略なり、

施策を通じて、全ての事業を通じて熊野町の人口を何とか、これから減少が続いてま

いりますけれども、何とか人口の減少幅を少なくするという取り組みが必要になって

くると思っております。

そういったことで、例えば出生率を引き上げるということになりますと、少子化対策

を充実していくということになってまいります。保育であるとか、学童保育、あるい

は保健医療の充実といったものがそういったことになってくると思います。
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また、社会増を進めていくということになりますと、子育て世代の定住を促進してい

くということで、例えば教育の充実といったものがそういったことになろうかと思っ

ております。

また、働き盛りの壮年期の方の転出を防いでいくということになりますと、例えば道

路環境の整備であるとか、公共交通の充実であるとかいったことになりますし、高齢

期の方のＵターンを促進していくとかいうことになりますと、高齢者の方が暮らしや

すいまちづくりということで、環境の整備であるとか、生きがいづくり、介護予防等

の充実といったようなことになってまいりますので、全ての事業を通じて定住促進が

今後進むように、新たな総合計画のもとに長期的な展望を持って事業を進めてまいる

ということになろうかと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 頑張ってください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 歳入についてお伺いします。１４ページ、１５ページ、町税です。町民

税、固定資産税、軽自、町たばこ税、それぞれの前年度との比較、増減理由をお願い

します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀税務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○税務課長（須賀） それでは１４ページ、１５ページの中の現年分についてちょっと動

向をお話しさせていただきたいと思います。

個人町民税、現年分でございますが、今年度が１０億６,２３８万２,０００円、昨年

度予算額が１０億５,４００万１,０００円、８３８万１,０００円の増額となっており

ます。この要因としては、個人町民税には均等割、個人所得割ございますが、均等割

は減少の傾向ということですが、個人所得は回復傾向にありますので、所得割が増。
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あと、土地の譲渡、上場株式等による配当所得等の分離所得の増ということで、増の

見込みになっております。

続きまして、法人町民税現年課税分でございますが、今年度が６,７９６万５,０００

円、昨年度予算額が７,９８８万円、１,１９１万５,０００円の減となっております。

この要因としては、令和元年１０月に税率が改正されております。９.７％から６.

０％に改正されたということで、減少の傾向になっております。

続きまして、固定資産税現年課税分でございますが、今年度が１０億１,９２０万２,

０００円、昨年度予算額が１０億５９６万９,０００円、１,３２３万３,０００円の増

でございます。こちらの要因は、土地は土地の下落による減で１５０万円の減となっ

ておりますが、家屋のほうの新築家屋の増、これが約７００万、償却資産の設備投資

が若干増になっておりますので、これが７７０万増ということで、１,３２０万の増と

なっております。

続きまして、軽自動車税の現年分でございますが、７,９５０万２,０００円、昨年度

が７,６５４万５,０００円、２９５万７,０００円の増となっております。こちらにつ

いては、平成２７年度以降税率が改正されたんですが、新規登録自動車の台数の増が

主な要因となっております。

あと、町たばこ税現年課税分でございますが、１億２,１００万８,０００円、昨年度

が１億１,４３３万３,０００円、６６７万５,０００円の増でございます。こちらのほ

うは通常のたばこについては減少の傾向でございますが、加熱式たばこの売上本数の

増ということで、加熱式たばこにおきましては、平成３０年から令和４年まで５年間、

段階的に税率が上昇していくということになっておりますので、令和４年までは少し

ずつ加熱式たばこが上がっていくということで、６６０万程度増ということで計上し

ております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

町民税の現年分、個人が所得割が上がったということですが、これは納税義務者自体

がふえたということか、それとも義務者はふえないけど１人当たりの所得額が上がっ
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たというところはわかりますかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀税務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○税務課長（須賀） 均等割は減ということなので、納税義務者は減っていると思います。

そのかわり個人の所得がふえているというような形だろうと考察されます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

今、コロナがこういう状況なので、今後、かなり厳しくなるかなという気がします。

どうもありがとうございます。

それと、次なんですが、７７ページ、一番下です、労働金庫預託事業。これ２,３０

０万預託額ですが、融資枠は何倍ですかね。それと、もし融資枠というか、今現在ど

れだけ融資をしとるかいうところがわかれば。融資可能枠が以前３倍ぐらいというこ

とで聞いた覚えがあるんですが、それは変わらないかどうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 今の３倍とかというのは中小企業の貸付金ということになりますので、

労働金庫は例のマツダの隣にある労働金庫、あちらのほうへ預託金としてお金を供出

して、お貸しして、１年間の中でそれを皆さんのほうへ、例えば１００万円とか２０

０万円とかいう限度額でお貸しになられるわけなんですけど、それをされて、町のほ

うには１年後にその満額、２,２００万だったら２,２００万返ってくるということで、

倍率等はございません。という分の貸し出しの事業です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。
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次、８７ページの一番上から２番目です、コミュニティセンター等修繕補助金。これ

は前年が９万１,０００円で、２年度は４６万円ということですが、具体的にどこのコ

ミュニティセンター、老人集会所か、もしあれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 出来庭集会所の空調等と、神田のフローリング等の修繕でござ

います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

もう一つ、８９ページ、香草等利活用推進事業ですが、ちょっとこれ詳しく説明をい

ただければと。ちょっとわかりにくかったんで、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） この事業は、観光戦略にもありますが、新たな観光資源開発の

ため、新しい味覚づくりに向けて香草を活用した園芸用産品の開発に取り組むことと

して、方向性としては事業化、６産品化を目指しております。令和２年度はハーブ園

での植えつけ、収穫などのワークショップなどを行いまして、人集め、人づくりを目

指すこととしています。あわせて、年間を通じてまた仲間づくりや自立活動などを目

指して、町内業者への働きかけや物販を目指そうとしております。具体的には、業務

を委託しまして、観光素材としての育成、またブラッシュアップにつなげるため、商

品開発に意欲のある人材の発掘とコミュニティー化を進めていくこととして、ハーブ

にかかわる人材のすそ野を拡大するとともに、活動の自立と発展を促すこととして事

業を実施します。

そういった中で、ハーブ体験イベントの開催ということで、苗の植えつけや収穫、調

理体験イベントの実施や、比較的余暇時間の多い主婦層等の人材を新たに取り込むた

めに、ハーブを使った調理、また盛りつけやクラフト製作などの創作活動を楽しむ
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ワークショップなどを行うこととしております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） これ人材育成というふうに聞こえたんですが、具体的に工房周辺の整備

事業があろうと思うんですが、それとの関連があればお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） この事業は、今、課長が答えたんですが、将来的には工房を開発して、

あそこに道の駅のようなものをつくります。ここを中心に筆以外の特産品を売ってい

こうという考えを持っておりますので、こういった長期的な観点も見据えてやってお

ります。それと、これがうまく軌道に乗れば、今の遊休地もこういったものの商品作

物として進めていこうかなという気持ちを持っております。そういったことで、長期

的な観点もかなり含んでおります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 済みません、失礼なことを聞くようなんですが、８９ページの筆の里

工房事業なんですが、総額では１億３,０００万ですか、補助金としても９,１００万

円。補助金の中でも約３分の１ぐらいはここは占めておるという中で、やはり毎年い

ろんな話が出たりする中で、利用者の数等出てますけども、自分のことにこだわるわ

けじゃないですが、例えば筆産業の活性化であるとか、振興であるとか、いろんな広

報的な活動であるとかいうときに、やはりこの筆の里工房の役割がやっぱり大きいと

思うんですね。

そういう中で、この工房もできてもう二十数年ですか。という中で、やはりある程度

の当初のやはり目的やら役割を十分果たしておるというように思っておられるからこ
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れだけの予算をつけておられるんだと思うんですけども、それはそれなりに工房の理

事会等で協議や話はされておられると思いますけども、ちょっとそこら辺の私らはそ

の情報がないもんですから、もし話せる範囲で結構ですが、工房にかかわっての、ま

だここの部分をもっとやってほしいとかいうようなものがあれば教えてもらいたいな

というのをちょっと思っておりますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 工房のほうの事業ということで、確かにもう２５年を経過しました。

最大時７万人程度お客さんが来られてたんですけど、現在は６万人をちょっと割って

しまうような形になってます。やはり筆の里工房をつくられた目的としましては、熊

野町の情報発信であると。熊野は筆のまちであり、その筆のまちとしていろんな形の

情報を発信させていただくということがメインとしてやらせていただいております。

その後、ちょっと変わったところで、実はアッセのほうに筆の販売という形の中で、

これも情報発信ということを、工房のほうは違う観点として、メインの事業として

行ってますが、その後、アッセ、また東京のＴＡＵのほう、また広島の駅ビル、新幹

線口ですね、この３店舗で工房以外のところで筆を売ってるということがございます

が、やはり熊野町というのを皆さんに知っていただきたい。熊野町に来ていただきた

い。熊野は筆のまちですよという情報発信をしていき、熊野町の定住促進の一環にも

それは当たるだろうということを目指して、情報発信の場として活用しているという

形でやっているところではございますが。

やはりなかなか一昨年の災害時にはちょっと休館をしなきゃいけなかった。また、２

０年の壊れたとき、やはり施設も庁舎もありましたが、工房のほうの施設も古くなっ

ているということで休館もしたりして、人数もちょっと減った時期もございますが、

今から先は、先ほど町長のほうからもちょっとありましたが、工房の周辺の事業、こ

れは滞在時間の延長。工房だけではどんなに行っていただいても２時間というのは

ちょっと難しい問題であると。やはり熊野に来た段階で、工房だけではないんですけ

ど、一つは工房を核として町内の中で滞在時間の延長ができるような形を組み立てて

いかなきゃいけないんじゃなかろうかと。そうすることによって、熊野町というとこ

ろに多くの時間いていただくことにより熊野町を知っていただきたいというのを、今
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からもう少しやっていかなきゃいけないという形は考えております。

そうした中で、今、工房のほうの、先ほどちょっと収益部分のほうを話をしましたが、

収益部分で出ました収益の、本来は税務署の許可をいただいているんですけど、収益

が実は大体３,０００万から４,０００万、毎年ありました。これは工房のほうの公益

事業、公益事業は公費じゃないと運営できない。筆という形の文化を伝えたいんです

けど、筆だけではお客さんはなかなか来られないという形があったり、かといって筆

の関係の展示物をしようとした場合にお金がようけかかるという形もありますんで、

しかしながら、やっぱり筆のまちとして筆から波及する文化も伝えていかないと意味

がないだろうということも含んで、そういう形の今は展示会もまたやっておるわけな

んですけど。

今、言いましたように３,０００万から４,０００万の毎年発生しました収益について

は、公益事業のほうへ繰り込んでいるということがございますけど、ただ今から先は

そこらについてもどういう形でやってこなきゃいけないかというやっぱり岐路に立っ

ているところじゃないかと思ってます。そういった形で、全体的にこれから取り組み

をしていきまして、もう一歩進んだ形の情報発信の場として活動していきたいという

形では考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 今、最後に言われたもう一歩前に進んだというたところを特に期待し

たいと思います。町民の皆さんからも随分やっぱり厳しい声をちょこちょこ耳にしま

すし、最近私もあの辺をうろうろするんですが、あれ、きょうは休館かのうと思うぐ

らい、休館の日は看板が下がってますよね。だけどもほとんど人がおってないですよ。

平日あたりとか、土曜日曜は多少はおってですけども、ほとんど人の出入りがないと

いうような状況です。この中へ、わしも中へ入って数えたことはないんですが、従業

員の方よりも来客の方が少ないんじゃないかと思うて心配するようなこともあります

んで、ぜひとも一つそういった方向へ導いていただきたいというように思いますので、

よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 暫時休憩いたします。

再開は、あす９時３０分から再開させていただきます。

商工費のほうからさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

（休憩 １６時１２分）
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令和２年 予算特別委員会 総務厚生分科会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和２年３月１１日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開会年月日 令和２年３月１２日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

民 生 部 長 時 光 良 弘

建設部技術担当部長 林 武 史

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

民 生 部 次 長 西 岡 隆 司

財 務 課 長 桐 木 和 義
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危 機 管 理 課 長 花 岡 秀 城

地 域 振 興 課 長 西 川 伸 一 郎

税 務 課 長 須 賀 雅 彦

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

住 民 課 長 立 花 太 郎

子育て・健康推進課長 佛 圓 至 裕

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

消防費

公債費

諸支出金

予備費

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 ９時２７分）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 皆さん、おはようございます。昨日に続き総務厚生の

分科会を再開いたします。
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それでは、商工費、消防費、公債費、諸支出金、予備費について説明をお願いいたし

ます。

西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） それでは、商工費から御説明いたします。

１７８、１７９ページをお開きください。

下段、６款商工費、１項商工費、１目商工振興費の商工振興事業でございます。

この事業は、熊野町商工会への助成を行うとともに、熊野町中小企業融資制度の運用

による、中小企業向け融資の円滑化を通じて、地域商工業の振興を図るための経費を

計上するもので、事業全体で１億３,６６５万３,０００円、本年度より８０万９,００

０円、０.６％の減となっております。

減額の主な要因は、熊野産業団地企業立地奨励金で、固定資産税に係る奨励金及び新

規雇用奨励金の減によるものです。

１８１ページをお願いいたします。

主な事業費は、熊野町商工会への補助金６３０万円、就業促進事業分３０万円、熊野

産業団地企業立地奨励金９６９万２,０００円、中小企業融資制度預託金１億２,００

０万円でございます。歳入、その他の財源１億２,０００万円は、中小企業融資預託金

元金収入でございます。

次の消費者啓発事業は、民生部生活環境課から御説明いたします。

続いて、１８１ページ下段の筆産業振興事業でございます。

この事業は、筆の日実施に関する経費、筆産業振興に係る熊野筆事業協同組合や筆ま

つり実行委員会等に対して助成を行うための経費を計上するもので、事業全体で１,２

１６万７,０００円。本年度より１８３万２,０００円、１７.７％の増となっておりま

す。

増額の主な要因は、小学校における筆づくり体験の実施に係る経費の新規計上、隔年

実施の文房四宝まつり実行委員会事業補助金の計上での増額などによるものです。主

な事業費は、熊野筆事業協同組合事業補助金として２２９万４,０００円、筆まつり実

行委員会事業補助金５０５万円、文房四宝まつり実行委員会事業補助金１１７万円と

なっております。歳入、その他の財源は、１,００７万２,０００円で、内訳は筆の里

づくり基金繰入金６１７万２,０００円と、広島県市町村振興協会の協働のまちづくり



－46－

事業助成金３９０万円でございます。

次に、同じページ下段の２目観光費の観光推進事業でございます。

この事業は、町の観光推進を行うもので、広島県観光連盟や広域市町と連携した観光

ＰＲ、誘客活動の実施、筆の里工房や観光案内所、筆の駅を活用した観光推進を行う

経費を計上するもので、事業全体で４８１万９,０００円で、本年度より１３８万７,

０００円、４０.４％の増となっております。

増額の主な要因は、豊島区との交流、豊島区からのソメイヨシノ寄贈による植樹式実

施に関する費用、旅費、委託料などの増額によるものでございます。

主な事業費は、１８５ページをお願いいたします。

需用費で消耗品費、印刷製本費合わせて１０８万２,０００円。負担金補助及び交付

金では、広域的に連携し、観光ＰＲを行っております関係協議会への負担金と筆の駅

への運営費補助金の観光ＰＲ推進事業費を合わせて１５５万７,０００円でございます。

歳入、その他の財源、６６万円は、広島県町村会助成金６０万円、名刺台紙等の販売

による観光推進経費６万円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 続く、第７款土木費につきましては、建設部から後ほど御説明

いたします。

それでは、２１４、２１５ページをお願いいたします。

第８款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費、常備消防運営事務事業でございま

す。

この事業は、火災、災害時における町民の生命・財産を保護するため、広島市への常

備消防事務の委託に要する経費を計上しております。

事業費は２億５,２６５万５,０００円、本年度より２４９万８,０００円、１％の減

となっております。

歳入の特定財源 その他１０５万４,０００円につきましては、行政財産の目的外使

用料１,０００円と消防ヘリコプター運営助成金１０５万３,０００円でございます。

減額の主な要因でございますが、広島市への消防事務委託料の減によるものでござい

ます。

主な事業費は、広島市への消防事務の委託料●●●●●●●●●●●●●円でござい

ます。
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続きまして、第２目非常備消防費、消防団運営事業について御説明いたします。

この事業は、熊野町消防団の報酬、災害時の出動や災害を見据えた訓練実施への費用

弁償、その他退職報償金、災害補償などへの負担金を計上するもので、事業費全体で

２,４５４万８,０００円、本年度より４７４万３,０００円、２３.９％の増となって

おります。

歳入の特定財源、国県支出金の７１万８,０００円につきましては、消防団設備整備

費補助金で、その他７００万円につきましては、消防団員等公務災害補償等共済基金

からの消防団員退職報償金５００万円、消防団員安全装備品整備等助成金１００万円、

地域防災組織育成助成金１００万円となっております。

増額の主な要因でございますが、退団者の増加を見込んだ消防団退職報償金、令和３

年に開催されます広島県ポンプ操法大会に出場するための訓練費用、災害等夜間の活

動に団員の安全を確保するための発電機や投光器の調達費用などの増でございます。

主な事業費は消防団員の報酬３２５万３,０００円、団員の退職報償金等に係る報償

費５０３万円、出動手当等に係る旅費５７７万６,０００円。

次のページに移りまして、消防装備品取得等に係る備品購入費３２２万１,０００円

でございます。

続いて、下段の第３目消防施設費、消防水利、機械器具維持管理事業について御説明

いたします。

この事業は、火災などの災害発生時に欠かすことのできない消防水利や消防用資機材

の整備、維持管理に要する経費を計上するもので、事業費全体で９２２万円、本年度

より５５０万６,０００円、１４８.２％の増でございます。増額の要因でございます

が、積載車と小型動力ポンプを各１台ずつ新たに更新することによるものでございま

す。

主な事業費は、積載車とポンプの取得に係る備品購入費６９５万４,０００円、消火

栓修繕等に係る負担金補助及び交付金１００万円でございます。

続きまして、２１８ページ、２１９ページでございます。

第４目水防費、災害予防及び応急対策事業でございます。この事業は、豪雨・地震な

どの各種災害に対する予防措置、被害の軽減及び応急避難対策を目的に、食料や生活

必需品の備蓄、防災行政無線の維持管理、自主防災組織の育成支援助成、広島県防災

ヘリコプター負担金などの経費を計上し、特に防災行政無線に関しましては、デジタ
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ル化に係る事業を平成３０年度から３年の継続事業として進めている中、本予算に継

続費３年目の経費を計上したものでございます。

事業費全体で２億５,１２３万１,０００円、本年度より６,９１１万２,０００円、２

１.６％の減となっております。なお、この事業は、新年度から補助事業部分を後ほど

説明いたします事業に分割しています。

事業の主な増減の要因は、分割部分を除きますと、避難情報の発令等で対応する職員

の職員諸手当等、熊野町備蓄計画に基づく物資等の購入費用、移動系の防災行政無線

の入れかえに伴う利用料、平成３０年７月豪雨災害の被災誌を作成するための委託料

の増及び土砂災害ハザードマップの作成業務に関連に伴う減でございます。

主な事業費は、災害予防やその他対応に係る職員手当等２６７万２,０００円。備蓄

計画に基づく備蓄物資や職員用防災服の購入に係る事業費７０５万９,０００円。防災

行政無線デジタル化の実施工事に係る工事請負費でございます。

歳入の特定財源のうち、地方債２億２,３６０万円は、防災行政無線デジタル化に係

る事業費を賄う緊急防災・減災事業債でございます。

また、その他４５９万円の内訳は、防災コミュニティーセンター使用料３,０００円、

筆の里づくり基金からの繰入金１０６万４,０００円、広島県防災ヘリコプター負担金

及び安心安全まちづくり事業に対する広島県市町村振興協会からの助成金３５２万３,

０００円でございます。

２２０ページ、２２１ページをごらんください。

中段の避難の整備事業は建設部から御説明いたします。

２２１ページの下段から２２２ページ、２２３ページをお願いいたします。

それでは、東部地域防災センター（仮称）建設事業でございます。この事業は、地域

防災計画に基づいて、東部地域に防災拠点を整備する経費を計上しております。事業

費全体で２,８２３万円皆増でございます。なお、このたびの令和元年度補正予算で議

決をいただきました災害予防及び応急対策事業の予算を繰り越し、本事業とともに実

施してまいります。歳入の特定財源のうち、その他８７５万８,０００円は筆の里づく

り基金繰入金からの繰り入れでございます。主な事業費は、施設内の設備を整えるた

めの備品購入費２,５００万円でございます。

続いて、防災空地整備事業でございます。この事業は、平成３０年７月豪雨により、

大原ハイツで１２名の尊い命が亡くなられたことから、大原ハイツ内に防災空地、い
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わゆる公園を整備する経費を計上しています。事業費全体で３,５００万円皆増でござ

います。

こちらの事業も先ほどの東部地域防災センター（仮称）建設事業と同様に、令和元年

度補正予算で議決をいただきました災害予防及び応急対策事業の予算を繰り越し、本

事業とともに実施してまいります。

歳入の特定財源のうち、国県支出金１,７５０万円は、市街地整備事業費補助金、地

方債１,５７０万円は、公共事業等債、その他１８０万円は、公共施設等整備基金繰入

金からの繰り入れでございます。主な事業費は、大原ハイツ内への防災空地建設工事

費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（桐木） ２２２ページの９款教育費は教育部から、２８４ページの１０款災

害復旧費は建設部から、それぞれ後ほど御説明いたします。

少し飛びまして、２８８、２８９ページをお願いします。

１１款公債費でございます。

１目元金につきましては、過年度借り入れ分までの町債に係る償還金でございまして、

５億７,３５０万３,０００円、本年度より２,９１１万１,０００円、４.８％の減と

なっております。

減額の要因は、平成１６年度に借り入れた町立図書館建設事業や、平成２１年度に借

り入れた臨時財政対策債などの償還が終了することによります。

次に、２目利子につきましては、元金と同様に過年度借り入れ分の町債に係る利子及

び一時借入金に係る利子でございまして、３,９１７万３,０００円、既に借り入れ分

の償還終了に伴って、本年度より６７６万２,０００円、１４.７％の減となっており

ます。

利子の償還の近年は過去と比較して、低率の利子での借り入れが可能であるため減少

傾向にあります。

続いて、２９０、２９１ページになります。

１２款諸支出金の基金事業でございますが、この事業は、７つの基金財産の預金から

配当される利子を一般会計を通じて各基金に積み立てるものと、森林環境譲与税の剰

余額を森林環境基金に積み立てるもので、３０２万７,０００円、本年度より２６２万

４,０００円、６５１.１％の増を見込んでおります。
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続いて、一般会計の最後になりますが、１３款予備費でございます。

予算編成時に予期しなかった予算外の支出、または予算超過の支出に充てるため、本

年度と同額の２,０００万円を計上しております。

総務部は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました１７８ページか

ら１８５ページの商工費、２１４ページから２２３ページの消防費、２８８ページか

ら２９１ページの公債費、諸支出金、予備費について質疑を行います。

質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２１９ページ、８款消防費、１項消防費、４目水防費、災害予防及び応

急対策事業なんですが、先ほど備蓄物資ということを予算計上の中で言われてたんで

すけれども、備蓄物資の詳細と、あと担当課に災害後、液体ミルクの備蓄を要望して

たんですけれども、それはどうなっているのかということをお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 災害予防費の応急対策事業における備蓄物資についてでござい

ますが、こちら、このたび予算要求させてもらって、予算化させてもらっております

のが土のう袋、乾パンにかわるものとして非常用備蓄用サバイバルパン２４０食分、

備蓄用のクッキー１,２８０食分、災害用備蓄用保存水、そのほか離乳食２１０食、粉

ミルク６缶、液体ミルクのほうがちょっと今現在のところ、この予算のほうには入っ

ておりません。ブルーシート（１０メートル掛ける１０メートル、５.４掛ける５.

４）など、このたびの物資の食料品の対応におきましては、アレルギー対応の食品な

どをしておるため、多少予算のほうがちょっとアップしております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（沖田） 災害時に粉ミルク、お湯を沸かしたり、いろいろ大変なんで、現実には

大変使い勝手が悪いということも多く伺っております。ぜひとも液体ミルクを備蓄し

ていただきますよう要望いたします。

また、この備蓄物資、消費期限近づいたときに廃棄することがないようにきちんと住

民の方にイベントなどでお渡しするとか、そういった工夫もぜひしていただきたいと

思います。以前、一般質問をしたときにかなり廃棄したということをお聞きしてます

ので、そういったことがないようにお願いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 液体ミルクに関しましては、今後検討のほうをさせていただき

たいと思っております。

備蓄物資、賞味期限につきまして、現在、各町内のイベントにおきまして、各公民館

などから要望を聞きまして、避難の啓発指導とともにお配りして、廃棄をなるべく少

なくするような形で取り組んでおります。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○山野委員 １８３ページのほうの筆組合の補助金についてなんですけれども、昨年にも

お願いしたと思うんですけれども、子供たちの小学校に対する伝統工芸の筆づくりの

実験体験がなくなったというようなことがあって、これにかかわっていた筆組合がそ

こから何か撤退したというようなことなんですけど、それに対する補助金とか、その

後の行方はどうなったのか、ちょっとお聞きしたいです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 今年度は筆づくり体験が、筆組合が難しいということで実施で

きないこととなったんですけれども、先ほどお話ししました来年度予算から一応、町
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で実施するということで計上はさせていただいておりまして、一応、商工費の筆産業

振興事業のほうで自動車借り上げ料というか、バスを借り上げまして、バスで各学校

にお迎えに行って、筆の里工房の筆づくり体験、会場もございます。アトリエのほう

でできますので、そこで実施するような形でのことで進めさせていただくこととして

おります。その予算も来年度計上させていただいておりまして、来年度に限り、４年

生、５年生、通常これまで小学校４年生と中学生はしていたんですけども、中学校２

年生かな。それを今後は小学校だけに限らせていただいて、一度は体験させていただ

くということで小学校４年生、基本は小学校４年生なんですけれども、来年度はこと

しの４年生ができなかったので、来年度については４年生、５年生で実施することと

して予算計上させていただいているところです。今後、当面は町のほうで実施させて

いただくこととしております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○山野委員 じゃあ、今後は筆の里工房で全部委託するということでよろしいんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 筆の里工房のほうで筆づくり体験というメニューもございまし

て、道具もあるし、これまでも小中学校での筆づくり体験は、筆組合のほうが筆の里

工房のそういう筆づくり体験の備品を借りて、持っていってということをしていたみ

たいで、そういうことならば、会場、アトリエもあって、大体、定員３６名なんです

けど、大体できる規模の大きさでもあります。会場としてもあるので、では、その筆

の里工房の筆づくり体験の、その資金の中で動かしていこうという考えで来年度から

実施していきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○山野委員 はい、ありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○荒瀧委員 いいですか。２８９ページでございます。

公債費の件でございますが、今、１３０億ぐらい起債があるんだろうと思うんですけ

ども、今でなくて、どの銀行にどの程度借りられておって、金利がどうなっているか

ということもちょっと、あと資料をいただきたいなと思います。

金利の扱い方でございますが、何年ごとに見直すとか云々という、東部流通センター

のときは高金利で雪だるまみたいにふえたんです。随分大きなお金が交付金から入っ

ておりますが、利息の見直しの時期はどうなっておるかだけ。あと、指定銀行はどこ

から何ぼ借りておるかというのは、また資料をいただければありがたいと思います。

金利の見直し、条件、利息。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 現時点では、金利については固定金利のほうでやらせていただいて

おります。低金利の時代でございますので、固定のほうでさせていただいているとい

うことでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○荒瀧委員 固定ということは、その借り入れした時期の金利設定で返済まで一定である

という理解でよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） はい、そのようなことになっておりまして、ちょっと古い資料です

けれども、大体、今時分であれば、最も低い利率であれば０.０７％であるとか、そう

いった極めて低利となっておりますので、固定の金利のほうがむしろリスクが少ない

という判断のもとで、そのようにさせていただいているところでございます。

以上でございます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 １８１ページです。

商工振興事業の負担金補助の最後に熊野産業団地企業立地奨励金なんですが、これ何

年度から何年度までの奨励金ですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） この熊野産業団地が平成２６年度に完成いたしました。

その後、この団地内に、やはり進出された企業に対して助成を行うということで、例

えば企業立地奨励金であれば、土地及び新築工場等の家屋に対する固定資産税に相当

する額を補助するということで、その固定資産税が課税され始めた年度から起算して

５年間補助するということになっております。

また、新規雇用の奨励金につきましても、操業開始から１周年経過した後の１月１日

から起算した５年間助成するということにいたしております。

また、この立地奨励金の中には、浄化槽設置助成金もございまして、初期設置に必要

な額の２分の１程度の額を助成するという制度を設けているところでございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 ありがとうございました。

その下にあります貸付金です。中小企業融資制度預託金、これ現在、融資額がわかれ

ば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） この２月末現在の貸出残額が、済みません。今年度、３１年度

におきましては、１２件、６,２５０万円を新規で貸し出しております。
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以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 枠は、これは３倍でしたかね。１億２,０００万の。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） １億２,０００万の３倍まで融資をするものとすることと要綱

でさせていただいております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 ３１年度の実績を伺ったんですが、残高が幾らかわからんので、どのぐらい、

要は活用されてるのかというのを聞きたかったんで。わかりませんかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 貸出残高で、１億３,２００万になります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 はい、ありがとうございました。

それと、次が筆産業振興事業です。負担金補助、１８３ページの負担金補助の中で、

昨年度までありました筆の日実行委員会事業補助金１２６万円、昨年度計上されてお

るのがありません。ちょっと、その理由をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 筆の日の事業におきましては、これまで筆組合のほうで実行委
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員会を持っていただいて実施させていただいたところですけれども、平成２９年度ま

でで１０回までやって、ちょっと今後継続が難しいと。費用の捻出の部分とかという

ことがあって、できないということになりました。

昨年度におきましては、町のほうで何らか筆の日のということで実施させていただき

たいということで、３月の終わりに１００周年の記念式典をさせていただいたときに

絵手紙等の展示をさせていただきまして、筆の日ということでも一時、一躍をさせて

いただいたところです。

今年度も３月の２２日に筆の日の、この町で実施ということで筆の日ということでい

ろいろな展示もさせていただくこととしていただいたところですが、このたび、コロ

ナの関係で中止をさせていただきました。内容としては、やはり筆の日ということだ

し、筆にかかわって、筆のよさを伝えていこうということで町のほうで実施するとい

うことでことしも実施することとしてたんですけれども、なかなかできなくなりまし

た。

今年度の予算としては、筆の日実行委員会事業補助金としてつけていただいたところ

なんですが、それを振りかえて、各費目に振りかえて町で実施するようにしてたとこ

ろですけれども、来年度のほうにつきましては、各費目に分けて事業を、消耗品費と

か、そういうところに振り分けて計上させていただいておりまして、その関係の、こ

この筆の日、筆産業振興事業の中にいろいろ、例えば、報償費でイベントの司会者の

費用とか、あと、水書道を実施させていただくこととしての、その消耗品費などを買

う費用として、３３万５,０００円とかを計上させていただいておりまして、トータル

で１０４万２,０００円の計上をさせて、そういう関係費で１０４万２,０００円を計

上させていただいております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 光本委員の御質問ですが、先ほどの筆づくり体験事業、それから、筆の

日のイベント。筆の日は、実行委員会形式ということで筆組合そのものではないんで

すが、実質は筆組合なんですが、いろいろ財源の問題、町が出すんですけども、人が

足りないとか、こういったことで全ての事業でちょっと消極性が見られます。早く言
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えばやらないということなんですが、これを絶やすわけにはいかないんで、例えば、

筆づくり体験も、もう直接町がやろうということで予算を組んでますし、この筆の日

の事業も当面は町で予算を組んで実施していきたいと。行く行くは、今、開発を進め

ております筆の里工房が物産館もできたときに、そこで筆の日を中心にやっていこう

という思いでおります。

例えば、秋の筆まつりの日には、筆の市を出しておるんですが、今後はその建物がで

きたら、そこで春の筆の市ということで、筆業者さんにも負担のかからないように実

施していきたいと思っております。この四、五年はそういう予算組みになると思いま

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 はい、よくわかりました。

主体が組合から町に移ったということで、内容はほぼ同じようなことということで理

解をしました。

次です。１８５ページの観光推進事業の補助金です。下から１、２、３、４、４つ目。

金額が６万円で細かいんですが、広島県臨時キャンペーン負担金、新規で上がってお

ります。これは県に支出する負担金だと思うんですが、これどういった内容になりま

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） これはちょっと新規でございまして、ネクスコ西日本の広域観

光連携キャンペーンということで、お国自慢カードラリーというのを６万円の負担で、

その枠組みに入れていただけるということで、その負担金として計上させていただい

ております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 これ、熊野町とのかかわりは何かあるんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 熊野町のかかわりというのが、ロードマップというのがござい

ます。西日本高速道路交通かな、ネクスコ西日本のほうでつくっていただけるという

ことで、そのロードマップで立ち寄れる、その観光場所的なところで、そのロード

マップに載せていただけるということですので、やっぱり熊野町もその中の枠組みに

入れていただいて寄っていただこうということで参加させていただこうとするもので

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 要はネクスコ西日本の作成するパンフレット等に熊野町の観光スポットが紹

介されるということでメリットがあるというように理解すればいいことですね、はい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 光本委員さんのおっしゃるとおりでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○光本委員 ありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○中島委員 １点、ちょっと確認をさせてください。

２２１ページの真ん中あたりになります。

安全安心まちづくり事業補助金２８０万円ですか、計上されております。これは昨年

の６月、ちょっと私のほうからいわゆる自治会に対して、１４ありますけど、どうな
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んだと言ったときに、今年度は災害のほうに回すということでできなかったというふ

うに覚えておるんですけど、復活に当たっては各自治会長の意向を聞きながら検討す

るというふうに記憶があるんですけど、これは自治会のほうに確認をしていただいて、

意向があったから今年度取り組む、予算化していただいたというふうに認識してよろ

しいでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） こちらのほうの安全安心まちづくり事業補助金につきましては、

各自治会のほうにおきまして、復活といいますか予算要望のほうが予算要求といいま

すか、要望ございまして、そちらのほうで来年度、予算要求させていただいておりま

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○中島委員 ありがとうございます。年度がかわりましたら早速、各自治会のほうに、ま

た通知のほうもしていただいたらうれしく思います。よろしくお願いします。ありが

とうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 済みません。先ほどの確認の方法なんですが、各自治会長さん

にアンケートを行いまして、その中で各自治会長さんのほうから要望が上がってきて

るということで追加でさせてもらっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○尺田委員 ２１９ページなんですが、８款１項４目の災害予防及び応急対策事業の中の
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下から４番目のところですかね。平成３０年７月豪雨災害誌作成業務というものがあ

りますが、ちょっとこれに関連してお伺いしたいんですけども、以前、私の一般質問

の中で、当時の悲惨な経験なり記憶を風化させないためにというものと、あとは危機

管理意識が低下しないために、こういった被災誌みたいなものをつくる折には、より

インパクトのある映像のものもあわせて作成してみたらどうかということで、検討し

ますということでございましたが、この件についてはどのようになったのかお伺いし

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永危機管理監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理監（貞永） 今回、予算計上したものは紙ベースということになっております。

御意見がありました映像、ライブラリということになると思いますけども、そういっ

たものについては、ちょっと今回は見合わせておりますけれども、将来的にいろんな

映像というのが残っておりますので、それは編集した形で住民の皆さんのほうに広報、

公開できるようなものについては検討してまいりたいというふうに思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○尺田委員 わかりました。検討のほうをどうぞよろしくお願いします。

あと、あわせてついでにお伺いするんですけども、この被災誌なんですが、おおむね

何ページぐらいのものを予定しておって、それがカラーなのかどうなのかで、何部ほ

ど作成をして、どういった方に配付するのか、その詳細をちょっと計画というか予定

を教えていただけたらと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） このたび予定しております被災誌の概要なんですが、総ページ

としまして、８０から１００ページを予定しております。色に、カラーにつきまして

はフルカラー印刷で写真なども入れていく予定です。部数３００部ほどの予算計上に
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なっております。概要なんですが、今、構成といたしましては、町長の挨拶、町内の

被害状況、写真などです。体験談など。体験談に当たりましては被災者、消防団、民

生委員さんなども入れて復興に向けた取り組みなども今、そのような形で考えており

ます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○尺田委員 その３００部なんですけども、どういった方に配付する予定なのか、どう

いったところに設置する予定なのか、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 実は応援いただいた関係機関のほうに、そちらのほうをまずお

送りすることとしております。そのほか、図書館などにも置いたりということで、今

考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○尺田委員 はい。主に一般住民の方に手にとって、目に入れてもらわないといけないも

のだと思いますので、その辺のほうの配慮のほうをよろしくお願いしたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） ３００部を作成しまして、状況を見ながら対応してまいりたい

と思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２１５ページ、消防団運営事業なんですけれども、消防団員の退職報償

金、退団者が増ということを見込まれているということだったんですけれども、何人

ぐらい見込まれているのかということをお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 今年度、令和元年度の退団者、今年度の実績なんですが、今年

度、１０名の退団者がおられました。現在、当初で見込んでおるものより、毎年若干

多く、高齢化も進んでるせいもあるかもしれないのですが、若干多くなっております

ので、例年より１００万円ほどちょっと予算組みをさせてもらっております。ですか

ら、１０名以上の者が、退団者が出るのではないかということで予定しております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 退団されるということは、次に新しい人材の確保をしなければならない

と思うんですけれども、そういったことについてはどのように考えていらっしゃいま

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 委員おっしゃられるとおり、退団者が出れば新たな団員の補充

というのは必ず出てきますので、また、現在広報といいますか、各団の団長さんのほ

うと団のほうでいろいろとお願いをしているところなんですが、町のイベントといい

ますか、ちょっと延期にはなっておりますが、今度行う防災フェアのほうでも消防団

のブースを構えたりということでそういう募集チラシを配ったりという方向で、そう

いう機会をふやしていけないものかということでちょっと考えていたところでござい

ます。
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以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） １８１ページの下のほうからの、先ほども出ておりました筆産業の振

興のことなんですが、先ほども町長さんのほうからも話がありまして、私も昨年まで

こういろんな質問をしてきましたけれども、筆事業協同組合がいろいろな面から、先

ほども小学生の筆づくり体験、あるいはこれまで気がついたところによると物産展あ

たりの撤退をされるという話を聞いてきました。ただ、先ほど豊島区のほうは桜まつ

りに参加するとかいう話もあったりしましたけど、ここの筆産業振興事業の１,２１６

万円ですか。ここについては１７.７％の増になっておるんですよね。めくった次の１

８３ページのほうで、筆事業協同組合の補助金は２２９万円となってますが、こちら

もちょっと今資料を持ち合わせていないんですけども、事業が減れば補助金は減少す

るんではないかなと思うんですけども、この補助金は昨年に比べてふえておるのか

減っておるのか、ちょっとお聞きしたいというように思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 熊野筆事業協同組合事業補助金につきましては、７万１,００

０円ほどことしはふえております。筆事業協同組合さんがされてる事業内容としまし

ては、具体的には伝統工芸フェアへ出店とかということがちょっとどちらかというと

主体的になっているところもあるんですけれども、筆の産業の振興にということで取

り組んでいただいておりまして、その伝統工芸品協会への参加とか、場所にもよった

りすることもあったりして、それは少し上下するところもありますが、大体２２０万

円ベースで毎年来ております。この事業がなぜふえたかと申しますと、今の筆づくり

体験事業で１７５万８,０００円ほどふえております。これは小学校の体験料の、１人

３,０００円、筆づくり体験かかりますので、その費用や、車の、バスの経費でそれぐ

らい計上させていただいたりするところがあります。

それと、文房四宝まつりの隔年の実施のものがあったりしますので、ふえたりしてい
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るところはございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 基本的には事業が減れば補助金は減るというのが通常だと思うんです

けども、今の筆づくり体験があったら、だから、筆組合のほうじゃなしに町のほうで

先ほどの話だったら、事業を筆組合がされよったものから町のほうで事業を実施する

となると、その費用は私は減るんじゃないかなと思うんですけども、済みませんが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） まず、筆づくり体験の事業は、確かにこれまで筆組合のほうで

実施していただいてたところなんですけれども、これがその事業、補助事業の中とは

別に、報告とかは上がってきていたんですけども、伝産、伝統工芸品産業振興協会か

ら補助が出てまして、それでどちらかというと賄われたというのが現実でございます。

筆づくり体験につきましては。なので、補助金が上下するかというと、そこはちょっ

と影響がなかったのが現実でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） ここでやりとりしてもあれですが、またゆっくり話を聞かせてもらい

たいと思いますけども、基本的には、私は前から補助金のことについては言っており

ますけれども、やはり、しっかり事業を実施し、成果が出る団体に対してはしっかり

とした補助金を出し、成果の上がってない、あるいはこのたびで言ったら成果、事業

を実施しない、そういった団体に対しては、やはりその補助金の額は、やはり減ると

いうのが、これが普通の流れだと思うんですよ。今、ここでやりとりしても、だから、

ちょっと私も全部理解できませんし手元に資料もないので、そこら辺については、や

はりちゃんと評価をして、前も言っておりますようにＰＤＣＡじゃないですが、やっ

ぱりちゃんとチェックをした上で、そういった公金といいますか、公の金をきちっと
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やはり民間のほうに補助金として出すという仕組みは踏襲してもらいたいというよう

に私は思います。

よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川地域振興課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○地域振興課長（西川） 委員さんおっしゃるとおりで、本当事業、効果のある事業に補

助金を出していきたいと思っておりますので、このたびちょっと筆組合さんとも非常

に詳しくヒアリング等もさせていただいたところです。本当に実効ある補助をして

いって、効果ある事業を実施していただくようにしていきたいと思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） ２２１ページの災害のほうの件に関しても、平成３０年７月豪雨の追悼

式の実行委員会の補助金が２００万円は出ております。これを今年度どういう形でや

られるのか、毎年、これを予算化されていくのか、その実行委員会に対するメンバー、

規模、そういったものをちょっと教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） こちら、平成３０年７月豪雨犠牲者追悼式の実行委員会の補助

金なんですが、予算規模としましては今年度の半分２００万円となっております。こ

ちらに関しましては現在、実行委員会メンバーおられまして、引き続き、７月まで委

員の任期がございますので、ことしと同じメンバーの方と一緒に委員会で要望を聞き

ながら、町といたしまして、このままずっと同じ規模という形での追悼式というのは

やはり難しいところがございますので、その予算の範囲内の中で委員メンバーの方と

協議を重ねながら実行していくような予定で現在おります。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） せっかく災害の日をつくられたんですから、ぜひとも先細りのないよう

な、しっかりとした追悼式が続けられるようにお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡危機管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理課長（花岡） 実行委員会のメンバーの方々としっかりと協議を重ねながら、

しっかりとした追悼式ができるように予算の範囲内にはなるかと思いますが、やって

まいりたいと思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

それでは、以上で総務部門についての説明が終わりました。

次に、民生部門に移りたいと思います。

執行部入れかえのため、暫時休憩いたします。

再開は４０分からさせていただきます。

（休憩 １０時２０分）

（再開 １０時３７分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいでしょうか。時間は早いんですけど進めさせ

て、休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

続きまして、総務部総務費の一部と民生費について説明をお願いいたします。

宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 令和２年度一般会計予算案の民生部門の説明をさせていただき

ます。

それでは、まず、７６、７７ページをお願いいたします。

２款総務費、１項総務管理費、５目交通安全対策費、交通安全対策事業でございます。
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この事業は、年４回の交通安全運動期間中に街頭啓発活動を実施するなど、交通事故

の防止、減少を図るための経費を計上しております。

事業費は、６２万１,０００円で、本年度より１２万円、１６.２％の減となっていま

す。減額の要因は、公用車の車検年度でないことによるものでございます。

主な事業費は、街頭啓発活動で使用するのぼり旗の購入や、公用車の燃料費など、需

用費１３万円、交通安全運動推進隊熊野支部への補助金３７万円でございます。

同じく７６、７７ページをお願いします。

中段、６目防犯対策費、防犯対策事業でございます。

この事業は、犯罪のない安全で安心して暮らせる町の実現のため、町民一人一人の防

犯意識を高める啓発活動や、自主防犯組織に対する支援、夜間の犯罪防止のための防

犯灯の設置補助など、町内の犯罪件数の減少を目的とした経費を計上しています。

事業全体で、３８０万５,０００円、本年度より１３万３,０００円、３.４％の減と

なっています。

減額の要因は、実績に基づく防犯灯設置補助金の減によるものでございます。特定財

源、その他は、公益財団法人広島県市町村振興協会からの補助金１１０万円でござい

ます。主な事業費は、各自治会が管理する防犯灯の設置・維持管理に対する助成と、

海田警察署管内防犯組合連合会負担金の合計３７０万２,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） 少し飛びまして、９８、９９ページをお願いいたします。

４項戸籍住民基本台帳費、住民基本台帳等事業でございます。この事業は、戸籍、住

民基本台帳及び印鑑登録原票の記載、登録、管理、または諸証明の交付事務のほか、

旅券交付などの事務にかかわる諸経費を計上しています。

事業費は３,４１７万円、本年度より３８０万７,０００円、１２.５％の増となって

おります。

特定財源といたしまして、個人番号カード交付事務費補助金など、国県支出金が１,

０４７万１,０００円と、諸証明の交付に伴う手数料収入などその他収入を８９１万６,

０００円を計上しております。

増額の主な要因は、戸籍事務へのマイナンバー制度導入に伴うシステム改修でござい

ます。主な事業費は、会計年度職員の報酬３１６万５,０００円、機器保守及び電算処

理等の委託料が●●●●●●●●●●●円、電算機器、ソフトウエアなどにかかわる
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使用料及び賃借料が６５９万８,０００円、地方公共団体情報システム機構等負担金３

７５万４,０００円です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 続きまして、１１０ページ、１１１ページをお願いいたします。

１１１ページ下段の ３款 民生費、１項 社会福祉費、１目 社会福祉総務費の社

会福祉一般事務事業は、民生委員や町民を対象とした弁護士相談に関する事務などに

要する経費を計上しております。

事業費は９２４万８,０００円、本年度より９５万８,０００円、１１.６％の増と

なっております。増額の主な要因は、民生委員・児童委員の活動報償費をお一人、月

額９,０００円から１万円に増額にしたことによるものです。

歳入の特定財源、国県支出金は、民生委員の権限委譲事務費など３２０万２,０００

円でございます。主な経費としては、１１３ページになりますが、民生委員謝金８４

１万１,０００円でございます。

次に、同じく１１３ページの福祉団体助成事業は、熊野町社会福祉協議会など社会福

祉３団体に対する活動助成金を計上しております。

事業費は、４,２２８万８,０００円、本年度より３５３万８,０００円、９.１％の増

となっております。増額の主な要因は、社会福祉協議会補助金のうち、会計年度職員

賞与の法定福利費、車両購入費の増によるものです。主な経費は、社会福祉協議会４,

１６７万５,０００円、民生委員児童委員協議会５８万３,０００円、母子寡婦会３万

円の補助金でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 続いて、１１４、１１５ページをお願いします。

ページの上段、原爆被爆者健康管理・医療事業でございます。

この事業は、被爆者援護法に基づく保健分野の援護対策としまして、年２回の健康診

断、記録の保存、結果に基づく健康相談等を行うもので、事業費は９万１,０００円、

本年度より２,０００円、２.２％の増となっております。増額の主な要因は、消費税

率の変更に伴う郵送料の増額でございます。

県から移譲された事務であるため、健診業者との契約や支払いは、引き続き県が直接

行っておりますので、事業費は、健康診断の案内に要する役務費の通信運搬費９万１,

０００円でございます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 次の生活困窮者自立支援事業は、生活保護に至る前の段階の自立

支援策として、生活困窮者に対し自立相談支援事業及び住居確保給付金の支給等を行

うもので、事業費７３万３,０００円、本年度より２万５,０００円、３.３％の減と

なっています。特定財源の国県支出金、５０万４,０００円の内訳は、生活困窮者自立

支援費国庫負担金３３万６,０００円、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金１６万

８,０００円でございます。

主な経費は、離職等により住宅を喪失、またはそのおそれがある就労意欲のある者に

対し、生活保護基準の住宅扶助費に相当する額を支給する住居確保給付金２２万８,０

００円、子供の学習支援事業負担金７万５,０００円、一時生活支援事業負担金９万９,

０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 続きまして、２目老人福祉費、老人ホーム等入所措置事業で

ございますが、この事業は、環境上及び経済的理由により、居宅において養護を受け

ることが困難な、おおむね６５歳以上の高齢者の養護老人ホームへの入所委託に係る

経費を計上しています。事業全体で３,５２４万７,０００円、本年度より６４万７,０

００円、１.９％の増となっています。増額の要因は、委託費の増額によるものです。

主な事業費は、入所委託者１５人分の委託料●●●●●●●●●●●円です。その他

の財源５５７万５,０００円は、入所者からの費用徴収金です。

１１６、１１７ページをお願いします。

敬老事業ですが、この事業は、８０歳以上の高齢者を対象とした敬老会の開催や、長

寿祝金の支給に係る経費を計上しています。

事業全体で４１３万１,０００円、本年度より１８万３,０００円、４.２％の減と

なっています。減額の要因は、案内状の配付を郵送で行ったことに伴い、事前の記念

品配付を取りやめたことによるものです。主な事業費は、敬老会を開催するための実

行委員会への補助金として１４０万７,０００円、１００歳と８０歳の方に支給する長

寿祝金の扶助費２４８万５,０００円です。

続きまして、健康づくり・介護予防ポイント事業です。この事業は、ボランティア活

動への参加や町が開催する健康づくり教室などに参加した場合に、ポイントを付与し、

ポイントの合計に応じて還元する奨励金や奨励品に係る経費を計上しております。事
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業全体で、１６８万４,０００円、本年度より７０万３,０００円、７１.７％の増額と

なっております。増額の主な要因は、次年度用のすこくま手帳印刷製本費を計上した

ことによるものです。主な事業費は、奨励金及び奨励品に係る報償費１３０万円です。

次に、老人福祉一般事業ですが、この事業は老人クラブ連合会への補助金、災害時要

配慮者把握事業に係る経費を計上しています。事業全体で２８０万２,０００円、本年

度より１８万１,０００円、６.９％の増となっています。

主な増額の要因は、名簿作成のデータ作成の委託料を計上したことによるものです。

主な事業費は、災害時要配慮者把握事業に係る通信運搬費７４万９,０００円、老人ク

ラブ連合会補助金１６５万円です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 次に、１１９ページをお願いします。

３目障害者福祉費の障害者福祉一般事業は、身体障害者手帳認定・交付事務、障害者

相談員設置事業及び障害者福祉団体助成に係る経費を計上しております。事業費は４

１９万５,０００円で、本年度より３３５万３,０００円、３９８.２％の増となってお

ります。増額の主な要因は、障害福祉計画の作成業務委託料●●●万円を計上したこ

とによるものです。

次の、特別障害者手当等支給事業は、特別障害者手当、障害児福祉手当の２つの手当

の認定及び支給と、特別児童扶養手当の認定に係る経費を計上しております。事業費

は、本年度より６万８,０００円、０.６％の減で１,１２６万１,０００円でございま

す。減額の要因は、手当の支給対象者の若干の減を見込んだことによるものです。

特定財源の国県支出金９２２万２,０００円の内訳は、特別障害者手当等給付費国庫

負担金８４３万円、特別児童扶養手当事務費交付金１４万７,０００円、障害福祉費委

託金６４万５,０００円でございます。主な経費としましては、２つの手当の支給費で

ある扶助費１,１２４万１,０００円です。

次に、障害者総合支援事業は、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスの給付等

に係る経費を計上しております。

事業費は、６億４,４８０万８,０００円で、本年度より１,７６５万１,０００円、２.

８％の増となっています。特定財源の国県支出金は、障害福祉サービス給付費に対す

る国及び県からの負担金、補助金等で４億７,０１２万８,０００円でございます。増

額の主な要因は、児童発達支援、放課後等デイサービスの利用者増加が見込まれるた
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めの扶助費を増額したことによるものです。

主な経費としましては、１２１ページになりますが、役務費の手数料では、サービス

等の審査支払手数料、障害者福祉のシステム利用料等で６５４万８,０００円、負担金

補助及び交付金の、障害者が就労支援事業所等に通所する際の交通費助成が３００万

円。

１２３ページになります。障害者福祉サービス等の提供を行う扶助費では、障害者自

立支援事業が、障害者総合支援法に基づき給付するホームヘルパー派遣やあゆみ等の

事業所への通所のサービス、施設への入所、放課後等デイサービスや就労系のサービ

スに係る経費で５億７,４９８万９,０００円です。

次の障害者医療費事業、２,９７０万７,０００円は、治療効果が確実なものと期待で

きる腎臓や心臓、肢体不自由などの身体障害者手帳保持者の医療費の一部を助成する

というものです。障害者地域生活支援事業２,４７３万４,０００円は、障害者総合支

援法に基づき、地域の実情に応じて実施する、ベッドやストマ用具等の支給を行う日

常生活用具給付事業や町単独事業である、重度障害者福祉タクシー利用助成及び腎臓

障害者通院助成等です。

次の広域隣保活動事業と熊野町教育集会所管理事業は、教育部からの説明となります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） １２４、１２５ページをお願いいたします。

５目国民年金費、熊野町国民年金事業でございます。

この事業は、国民年金の資格関係の届出や、保険料免除申請の受理・審査など、国か

らの法定受託事務にかかわる諸経費を計上しております。事業費は３５１万８,０００

円、本年度より４２万１,０００円、１３.６％の増となっています。

特定財源としまして、国民年金にかかわる国庫委託金など、国県支出金を３２３万８,

０００円、その他収入として臨時職員社会保険料納付金２８万円を計上しており、事

業費の全額を特定財源で賄っております。増額の主な要因は、システム改修による経

費の増額でございます。主な事業費は、会計年度職員の報酬１５８万３,０００円、ク

ラウド利用料としての手数料７６万６,０００円です。

１２６、１２７ページをお願いいたします。

続いて、６目国民健康保険費、熊野町国民健康保険事業でございます。この事業は、

国民健康保険事業特別会計の事務執行体制を設けるための諸経費と特別会計への繰出
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金を計上しています。事業費は１億５,７６３万９,０００円、本年度より１,４３５万

８,０００円、８.３％の減となっています。

特定財源として、国民健康保険税の軽減にかかわる国や県の負担金など、国県支出金

を１億３２９万４,０００円を計上しております。事業費が減額となった主な要因は、

被保険者数の減による特別会計への繰出金が減少したことによります。

主な事業費は、職員手当等７８万２,０００円、特別会計への繰出金１億５,６７５万

４,０００円です。繰出金につきましては、後ほど特別会計において説明をさせていた

だきます。

続きまして、熊野町国民健康保険税事業でございます。この事業は、国民健康保険税

の賦課にかかわる時間外手当を計上しております。事業費は１５万２,０００円、本年

度と同額となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 次に、７目福祉医療費、福祉医療費公費負担事業でご

ざいます。

この事業は、乳幼児、ひとり親家庭、重度心身障害者に対して、医療費の個人負担額

を助成することにより、経済的負担の軽減及び疾病の早期発見、重症化の予防に努め

るもので、事業費は１億３,３４２万１,０００円、本年度より６３８万６,０００円、

４.６％の減となっております。

減額の主な要因は、医療費支給対象者の減少による扶助費の減額でございます。主な

経費としましては、扶助費として乳幼児医療３,４４０万６,０００円、ひとり親家庭

等医療費８９５万７,０００円、重度心身障害者医療費８,２３０万７,０００円、児童

の入院医療費２５０万円でございます。

財源の国県支出金５,７４６万円は、県支出金の福祉医療費公費負担事業費補助金で

ございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 続きまして、８目介護保険費、介護保険一般事業ですが、こ

の事業は、介護認定調査員の雇用に係る経費や介護保険特別会計への繰出金を計上し

ています。

事業全体で３億３,５５７万８,０００円、本年度より１,５６８万１,０００円、４.

９％の増となっています。増額の要因は、第８期介護保険事業計画策定に係る委託料
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及び消費税増税に伴う介護保険料軽減負担金の完全実施に伴う町からの繰出金の増に

よるものです。

主な事業費は、３名の会計年度職員報酬６８１万円と、介護保険特別会計への繰出金

３億１,８７４万８,０００円です。その他の財源１１５万７,０００円は、会計年度職

員に係る社会保険料納付金です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） １３１ページの中段、９目地域健康センター費の地域健康セン

ター等運営管理事業は、多世代交流を促進し健康増進、介護予防などの普及啓発を推

進するための地域拠点施設である中央地域健康センター、西部地域健康センター、東

部地域健康センター及び中央ふれあい館の管理運営経費を計上しております。事業費

は４,９１４万８,０００円で、本年度より２３６万５,０００円、５.１％の増となっ

ております。特定財源のその他は、中央地域健康センター等の行政財産目的外使用料

等で２８２万３,０００円を計上しております。

増額の主な要因は、各地域健康センターの人件費等の増と中央地域健康センターのガ

ス施設改修工事の増でございます。主な経費としましては、各地域健康センター及び

中央ふれあい館の指定管理料のほか、中央地域健康センターに係る警備・清掃・機械

器具保守点検等の委託料で、合計４,６８７万４,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） １３２、１３３ページをお願いいたします。

１０目後期高齢者医療費、後期高齢者医療事業でございます。この事業は、後期高齢

者医療特別会計の事務執行体制を設けるための諸経費と特別会計への繰出金を計上し

ています。

事業費は４億２,１６２万５,０００円、本年度より２,６１１万７,０００円、６.

６％の増となっています。特定財源として、保険料の軽減にかかわる県の負担金など

国県支出金を５,４７４万４,０００円を計上しております。

事業費が増額となった要因は、特別会計への繰出金が増加したことによります。主な

事業費は、特別会計への繰出金４億２,１４７万３,０００円です。繰出金につきまし

ては、後ほど特別会計において説明をさせていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 続きまして、地域支え合いセンター事業です。この事業は、
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平成３０年７月の豪雨災害の被災者のこころのケアや生活再建と自立を総合的に支援

する事業です。事業全体で９５万４,０００円。本年度より１６９万７,０００円、６

４％の減となっております。主な事業費は、職員の時間外手当４３万６,０００円です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） １３３ページ下段の、２項生活保護費、１目生活保護総務費の生

活保護一般事務事業ですが、生活保護に係る事務経費を計上しています。事業費は５

７３万円、本年度より１５７万６,０００円、３７.９％の増となっております。特定

財源の国県支出金６５万３,０００円は、国の生活困窮者就労準備支援事業費等補助金

でございます。増額の主な要因は、生活習慣病予防推進のための健康管理支援サービ

スのシステム導入費と、ケースワーカーの被保護世帯訪問に使用する公用車購入費に

よるものです。

主な経費といたしましては、１３５ページになりますが、生活保護世帯の医療扶助の

適正化のため行っておりますレセプト管理システムの保守や医療券の審査支払等の手

数料が１１４万８,０００円、生活保護システムの保守料等の委託料●●●●●●●●

●円でございます。

次に、１３７ページをお願いいたします。

２目扶助費の生活保護費支給事業は、被保護者に対する扶助費で、事業費２億８,４

５５万３,０００円、本年度より２,１２３万６,０００円、６.９％の減となっており

ます。減額の主な要因は、被保護世帯の減による生活扶助費、住宅扶助費の減と、本

年度の実績から医療扶助の減を見込んだものでございます。

特定財源の国県支出金は、生活保護費等負担金で、２億２,２６６万８,０００円で、

負担割合は、国が４分の３、町が４分の１となっております。その他は、生活保護費

の返還金の２０万１,０００円です。

２月末現在の被保護者は、１２４世帯、１７６人で、昨年の４月末から５世帯の減、

６人の減となっております。扶助費の内訳としましては、医療扶助費が全体の５８.

５％、次いで、生活扶助費が２７％を占めています。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 続いて下段の、３項児童福祉費、１目児童福祉総務費

の児童関係諸手当支給事務事業でございます。この事業は、児童手当・児童扶養手当

の認定及び支給事務に要する経費を計上しています。事業費は１４３万３,０００円、
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本年度より２３３万円、６１.９％の減となっております。減額の主な要因は、児童扶

養手当支払回数の変更に伴うシステム改修に係る委託料の減額によるものでございま

す。

主な事業費は、電算クラウドサービス手数料及び通知郵送料に要する役務費１１２万

円でございます。

１３８、１３９ページをお願いします。

次に、保育所等運営一般事務事業でございます。この事業は、保育所入所申請、保育

所利用料の収納、公立・私立保育所入所委託等に係る事務経費を計上しています。事

業費は５４１万円、本年度より８万６,０００円、１．６％の増となっております。増

額の主な要因は、くまの・みらい保育園におけるフローリング修繕に要する工事請負

費の増額よるものです。また、令和２年度から初神保育園及び聖徳幼稚園が認定こど

も園に移行することに伴い、入所者の増が見込まれることによる増額でございます。

主な経費としては、電算クラウドサービス手数料３０７万６,０００円及び、くま

の・みらい保育園における維持・修繕工事費１６０万円でございます。財源の国庫支

出金は、子ども・子育て支援体制整備総合推進事業費補助金７,０００円で、その他は、

公共施設等整備基金繰入金１６０万円でございます。

続いて下段、母子家庭等自立支援事業でございます。

この事業は、ひとり親家庭の相談等に応じ、その支援に必要な情報提供や指導を行う

もので、児童虐待の防止、早期発見・対応、保護・自立支援に至るまで、関係機関等

と連携を強化し、切れ目のない総合的な支援を行っていきます。

事業費は３７６万７,０００円、本年度より１２万１,０００円、３.１％の減となっ

ております。減額の主な要因は、ひとり親家庭学習支援事業における対象者の減少に

よる学習支援事業負担金の減額によるものです。

主な経費としては、母子家庭自立支援給付金２６０万円でございます。財源の国庫支

出金は、母子家庭等対策総合支援事業補助金１９５万円、県支出金は、子ども・子育

て支援交付金７６万５,０００円でございます。

１４０、１４１ページをお願いします。

ページの中段、くまの・こども夢プラザ管理運営事業でございます。この事業は、く

まの・こども夢プラザにおいて実施している子育て支援センター事業と、施設の維持

管理費を計上するもので、令和２年度より、新たに保健師等の専門職員を配置し、く
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まの版ネウボラの相談支援拠点として、子育て家庭が安心して子供を育てることがで

きるよう、体制を強化していきます。

事業費は１,５２８万１,０００円、本年度より１２５万３,０００円、７.６％の減と

なっております。減額の主な要因は、職員配置における会計年度任用職員報酬等の減

額によるものでございます。

主な経費としては、保育士及び保健師等の専門職の配置に要する報酬７８７万７,０

００円、社会保険料２７６万円でございます。財源の国県支出金は、国庫・県費の子

ども・子育て支援交付金８５４万６,０００円、その他は、臨時職員等社会保険料納付

金１３３万６,０００円、くまの・こども夢プラザ使用料４万８,０００円等でござい

ます。

１４２、１４３ページをお願いします。

ページの下段、次世代育成支援対策事業でございます。

この事業は、子ども・子育て支援事業計画の進行管理等を行うもので、本年度、県の

モデル事業として採択された熊野町子ども地域見守りネットワーク事業を引き続き実

施していきます。また、新たに母子健康手帳アプリを導入することで、妊娠・出産・

育児までを継続して支援していきます。

事業費は４０２万５,０００円、本年度より１１１万１,０００円、２１.６％の減と

なっております。減額の主な要因は、本年度、第２期熊野町子ども・子育て支援事業

計画の策定が終了したことによる事業計画策定委託料●●●●●●●●●円の減額に

よるものです。

主な経費としては、会計年度任用職員の報酬１５８万３,０００円及び社会保険料５

８万２,０００円でございます。財源の国県支出金は、県費のひろしま版ネウボラ構築

モデル事業補助金２３０万円、その他は、臨時職員等社会保険料納付金２８万円でご

ざいます。

１４４、１４５ページをお願いします。

ページの下段、２目児童措置費の児童手当支給事業でございます。

この事業は、中学校卒業までの児童を養育する家庭に手当を支給することにより、家

庭の生活の安定と次代の社会を担う子供の健全育成を図るものでございます。支給額

は、３歳未満と小学生以下の第３子以降が１万５,０００円、その他は１万円で、事業

費は３億７,２９４万円、本年度より７０６万円、１.９％の減となっております。減
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額の主な要因は、出生数の減少等支給対象児童の減少によるものでございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の児童手当負担金３億１,６４０万２,０００円でご

ざいます。

１４６、１４７ページをお願いします。

ページ上段、児童扶養手当給付事業でございます。

この事業は、ひとり親家庭に対して児童扶養手当を支給することで、生活の安定と自

立を通じて、その児童の福祉の増進を図るもので、１月末現在で１６４人が受給して

おります。

事業費は、９,００１万４,０００円、本年度より１万４,０００円の増となっており

ます。増額の要因は、支給額の改正によるものでございます。財源の国県支出金は、

児童扶養手当給付費国庫負担金３,０００万２,０００円でございます。

続いて児童福祉施設入所委託事業でございます。

この事業は、ＤＶ等による帰宅先のない母子の保護及び施設入所措置を行うことで、

自立の支援を行うものです。

事業費は、３７５万３,０００円、本年度より１２０万円、４７.０％の増となってお

ります。増額の要因は、現在１世帯が母子自立支援施設に入所中であることによる委

託料の増額でございます。財源の国県支出金は、国庫・県費の児童入所施設措置費等

負担金２７０万円でございます。

次に、３目保育所費の保育所等運営事業でございます。

この事業は、町内３つの保育所へ保育を必要とする乳幼児の入所等を行うことにより

保護者の就労と子育てを支援し、乳幼児の健全育成を図るものです。令和２年度から

初神保育園及び聖徳幼稚園が認定こども園へ、淳教幼稚園が子ども・子育て支援新制

度に移行することになっています。

事業費は、８億１,５８８万３,０００円、本年度より１億５,６４３万円、２３.７％

の増となっております。増額の主な要因は、認定こども園等の増加に伴う施設型給付

費の増額によるものと、令和元年１０月から実施しています幼児教育・保育無償化に

伴い、子ども・子育て支援新制度に移行していない幼稚園の保育料や、認可外施設等

の利用料を上限額の範囲内で無償化にするための施設等利用給付費の計上によるもの

でございます。

主な経費は、保育に係る委託料●●●●●●●●●●●●●円、延長保育等の特別保
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育事業、施設型給付費、病児・病後児保育事業負担金及び施設等利用給付費として幼

稚園等に支払う負担金補助及び交付金３億９,９０４万６,０００円でございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の子どものための教育・保育給付費負担金、子ど

も・子育て支援交付金及び、施設等利用費給付交付金を合わせた４億２，７９３万６,

０００円、その他は、利用者負担の保育所利用料等４,１９６万４,０００円でござい

ます。

１４８、１４９ページをお願いします。

ページ上段、４目児童福祉施設費の放課後児童健全育成事業でございます。

この事業は、昼間、家庭に保護者のいない小学生児童に対し、適切な遊びや生活の場

を与えて、児童の健全育成を図るものです。平成３１年度からは、小学校の全学年を

対象として実施しています。

事業費は４,８３２万９,０００円、本年度より２１８万２,０００円、４.７％の増と

なっております。増額の主な要因は、児童クラブ支援員の期末手当等に要する経費の

増額でございます。

主な経費としては、支援員等報酬３,７２５万６,０００円、期末手当３０４万５,０

００円、社会保険料２５７万７,０００円でございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の子ども・子育て支援交付金２,４０３万円、その

他は、保護者負担金等１,２０４万９,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） １５１ページをお願いします。

中段の災害救助事業につきましては、災害救助法に係る予算を計上しており、事業費

５８万４,０００円でございます。

特定財源のその他は、筆の里づくり基金からの繰入金５８万４,０００円です。住宅

の応急修理を支援するための扶助費５８万４,０００円を計上しております。

以上、民生費の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ただいま説明がありました７６ページから総務費の交

通安全対策費、防犯対策費と９８ページからの戸籍住民基本台帳、１１０ページから

１５１ページの民生費について質疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １４３ページ、次世代育成支援対策事業なんですけれども、母子健康手

帳アプリを導入してくださるということで大変ありがとうございます。

以前に、子育ての応援メールというものを導入していただきたいということを一般質

問させていただいたんですけれども、その当時は子供の名前を入力すると予防接種の

時期がお知らせで届くといったような内容のメールだったんですが、今回のアプリは

もう少し機能がアップしているのかなというふうに思いますので、具体的に説明をお

願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 今回導入を考えています母子健康手帳アプリですが、

妊娠期の記録、それと乳幼児健診等の子供の成長記録、予防接種のスケジュール、そ

れの管理が簡単にできまして、妊娠・子育て等に関する情報が適時に得られるように

なっております。

そういった健診であるとか予防接種、これらのスケジュールに合わせて、保護者のほ

うにメールでお知らせをするようなシステムになっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。せっかくいいアプリを導入していただきますの

で、ぜひとも周知を徹底していただいて、より多くの方に利用していただけるように

お願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 他にございませんか。

福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） 済みません。１１７ページ、敬老事業中の扶助費、長寿祝い金につい

てお伺いします。１１７ページです。
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長寿祝い金のほうで２４８万５,０００円が計上されておりますけれども、これは敬

老会の費用のほぼ倍に近いと。で、これがここ数年でどのように推移しているのかと

いうことと、あと、これの渡し方ですよね、を教えていただきたいのですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 済みません。扶助費、敬老祝い金ですけれども、８０歳の方

に５,０００円。それから、１００歳の方に５万円ということで予算を計上させていた

だいております。８０歳に関しましては、年々増加傾向になっております。

支払方法ですけれども、８０歳の方につきましては口座振替、案内と同時に敬老祝い

金の御案内をさせていただいて、口座の振り込み請求用紙を入れておりまして、それ

を返信していただいて、口座に振り込ませていただく。それから、１００歳の方につ

きましては、町長とともに祝い状も金杯が届きますので、５万円を現金で手渡しに行

かせていただいております。

対象人数ですけれども、年々増加傾向ではありますけれども、ここ数年が一番の山か

なというふうに思って、今後は減っていき、総人口が減ってまいりますので、敬老者

のほうも減っていくという状況になりますけど、ここ数年が一番多いころかなと思っ

ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。福垣内委員。

そのほかありますか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 今の敬老事業のところです。１１７ページ。

先ほどの説明で、記念品配付が廃止されたという説明がありましたけど、これ具体的

に実行委員会の補助金に反映されていますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○高齢者支援課長（西村） そうです。補助金のほうに入っておりました。ですが、こと

し、今年度郵送に切りかえたものですから、今までは民生委員さんに案内状とともに

記念品５００円程度のもので、近年ですとノリのようなものを持って回っていただい

ておりましたけれども、民生委員さんの負担軽減ということもございまして、郵送で

の案内に切りかえましたもので、実行委員会の中で記念品をどうするかということを

話し合っていただきまして廃止ということ。その分、郵送に回させていただいたとい

うことになっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

１２３ページです。障害者総合支援事業の中の扶助費です。

これ徐々にふえて、毎年言ってるような状況ですが、実際のこの扶助費、ニーズとい

うか需要に対して、希望に対してサービスが不足しておるサービス等がありましたら

教えてください。特に児童発達、放課後児童デイとかいうのがまだ足らないという声

を時々聞きます。そのほか通所、入所等、そういった不足しておるようなサービスが

ありましたらお伺いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 児童発達支援、放課後等デイサービスにつきましては、ここ２年

急激な利用者の伸びが見てとれます。ただ、いっぱいで入所、利用を断るという事業

所は今のところ聞いておりません。

あと、居宅介護サービス、通所サービスにつきましても熊野町町内、あと近隣、呉市、

広島市等を利用されて、その上で不足をして行くところがないというような苦情、相

談は今のところ、こちらのほう受けていないというところでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。
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それに関連して、町内に進出してこようとするような事業者はございますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 生活介護事業所が１件、熊野町内、城之堀地区のほうに予定をさ

れているという御相談を受けております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

じゃあ、次に１３３ページ、地域支え合いセンター事業です。

これ３０年７月豪雨の被災者等々の支援ということですが、現状での支援をされてお

る世帯数、それと支援内容がどのように変わってきたかというところがお聞きします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 地域支え合いセンターの全体の対象世帯数としては、１９４

世帯でございますけれども、現在自体、見守り対象としておりますのは１２世帯と

なっております。当初の御相談としましては、夜眠れないとか、雨が恐いとか、そう

いうものから実際のお家をどうしよう、どういうふうに修理していこうとか、どこに

住んだらいいだろうかとか、そういうものがございましたけれども、現在ではあらか

た落ちつかれている部分もあるかと思うんですけれども、そういうやっぱり夜眠れな

いとか、そういう心理的な、精神的なものと、それと被災に遭った自宅の跡地ですね。

大原ハイツの土地がどうにかならないかとか、そういう御相談のほうもふえてまいっ

ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（光本） これは住居へ移られたということで、特に新しいところでの孤立感とか、

そういったひきこもり等での災害が関連してるのもありますので、きめ細やかな支援

のほうをお願いをいたします。

それと次に、１４９ページ。放課後健全育成事業児童クラブなんですが、補正予算の

ときにも今回のコロナ対策でシフト変更で支援員のやりくりを何とかできておるとい

うようにお聞きしました。現在の支援数と今後、長期化した場合、これが事の絡みな

ると思うんですが、そういった面での支援員の確保等の状況についてお聞きします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 現在の支援員の数ということですが、３３名程度で対

応してます。それに加えて３名ほど雇用しております、このたび。

この３月中については、今の体制でやっていけるというように各児童クラブの支援員

と協議をして了解を得ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） １１１ページの社会福祉一般事業の中の、先ほどありました民生委員の

報酬ですか。これ昨年、御質問させていただいたときに少し上げたらどうかという提

案をさせていただきましたけど、今回、１万円になったということなんですが、国か

らの補助金といいますか、これはちょっと難しいということでしょうけれど、この辺

の動きは把握はされてないでしょうか。お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 国から民生委員一人一人への助成という形では制度的にはござい

ませんので、補助金として民児協委員会等への補助金はあるんですが、一人一人、個

人への補助金は、助成はないというところでございます。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ありがとうございます。

よって、今年度といいますか、１万円でということでよろしいですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） それでお願いできればと思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） わかりました、はい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ７７ページ、総務費、防犯対策事業なんですけれども、防犯灯の設置補

助金が減少しているということなんですが、その理由をお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 先ほども説明の中で申しましたけども、実績により少なくさせ

てもらったんですけども、今年度２月末でございますけれども、今回の補助が新設５

基、修繕１６基、撤去１基、移設１基、トータルで２３件の申請にとどまっておりま

す。

今年度、令和元年度でございますけれども、４０基の補助金を見込んで予算を組んで

おりました。来年度につきましては、ちょっと実績、今年度の実績を踏まえまして、

３５基の見込みで予算を計上させていただいております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 実績によって予算を計上されてるということなんですけれども、町内、

かなりあっちこっち開発が進んで新築住宅がたくさん建つような形になっております

けれども、その前年度の実績だけで予算を計上するというやり方で本当に大丈夫なん

でしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 令和２年度、来年度につきましては今、実績でということでお

話しさせていただきましたけど、確かに委員御指摘のとおり、最近、小さな開発とか

がございまして、新たに設置という場所もあろうかと思います。

今回、こういう形で３５基でございますけれども、早くに足らなくなるようなことが

あれば、また補正等を検討させていただいたらというふうに考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。よろしくお願いいたします。

続きまして、１１７ページ。

健康づくり介護予防ポイント事業なんですけれども、このすこくま手帳の満タンにな

ると５,０００円ということなんですが、実績を教えていただきたいんですけども、よ

ろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 今年度ですけれども、３１年の１月１日から、それから令和

元年度１２月３１日までで１年間のポイントを、ことし２年に入りまして１月に申請

をいただきました。全員、申請者数は９８件で、実際に奨励金は９７名の方、１人は

ちょっと今年度のポイントが入っておりましたので、９７名の方に奨励金のほうをお

支払いをさせていただいております。内訳としましては、５,０００円の方が４０名で、
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４,０００円の方が５名、３,０００円の方が７名、２,０００円の方が１７名、１,０

００円の方が２８名という内訳になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

そのほかありませんか。

水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 先ほどの１１７ページのところですが、老人福祉一般事業のところで要

配慮者、これは避難困難要支援者名簿のことですかね。これが、これだけの通信運搬

費を使ってるんですが、中を見ると、余りにも字が羅列してまして、高齢者の方には

ちょっと難しいのかなと思ったところがありました。もうちょっと簡略化することに

ならないのかなということと、あと、絵ですか、そういう部分で見やすくできないの

かなと思ったのですが、どうでしょう。それによって回収率が上がるんではないかと

思ったんですが、どうでしょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 委員御指摘のとおり、本当４枚ぐらい文書が入っております

ので、大変ちょっと年配の方には厳しい文字数かなというところもございますけれど

も、個人情報をいただきますので、どうしてもやっぱりお知らせしておかなければな

らないこともございますので、ちょっと省き過ぎたりというところも難しいところは

ございますけれども、確かにちょっとわかりやすくする必要はあるかなというふうに

は内部で検討しております。

そのためにもケアマネジャーとか民生委員さんとか、お渡し、郵送する前に皆さんに

御説明申し上げて、相談に乗ってほしいと。お家に訪問されたときはあれは出したと

か、これはどうとかいうふうにちょっとお声がけをいただきながら返していただくよ

うな取り組みを進めておりますけれども、やはりちょっと文書通知の内容自体も

ちょっと精査したいなと思います。ありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） これ僕が読んでもちょっと面倒くそうて考えられなかったんで、そこの

ところよくまた考えてやってください。お願いします。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ３款民生費、１項３目障害者福祉費のことなんですけども、これを主に

障害者手帳を持たれてる方対象なんかなというふうに思ってるんですが、ちょっと聞

きたいのが、いわゆるグレーゾーンの発達障害者、障害児のことなんですが、これは

どうなんですか。１２３ページの扶助費の障害者自立支援事業になるんだろうと思う

んですが、いろんな保護者から聞くんですけど、町でしたりする健診の中で、もしか

したら発達障害のおそれがあるっていうことを複数の人からよく聞かれるんですけど、

その専門の機関なりに検査なりに行こうと思ったら、県内でいったら福山と広島ぐら

いでしたっけ、専門のところでいったら。で、勧められるのはいいんだけど、なかな

か交通費なり検査費なりというのが割と高くなるとかいう話をよく聞くんですけども、

その一部補助みたいなのはあるんでしょうか。前、ちょっとこのことを勉強しておっ

たときは熊野はなかったような気がするんですが、今はどうなんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光民生部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） 申しわけないんですが、そういう交通費は身体障害者の手帳にして

も、健康増進のほうにしても、ちょっと今のところはないというのが現状でございま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 発達障害者支援法というのがあるんですけども、この中には発達障害者

なり、障害児の早期発見、早期支援をということで各自治体の支援を求めるというも

のが入っておるんですが、そういったこともまた検討していただきながら、早期発見
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なり早期支援なりに努めていただきたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

暫時休憩いたします。

再開は１時３０分からとさせていただきます。

午後からは衛生費から始めます。

（休憩 １１時４３分）

（再開 １３時３０分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 休憩前に引き続き、総務厚生委員会を再開いたします。

先ほど質疑、回答に関して、執行部のほうから補足したい事項があるとのことですの

で、これを受けたいと思います。

西岡民生部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部次長（西岡） 失礼します。午前中、中島委員から国等の民生委員への報償費の

額が増額される予定はないかとの御質問に対し、報償費の支給はないとの回答したと

ころでございますが、電話代、交通費などの委員活動費として、広島県からの分権改

革推進委譲事務交付金分として、お一人年額５万８,３００円支給しているところでご

ざいます。なお、この支給額については広島県から増額等のお話は聞いておりません。

以上でございます。大変失礼いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、衛生費と商工費の一部について説明をお願

いいたします。

佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） １５０、１５１ページをお願いします。

ページ中段、４款衛生費、１項保健衛生費から説明いたします。

１目保健衛生総務費の保健衛生総務事業でございます。

この事業は、日曜日における在宅当番医制や、入院・手術など緊急を要する夜間救急
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に対応する病院群輪番制を維持するための経費、県や他の市町、大学や医師会などが

連携し医師や診療料の偏在解消などの課題に取り組む広島県地域医療推進機構の運営

に要する経費の負担金のほか、健康管理システムに係る役務費手数料など、保健衛生

諸施策の推進に必要な経費を計上するもので、事業費は１,８６３万１,０００円、本

年度より３６０万１,０００円、１６.２％の減となっております。減額の主な要因は、

健康管理システムにおける変更対応に伴う電算処理業務等の委託料の減額によるもの

でございます。

主な経費は、健康管理システムクラウド使用料などの手数料３８２万８,０００円、

在宅当番医制運営事業等委託料●●●●●●●●●円、救急医療情報システム負担金

８９万４,０００円、病院群輪番制運営費補助金４４８万１,０００円でございます。

財源の国県支出金２７９万８,０００円は、子ども・子育て支援交付金２６７万８,０

００円、自殺対策緊急強化事業補助金１２万円で、その他４８万円は、臨時職員社会

保険料でございます。

１５４、１５５ページをお願いします。

ページの中段、感染症対策事業でございます。

この事業は、乳幼児や高齢者に対して各種予防接種を行うことにより、感染症の発生

や蔓延の防止、感染症に対する正しい知識の普及・啓発を行うとともに、感染症予防

法に基づき結核検診を実施する経費を計上するもので、事業費は６,９０３万円、本年

度より１,４２９万６,０００円、２６.１％の増となっております。

増額の主な要因は、国の指針により風疹の追加対策を継続して実施するとともに、令

和２年１０月から定期接種されますロタウイルスワクチン、これの予防接種実施に要

する予防接種等委託料の増額によるものです。

主な経費は、結核検診や予防接種等の委託料●●●●●●●●●●●円でございます。

財源の国県支出金は、風疹抗体検査に要する費用に対する特定感染症検査等事業費補

助金の３３１万８,０００円でございます。

次に、その下の生活習慣病予防対策事業でございます。

この事業は、住民健診、健診結果に基づく保健指導や健康相談、広く一般住民を対象

とした健康教育等を実施し、がんを始めとする生活習慣病の予防や早期発見・治療に

よる重篤化の防止、保健指導や健康教育等を通じ健康増進に関する普及啓発を行い、

個人の生活習慣の改善を支援する経費を計上するもので、事業費は４,１７３万７,０
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００円、本年度より４８５万円、１０.４％の減となっております。

減額の主な要因は、住民健診受診者の減少に伴う各種健診業務委託料の減額によるも

のでございます。主な経費は、住民健診結果通知書等の通信運搬費１１３万円、各種

健診業務委託料●●●●●●●●●●●円でございます。

財源の国県支出金７３万３,０００円は、がん検診推進事業国庫補助金１０万３,００

０円、健康増進事業費県費補助金６３万円で、その他３１４万６,０００円は、広島県

後期高齢者医療広域連合健康診査事業費補助金２６１万１,０００円、特定保健指導等

受託収入４２万３,０００円等でございます。

１５６、１５７ページをごらんください。

ページの下段、３目母子保健費の母子保健事業でございます。

この事業は、母子健康手帳の交付や妊婦健診、乳幼児健診や育児相談、乳幼児家庭へ

の訪問事業や母子の歯の健康づくり等を実施し、母性を育むとともに、妊産婦や乳幼

児の健康の保持及び増進に係る経費、また、妊娠から出産、子育ての時期において、

切れ目なくワンストップで対応するくまの版ネウボラの構築に係る経費を計上するも

ので、事業費は２,５６８万円、本年度より３６４万１,０００円、１６.５％の増と

なっております。

増額の主な要因は、新規事業として２歳児歯科検診、妊娠後期の産婦健診及び母乳育

児支援の補助を開始し、事業の拡充を図るため増額するものでございます。主な経費

は、乳児健診などに係る医師等出務手当などの報償費２２０万９,０００円、妊婦乳幼

児等検査業務の委託料●●●●●●●●●●●円、扶助費の未熟児養育医療費１８０

万円、不妊治療費等助成金２７３万８,０００円でございます。

財源の国県支出金１９５万３,０００円は、未熟児養育医療に係る国庫及び県費補助

金１０６万６,０００円、支援ヘルパー派遣事業に係る国庫補助金５６万円、乳幼児全

戸訪問事業に係る国庫及び県費補助金３２万７,０００円で、その他３９万２,０００

円は、未熟児養育医療に係る本人負担金３７万６,０００円、保健事業参加費１万６,

０００円でございます。

なお、未熟児養育医療に係る本人負担分は、乳幼児医療費として町のほうから支給を

されます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○生活環境課長（宗像） １５８、１５９ページをお願いします。

下段、４目環境衛生費、環境衛生事業でございます。

この事業は、環境衛生活動を行う団体や浄化槽設置整備などに取り組む住民への支援、

また、火葬場使用料の一部を助成することによって、環境衛生上の危害発生防止や、

公衆衛生の向上に努めることを目的とした事業経費を計上しています。事業全体で２,

１１２万８,０００円、本年度より９１４万円、７６.２％の増となっています。増額

の主な要因は、広島中央地域連携中枢都市圏連携事業としての呉市火葬場の広域利用

について見直されたこと、また、呉市火葬場の使用料金改定による補助金の見直しを

行ったことによるものです。

特定財源、国県支出金２６３万６,０００円の内訳は、国庫補助金１５５万３,０００

円、県補助金１０８万３,０００円で、その他は県の受託事業収入１３６万５,０００

円でございます。

主な事業費は、環境衛生活動を行う団体、葬祭費、浄化槽設置整備などの各補助金２,

０７９万２,０００円でございます。浄化槽設置整備補助金は、１３基分の助成を予定

しております。

１６０、１６１ページをお願いします。中段、狂犬病予防事業でございます。

この事業は、狂犬病の感染、発症を防ぐため、飼い犬の狂犬病予防注射の接種を促し、

接種率の向上を図るとともに、野犬からの狂犬病感染や、人的被害防止に努め、安心

して生活できる環境づくりに努めることを目的とした経費を計上しています。

事業全体で６１万４,０００円、本年度より３万７,０００円、５.７％の減となって

おります。減額の主な要因は、消耗品の減額によるものです。特定財源、その他は、

犬の登録手数料等の６１万４,０００円でございます。主な事業費は、畜犬管理システ

ム利用の手数料３９万６,０００円でございます。

１６２、１６３ページをお願いします。上段、５目公害対策費、公害対策事業でござ

います。

この事業は、環境騒音等測定、大気簡易測定、河川水質調査を行い、大気汚染、水質

汚濁、騒音振動、悪臭等の公害抑制及び防止に努め、快適な環境づくりを行うものの

経費を計上しております。

事業全体で３５２万３,０００円、本年度より１８万１,０００円、４.９％の減と

なっております。減額の要因は、委託業務の発注方法を見直したことによる委託料の
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減額によるものでございます。特定財源、国県支出金は、騒音規制事務に係る県の事

務委託金９万２,０００円でございます。主な事業費は、環境測定等の業務委託料●●

●●●●●●●円でございます。

それぞれの環境測定の箇所数は、環境騒音等測定が５カ所、大気簡易測定２カ所、河

川水質調査６カ所の調査を行うこととしております。

続きまして、下段、２項清掃費、１目清掃総務費、清掃事務事業でございます。

この事業は、循環型社会形成の推進に係る事務経費を計上しております。

事業全体で６５万８,０００円、本年度より６４６万９,０００円、９０.８％の減と

なっています。減額の要因は、災害廃棄物処理基本計画策定が終了したことによる委

託料の減額によるものでございます。

１６４、１６５ページをお願いします。

上段、２目塵芥処理費、廃棄物収集運搬事業でございます。

この事業は、町内の家庭で発生するごみを適正に収集運搬する業務に必要な経費を計

上しております。事業全体で７,９５１万８,０００円、本年度より２３９万５,０００

円、２.９％の減となっています。減額の要因は、委託料の減額によるものでございま

す。

特定財源、国県支出金は、廃棄物対策に係る県補助金３１２万４,０００円、その他

９４９万円の内訳は、紙などの資源物の売却益７９９万円、公共施設等整備基金繰入

金１５０万円でございます。

主な事業費は、収集運搬業務等の委託料●●●●●●●●●●●円、ごみボックスの

設置等工事請負費１５０万円、資源回収団体補助金５０万円、ごみステーション整備

事業補助金３０万円でございます。

続きまして、下段、廃棄物中間処理・最終処分事業でございます。

この事業は、熊野町から発生した一般廃棄物を業者委託によって適正に中間処理・最

終処分を行い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るものでございます。

事業全体で２億５,３６０万１,０００円、本年度と比べて１,１８３万８,０００円、

４.９％の増となっています。増額の要因は、中間処理業務の精査による委託料の増額、

広域ごみ焼却場、安芸クリーンセンターの平成２８年度借入金元金の償還開始に伴う、

負担金の増額によるものでございます。

特定財源、国県支出金は、廃棄物対策に係る県補助金４２万円、その他１,１１７万
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６,０００円の内訳は、紙などの資源物売却益４７５万４,０００円、容器包装リサイ

クル協会の拠出金１５０万円、安芸地区衛生施設管理組合の廃プラリサイクル補助金

４２３万２,０００円、廃棄物処理手数料６８万２,０００円、行政財産目的外使用料

８,０００円でございます。主な事業費は、中間処理業務等の委託料●●●●●●●●

●●●円でございます。

１６６、１６７ページをお願いします。

中段、環境センター維持管理事業でございます。

この事業は、指定管理者に環境センターの施設及び設備の維持管理、搬入された一般

廃棄物の一時保管、廃棄物の処理手数料の徴収などの業務を委託することにより、住

民サービスの向上、経費の節減、効果的かつ効率的な運営を期待するとともに、廃棄

物を衛生的かつ適正に処理して、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図り、循環型社

会の構築を推進するものでございます。なお、本事業は、平成２８年度から５年間の

債務負担行為を議決していただいており、新年度が５年目となります。

事業全体で、１,３７７万１,０００円、本年度と比べ１８万６,０００円、１.３％の

減となっております。減額の要因は、換気用の窓をストックヤードに設置する工事が

完了したことによる工事請負費の減によるものでございます。

続きまして、下段、３目し尿処理費、し尿処理事業でございます。

この事業は、広島市と安芸郡４町が安芸地区衛生施設管理組合で、し尿及び浄化槽汚

泥を共同で処理し、効率的な施設運営を図るものです。

事業全体で、４,１８３万６,０００円、本年度より２５万７,０００円、０.６％の増

となっています。増額の要因は、派遣職員の増加に伴う負担金の増額によるものでご

ざいます。

１６８、１６９ページをお願いします。

４目豪雨災害対応費、災害廃棄物処理事業でございます。

この事業は、令和元年度事業完了に伴い廃目となっております。

続きまして中段、３項上水道費、１目上水道費、上水道会計繰出金でございます。こ

れは、一般会計から企業会計へ繰り出す児童手当負担金４５万６,０００円でございま

す。

次にページを少し飛びますが、１８０、１８１ページをお願いいたします。

６款商工費、１項商工費、１目商工振興費、中段の消費者啓発事業でございます。
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この事業は、消費生活相談窓口において、消費生活に関するトラブルや特殊詐欺に関

する相談に対する助言や、より専門的な機関の紹介等を実施するとともに、広報・啓

発活動を行うことにより、被害の未然防止に努め、住民が安全・安心して生活できる

消費環境の推進を図るための経費を計上しております。

事業全体で１８２万４,０００円、本年度より１０万円、５.８％の増となっています。

増額の要因は、会計年度任用職員制度に伴う通勤手当支給による旅費の増によるもの

でございます。

特定財源、国県支出金は、県の消費者行政に関する補助金５０万８,０００円でござ

います。主な事業費は、消費生活相談員の報酬１０６万９,０００円でございます。

以上で、一般会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、１５０ページから１６９ページの衛生費と

１８０ページから１８１ページの商工費の消費者啓発事業について質疑を行います。

質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １５５ページの感染症対策事業なんですけれども、ロタワクチンの接種

が始まるということで、大変保護者の方も喜んでいらっしゃいます。

これは乳幼児の重篤な胃腸炎になるということで予防接種に２万円から３万円かかる

ということで、保護者の方も大変負担に思っていらっしゃいましたので、このたび予

算がつくということで大変喜んでくださっております。

対象の方がどのぐらいいらっしゃるのかお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 来年度、この令和２年１０月１日からの施行というこ

とで、対象者は令和２年８月１日から令和３年３月３１日までの出生数を見込んでお

りまして、対象者は約１００人と予定しております。そのうち、８割程度の方が接種

をすると見込んで予算のほうを計上しております。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。

引き続き、１５１ページの保健衛生総務事業。休日の当番医なんですけれども、今ま

では熊野町内の医療機関が当番医になってたんですが、４月からは熊野町と坂町でさ

れるということをお伺いしたんですけど、その辺わかれば詳しく教えていただきたい

んですけど。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 来年度からの当番医ということですが、このたび安芸

地区医師会のほうから申し出がありまして、熊野町内の医療機関がちょっと少なく

なってきているということもありますし、医師の方のちょっと高齢化という声があり

ます。その医師のほうの負担というものもありまして、坂町と一緒に当番医として回

すというような形の申し出がありまして、それを受けまして来年度から一緒に、坂町

と一緒にやるということで変更しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 今の当番医制についての予算はあれですか。１５３ページの委託料の在

宅当番医制運営事業と委託料ということに反映されるわけですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） そうですね。委託料はそうです。

委託料自体の金額は変更はないということで考えております。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 同じく１５３ページの負担金の２番目です。

広島地区病院群輪番制運営費補助金、これ前年度よりも上がっております。ちょっと

その辺の理由についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 病院群輪番制制度の負担金ですが、この広島市を始め

とする安芸郡４町ですね。広島市と安芸郡４町で構成してます、その輪番制のほうを

やっておりますが、そうですね、事務費と運営費のほうがちょっとこれは広島市がま

とめておりますが、そこのほうからの負担金の割合が変更になったということで来年

度からちょっと予算を上げております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 割り当ての単価があったということですね、はい。

それと１５９ページ、母子保健事業の扶助費です。未熟児養育医療費、そして、その

次の不妊治療費等助成費、これやっぱり前年度よりもかなり上がっております。その

あたりの理由お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） 未熟児医療のほうですが、確かに今まで、昨年度は４

件程度でしたが、今年度に入って１０件と倍増しております。先般の補正においても、

またさらに追加をさせていただいたということで、ちょっと件数がふえておるという

ことで、過去にも９人、１０人というときもあったんで、ちょっとこれは対象がばら

つきがあるということで、今年度の実績に基づいて予算の要求をさせていただいてお
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ります。

それと不妊治療ですね。こちらも昨年８件程度でしたが、今年度も１３件となってお

りますので、これもこの実績に基づいて要求をさせていただきました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 今回、一般質問、１５５ページですね。一般質問させてもらいました生

活習慣病予防のことでして、今回予算が減ということになってますが、その減の理由

が住民健診減という、たしか言われたと思うんですが、これはどういうことから割り

出したの。対象年齢が減ってるから、この減になるというふうなことで出したので

しょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て・健康推進課長（佛圓） これは実績、やはり年々実際少なくなってるというこ

とで、実績に応じて対象者ちょっと少ないというので計上しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 何か、この予算組みが何かマイナス思考な感じが出て、ちょっと僕には、

せっかく一般質問を出して頑張ってもらいたいというようなことをしたのですが、

ちょっと考えてもらいたいのかなと思いましたので質問させてもらいました。また、

次回、そういうプラスになるような行動をやってもらいたいと思いますのでよろしく

お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て・健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○子育て・健康推進課長（佛圓） 確かに健診の受診者はふえてないということもありま

す。特に４０代、５０代の若い方の受診率をふやしていかないということを目標に掲

げてますので、そこらは引き続き取り組んでいきたいと思います。

あと、がん検診とか、こちらのほうもちょっと受診率が伸びてないようなところもあ

りますので、これもあわせて取り組みをしていきたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、特別会計へ移りたいと思います。

初めに国民健康保険事業特別会計について説明をお願いいたします。

立花住民課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） 国民健康保険事業特別会計について御説明申し上げます。

冊子のちょうど中ほどに、薄い緑色の仕切り紙がございますが、そこからが国民健康

保険事業特別会計の予算案となっております。

国民健康保険事業は、制度改革により、昨年度から県が財政運営の責任主体となり、

新体制の運営が始まっております。被保険者数は、３月１日現在４,８５０人で減少傾

向が続いております。

それでは、予算案のうち主だった内容について御説明申し上げます。

まず歳入ですが、１０、１１ページをお願いいたします。

１款の国民健康保険税は、現年課税分と滞納繰越分を計上しておりまして、その総額

は１枚めくっていただきまして１２ページの上段にございますように、４億４,１７５

万円。本年度より２,７１１万１,０００円、５.８％の減となっております。減額の主

な要因は、被保険者数の減によるものでございます。

１２ページの下段をお願いいたします。

４款県支出金、１項県補助金において、保険給付費等交付金は、医療費等に充てる財

源として交付されるもので、１７億９,０９１万７,０００円。本年度より３億１,８６

４万８,０００円、１５.１％の減となっております。

１４、１５ページをお願いいたします。



－99－

中段の６款繰入金、１項他会計繰入金の一般会計繰入金でございますが、一般会計が

収入する国庫負担金や地方交付税を特別会計に財源移転する、いわゆる法定繰り入れ

が、説明欄に記載しております保険基盤安定繰入金、出産育児一時金等繰入金及び財

政安定化支援事業繰入金で、これらの合計は、１億４,５４５万４,０００円。

次のその他一般会計繰入金は、法定外の任意の繰入金で、事務費分や、町の医療費助

成事業の実施に伴う給付費増額相当分の補償措置及び予備費の財源とするものとして、

１,１３０万円。これらの総額で１億５,６７５万４,０００円。本年度より１,４３５

万８,０００円、８.４％の減となっております。

次に、主な歳出でございます。２０ページ、２１ページをお願いいたします。

１款総務費の１項総務管理費は、被保険者の資格管理などを行う電算処理関連の経費

などを計上する一般管理費と、被保険者数に応じて国保連合会の運営経費を負担する

連合会負担金で構成し、総額１,２５９万３,０００円。本年度より３３２万７,０００

円、３５.９％の増となっております。増額の主な要因は、システム改修経費の増額に

よるものでございます。

次の２項徴税費の賦課徴収費は、保険税の賦課徴収に伴う経費として、主に納税通知

書などの郵送料や電算処理関連経費などで、合計４７３万７,０００円。本年度より２

７万７,０００円、５.５％の減となっております。

２２、２３ページをお願いします。

３項趣旨普及費は、国保制度を周知・説明するために被保険者などに配布する国保の

しおりの印刷製本費１７万９,０００円を計上しております。

以上、総務費は１,７５０万９,０００円。本年度より３０５万４,０００円、２１.

１％の増となっております。

次の２款、保険給付費の１項療養諸費は、通院や入院に伴う医療費を医療機関に支払

う療養給付費、柔道整復やコルセット等の治療用装具などの費用を給付する療養費と、

２４、２５ページにございます、国保連合会に支払う審査支払手数料で構成し、総額

といたしまして、１５億６,６０３万５,０００円。本年度より２億４,１０３万３,０

００円、１３.３％の減となっております。減額の主な要因は被保険者の減による医療

費の減少です。

続きまして、２４、２５ページの下段をごらんください。

２項、高額療養費は、窓口での患者負担額について、一定の負担上限額を超えた場合
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に納付を行う高額療養費。健康保険と介護保険の両方に自己負担がある場合、その１

年分を合算して一定の負担限度額を超えた場合に給付する高額介護合算療養費で構成

し、総額２億６０８万３,０００円。５,８５６万９,０００円、２２.１％の減となっ

ております。

２６、２７ページをお願いいたします。

下段、４項出産育児諸費は、出産育児一時金として、１件あたり４２万円を給付する

もので、国保連を通じて、医療機関へ直接支払いを行うことから、国保連への支払手

数料を含め１８人分、７５６万４,０００円を見込んでいます。

２８、２９ページをお願いします。

中段、５項の葬祭諸費は、被保険者が死亡した場合、葬祭費として３万円を給付する

もので３７人分、１１１万円を見込んでいます。

次の６項国民健康保険事業費納付金は、保険給付費等の財源として県に支払うもので、

５億６,１６６万６,０００円。本年度より６,２６４万８,０００円、１０.０％の減と

なっております。

以上、保険給付費は２３億４,２４６万円。本年度より３億６,３１８万１,０００円、

１３.４％の減となっております。

３０、３１ページをお願いいたします。

３款保健事業費、１項特定健康診査等事業費は、４０歳以上の被保険者に健康診査を

実施し、あわせて、内臓脂肪症候群いわゆるメタボリックシンドロームに該当する方

などに保健指導を行うもので、主な経費といたしましては、栄養士報酬１６９万７,０

００円、受診券や結果通知などの郵送料等といたしまして役務費が９５万９,０００円、

健診等委託料●●●●●●●●●●●円など、総額で２,１１９万４,０００円。本年

度より８４３万１,０００円、２８.５％の減となっております。減額の主な要因は、

委託料を次に述べます保険事業費に組みかえたことによるものでございます。

３２、３３ページをお願いいたします。

２項の保健事業費は、医療費通知に要する郵送料、後発医薬品差額通知作成業務にか

かわる委託料など、総額１,２０５万６,０００円。本年度より８０３万２,０００円、

１９９.６％の増となっております。増額の主な要因は先ほど述べました、特定健康診

査等事業費からの組みかえによるものでございます。

以上、保健事業費は３,３２５万円。本年度より３９万９,０００円、１.２％の減と
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なっております。

こうした内訳によりまして、歳入歳出合計額は２３億９,８１２万３,０００円。本年

度より３億６,０２２万６,０００円、１３.１％の減となっております。

以上で、国民健康保険事業特別会計の説明は終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、国民健康保険事業特別会計について質疑を

行います。

質疑はありませんか。ございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、次に移りたいと思います。

続きまして、後期高齢者医療特別会計について説明をお願いいたします。

立花住民課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民課長（立花） 後期高齢者医療特別会計について御説明申し上げます。

予算書におきまして、国保特別会計の次は公共下水道事業特別会計ですので、その次

になります。

後期高齢者医療制度は、強制加入となる７５歳以上の方などを被保険者として、県内

の市町が設置した広域連合が保険者となり、保険給付等を行う制度です。

町は、広域連合が賦課した保険料を徴収するとともに、広域連合に対しまして、その

徴収した保険料などを納める保険料負担金、町が負担すべき療養給付費負担金及び事

務費分賦金を納付する事務のほか、被保険者に対する窓口サービスを行っております。

被保険者数は、３月１日現在、４,５７８人で増加傾向は続いております。

それでは、予算案につきまして御説明申し上げます。

まず、主な歳入ですが、１０、１１ページをお願いいたします。

１款後期高齢者医療保険料は、広域連合による試算値をもとに合計で３億５,２２８

万２,０００円。本年度より２,９５３万円、９.１％の増となっております。

３款繰入金、１項の一般会計繰入金でございますが、町の特別会計や広域連合におけ

る事務費の財源とする事務費繰入金１,８３８万２,０００円、療養給付費の一部を広

域連合に法定負担する財源とする療養給付費繰入金３億３,００９万９,０００円、保

険料軽減による減収分に充てる保険基盤安定繰入金を７,２９９万２,０００円として
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おります。これらは一般会計において県負担金として収入したものや地方交付税によ

り措置されたものを特別会計に財源を移転するもので、総額４億２,１４７万３,００

０円。主に療養給付の支払いに充てるための療養給付費繰入金の増額により、本年度

より２,６１１万７,０００円、６.６％の増となっております。

次に、主な歳出でございます。

１４、１５ページをお願いいたします。

１款総務費の１項総務管理費では、納税通知書等の印刷にかかわる経費やクラウド利

用料、システム改修委託料などの合計で１００万５,０００円。本年度より９,０００

円、０.９％の減となっております。

２項の徴収費は、保険料納付書などの郵送料として役務費が６４万７,０００円など

の計上により、合計８７万２,０００円を計上し、総務費の合計で１８７万７,０００

円。本年度より３万円、１.６％の増となっております。

１６、１７ページをお願いいたします。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合の事務費を負担する事務費分配金と

して１,６５４万９,０００円、療養給付費の約８％に相当する額を町が広域連合に法

定負担する療養給付費負担金を３億３,００９万９,０００円、徴収いたしました保険

料等を納める保険料等負担金の３億５,０９０万２,０００円などで、総額７億７,１９

４万３,０００円。本年度より５,５６１万７,０００円、７.８％の増となっておりま

す。

増額となった主な要因は、被保険者数及び医療費の増加に伴うものでございます。こ

うした内訳により、歳入歳出合計は、７億７,４８２万１,０００円。本年度より５,５

６４万７,０００円、７.７％の増となっております。

以上で、後期高齢者医療特別会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、後期高齢者医療特別会計についての質疑を

行います。

質疑はありませんか。ございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、次に移りたいと思います。

続きまして、介護保険特別会計について説明をお願いいたします。
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西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 介護保険特別会計について御説明いたします。

介護保険特別会計には、保険事業勘定と介護サービス事業勘定がありますが、まず、

保険事業勘定から御説明いたします。

４、５ページをお願いいたします。

保険事業勘定は、歳出の２款介護サービスに係る保険給付や、３款の地域支援事業に

対し、歳入の１款、６５歳以上の保険料、３款の４０歳から６４歳までの保険料であ

る支払基金交付金、そして、４款、５款、６款の国、県、町の負担金で賄う仕組みと

なっております。３年に１回、保険給付費に応じた６５歳以上の保険料を設定してお

ります。なお、歳出の１款総務費に対しては全て町費となるため、一般会計からの繰

入金のみとなります。

事業の歳入歳出予算の総額は、２１億５,２５６万３,０００円で、本年度より５,５

００万２,０００円、２.５％の減となっております。

まず、歳入の御説明をいたします。

１８、１９ページをお願いします。

１款保険料は、６５歳以上の介護保険料で、年金から天引きを行う特別徴収保険料と

納付書などで支払う普通徴収保険料などをあわせ、５億２,３５２万９,０００円で、

本年度より３,９９１万８,０００円、７.１％の減となっております。主な減額の要因

は、消費税増税に伴う低所得者の保険料の軽減措置の完全実施によるものです。

３款支払基金交付金は、４０歳から６４歳までのいわゆる２号被保険者保険料を支払

基金を通じ、法定負担分として交付を受けるものです。

４款１項の国庫支出金から、次の２０、２１ページの５款県支出金までは、介護給付

費及び地域支援事業費に対する国、県からの交付金及び補助金です。

２２、２３ページをお願いします。

６款繰入金は、一般会計からの繰入金で、１目から３目は介護給付費及び地域支援事

業費に対する法定負担分の繰入金です。４目その他一般会計繰入金の事務費繰入金は、

被保険者の資格管理や介護認定事務などの事務費で、介護保険料軽減負担金は、消費

税増税を財源として行われる低所得者に対する保険料軽減措置分の一般会計からの繰

入金です。
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続いて、歳出の御説明をいたします。

２６、２７ページをお願いします。

１款総務費の一般管理費は、被保険者の資格管理に必要な経費で、事業費は３４８万

８,０００円で、本年度より８万３,０００円、２.４％増となっております。主な事業

費は、クラウドシステム利用料等の手数料２４２万２,０００円です。

次の賦課徴収費は、介護保険料の賦課及び徴収に必要な経費で、事業費は１５３万９,

０００円です。主な事業費は、保険料の納入通知書等を送付する通信運搬費９７万２,

０００円です。

２８，２９ページをお願いします。

介護認定審査会費は、５人の審査員で構成された審査会を４つ設け、月４回開催する

審査会の委員２０名に対する報酬等で、事業費は３６６万９,０００円で、本年度より、

３０万９,０００円、９.２％増となっています。増額の要因は、２年ごとの審査会委

員交代に伴う研修会に係る経費を計上したことによるものです。

次の認定調査等費は、要介護認定に必要な調査及び主治医の意見書徴取に係る経費で、

事業費は１,０１３万１,０００円で、本年度より５万６,０００円、０.６％の増と

なっております。主な事業費は、主治医意見書作成手数料として９１５万２,０００円、

認定調査業務委託料●●万円です。

次に、２款保険給付費についてですが、まず、１項介護サービス等諸費は、要介護１

から要介護５の認定者の居宅及び施設サービス給付費を計上しております。１目居宅

介護サービス給付費は、ヘルパー派遣やデイサービスなどの給付費で、６億９,２８６

万１,０００円です。

３０、３１ページをお願いします。

２目施設介護サービス給付費は、特別養護老人ホーム等の３施設における施設入所

サービス給付費で８億６,１０９万２,０００円です。３目居宅介護福祉用具購入費は、

ポータブルトイレや、入浴用いすなどの購入に係る経費で２５９万７,０００円、４目

居宅介護住宅改修費は、手すりの設置などの住宅改修に係る経費で７２１万５,０００

円です。５目居宅介護サービス計画給付費は、ケアプラン作成費として８,４６９万８,

０００円です。

３２、３３ページをお願いします。

６目地域密着型介護サービス給付費は、町が指定し、原則、町民のみが利用できる認



－105－

知症高齢者グループホームや、小規模多機能などの給付費で、２億２,９９２万８,０

００円です。

以上の、１項介護サービス等諸費の総額は、１８億７,８３９万１,０００円で、本年

度より３,４７０万８,０００円、１.８％減となっています。

次の、２項その他諸費、審査支払手数料は、国民健康保険団体連合会による介護給付

費請求に係る審査支払手数料で、事業費は１４７万４,０００円です。

次の、３項高額介護サービス等費は、一定額以上の介護サービス料を負担された方に

対し払い戻しを行うもので、事業費は１目の介護と、次のページの２目の介護予防を

あわせて３,３５８万１,０００円です。

３４、３５ページ、中ほど。

４項高額医療合算介護サービス等費は、介護保険と医療保険の世帯負担額に年単位で

上限額を設け、その超過額を払い戻すもので、その内の介護保険負担分について計上

しております。事業費は、介護と介護予防あわせて３６１万６,０００円です。

５項特定入所者介護サービス等費は、住民税非課税世帯者の施設入所やショートステ

イ利用時の居住費及び食費を所得状況に応じて軽減するものです。事業費は、介護と

次のページ介護予防をあわせて７,３４１万３,０００円です。

６項介護予防サービス等諸費は、要支援１及び２と認定された要支援者が利用する居

宅サービス給付費を計上しています。事業費は、１目介護予防サービス給付費から、

３８、３９ページの５目地域密着型介護予防サービス給付費までをあわせ、４,９６１

万１,０００円で、本年度より６２８万４,０００円、１４.５％増となっています。各

目の事業内容は、先ほど説明いたしました１項介護サービス等諸費と同様ですが、要

支援者は特別養護老人ホームなどの施設サービスの利用ができませんので、施設サー

ビス給付費はございません。

次の３款地域支援事業費ですが、地域支援事業は介護保険サービスとは別に、介護予

防事業や認知症施策、また、総合事業など、地域の実情に応じて実施する事業です。

１項１目一般介護予防事業費ですが、事業費は１,０４９万７,０００円で、本年度よ

り８３９万４,０００円、４４.４％減となっております。減額の主な要因は、職員の

人件費の減によるものです。この事業は、シルバーリハビリ体操指導士の養成や活動

支援、介護予防教室の実施に関する経費を計上しております。主な事業費は、職員人

件費と講師や看護師等の謝金などの報償費３２万７,０００円です。
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４２、４３ページをお願いします。

下段、２項包括的支援事業・任意事業費の、１目包括的支援事業費ですが、地域包括

支援センターの運営に必要な経費で、事業費は３,５４５万３,０００円で、本年度よ

り１１６万９,０００円、３.４％増となっております。主な事業費は、専門職の職員

人件費と、相談支援センター委託料●●●●●●●●●円です。

４４、４５ページをお願いします。

２目任意事業費ですが、事業費は４５２万５,０００円で、本年度より１３万２,００

０円、３％増となっております。主な事業費は、成年後見人謝金の８８万８,０００円、

緊急通報体制等整備事業委託料●●●●●●●●●円、扶助費の要介護者を介護して

いる低所得者に対し紙おむつを支給する、家族介護用品給付費の５２万５,０００円で

す。

３目認知症総合支援事業費ですが、この事業は認知症の早期診断、早期対応するため

に設置が義務づけられている認知症初期集中支援チームに必要な経費や認知症カフェ

の活動支援に必要な経費を計上しております。事業費は２２万４,０００円です。

主な事業費ですが、ページをめくっていただいて４６、４７ページ、研修参加負担金

７万８,０００円、認知症カフェ補助金６万３,０００円です。

４目在宅医療・介護連携推進事業費ですが、医療・介護関係者の研修会や、住民向け

の講演会などに関する経費を計上しており、事業費は１９万５,０００円、本年度より

６万４,０００円の増となっております。主な事業費は、安芸地区医師会に委託する在

宅医療相談支援窓口事業の委託料●●●●●●●●円です。

５目生活支援体制整備事業費ですが、この事業は高齢者支援のための生活支援サービ

スの充実のため、課題整理や対応策の検討に係る経費などを計上しており、事業費は

６３万７,０００円、本年度より１０万２,０００円、１３.８％減となっております。

主な事業費は、生活支援員養成講座の講師謝金９万２,０００円、ページをめくってい

ただいて協議体運営委託料●●万円です。

６目地域ケア会議推進事業費ですが、この事業は多職種連携により個別事例の検討等

を行い、地域のネットワーク構築、ケアマネジメント支援、地域課題の把握等を推進

するための経費を計上しています。事業費は１５万９,０００円で、主な事業費は、地

域ケア会議開催に伴う講師謝金１１万４,０００円です。

次の、３項介護予防・生活支援サービス事業費ですが、要支援者の総合事業に係る経
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費で、１目介護予防・生活支援サービス事業費は、要支援者のホームヘルプサービス

とデイサービスに係る経費で、事業費は３,７５８万２,０００円です。主な事業費は、

現行相当のホームヘルプサービスとデイサービス、西部地域健康センターで実施する

基準緩和型通所サービス及びホームヘルプサービスに係る委託料●●●●●●●●●

●●円です。

５０、５１ページを中ほど、２目介護予防ケアマネジメント事業費は、総合事業利用

者に対するケアプラン作成費を、地域包括支援センターから委託された事業所に対し

支出するもので、事業費は２２５万７,０００円です。

保険事業勘定の説明は以上です。

続きまして、介護サービス事業勘定の御説明をいたします。

６３、６４、６５ページをお願いします。

サービス事業勘定は、地域包括支援センターが事業所となり、要支援１及び２の認定

者に対し、センター職員がケアマネジャーとして予防プランの作成を行うものです。

事業の歳入歳出予算の総額は８１９万９,０００円で、本年度より１３０万７,０００

円、１９％の増額となっております。

６６、６７ページをお願いします。

歳入ですが、１款サービス収入として、要支援１及び２の認定者の予防プランを作成

したことに対する介護予防ケアマネジメント収入として６０４万９,０００円、次の２

款一般会計繰入金は、人件費に対する一般会計からの繰入金で１７６万４,０００円で

す。

６８、６９ページをお願いします。

歳出ですが、事業費は８１９万９,０００円です。昨年度より１３０万７,０００円、

１９％の増額ですが、増額の要因は、予防プラン作成委託料の増によるものです。

主な事業費は、予防プラン作成を行う会計年度任用職員報酬２２３万５,０００円、

町内などの居宅介護支援事業所への予防プラン作成などの委託料●●●●●●●●●

円です。

介護保険特別会計の説明は以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、介護保険特別会計について質疑を行います。

質疑はありませんか。



－108－

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ３９ページ、一般介護予防事業なんですけれども、シルバーリハビリの

体操の指導員さんが現在、今、町内に何人ぐらいいらっしゃるのか、ちょっと教えて

いただけませんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 済みません。詳しい資料がちょっと手元にないんですけれど

も、指導師が３級と２級まで養成しておりまして、全員で６０名弱の指導員さんがおられ

ます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） その６０名の方がどのような形で地域に入っていらっしゃるのか、

ちょっと詳しく教えていただければと思うんですけど。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） まず、指導師会主催の体操教室というのを３カ所で設けてい

ただいております。自主的に活動して、広報の下の欄に教室の開催日が書いてあるん

ですけど、そういう主催事業で指導していただくものと、社協のボランティアを通じ

まして、教室の開催要望がありましたところに、社協のほうから派遣をしていただい

て体操を各地で指導していただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（光本） 保険事業勘定のほうなんですが、保険給付費、これ介護サービスを利用

するに当たっての給付費の予算ですが、３年間の事業計画を立てて、保険料の算定の

基礎の給付費を算定をして、それで最終的には保険料を決定という過程だと思うんで

すが、当初立てた計画、令和２年度までの３年間に立った計画値に対して、新年度の

予算、給付費、何パーセントぐらいの予算計上されておりますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 給付費全体でお答えさせていただきますと、当初予算は計画

値の８割程度となっております。平成３１年度は９割程度で組んでおりまして、実績

としては８割程度になる見込みです。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 令和２年が８割程度、平成３１年が９０％というか９割程度ということ

で。ということであれば、次期保険料は上がらずというか、下がるとも上がらずとい

うことでなろうかと思います。

高齢者がふえておると思うんですが、逆に減ってるという、そういった要因について

わかれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光民生部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○民生部長（時光） 正式には、来年度また計画策定の時期になっておりますので、そち

らでこれまでのことを十分分析して再度次の３年間を考えていきたいと思っておりま

すが、実際に今の様子を見ますと、どうも計画値より要支援者、比較的軽い方がふえ

ておりまして、高齢者がふえたといっても、軽い方が比重としてふえていると、そう

いう状況があるようでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、以上で当分科会の審査は全て終了

とします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため暫時休憩します。

（休憩 １４時４３分）

（再開 １４時４４分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

分科会報告書を作成しましたので、朗読します。

予算特別委員長 山野千佳子様

総務厚生分科会進行役 竹爪憲吾

令和２年熊野町議会予算特別委員会総務厚生分科会審査状況報告書

本分科会は、令和２年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１１

日、１２日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１ 審査議案。

議案第２８号、令和２年度熊野町一般会計予算のうち、議会費、総務費、民生費、衛

生費、商工費、消防費、公債費、諸支出金、予備費について。

議案第２９号、令和２年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第３１号、令和２年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第３２号、令和２年度熊野町介護保険特別会計予算について。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで異議ありませ

んでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会

で報告することに決定いたしました。

以上をもちまして、総務厚生分科会を終了いたします。

皆さん、御協力ありがとうございました。

（散会 １４時４６分）
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令和２年予算特別委員会 産業建設分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和２年３月１２日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開議年月日 令和２年３月１２日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

建 設 部 長 沖 田 浩

建設部技術担当部長 林 武 史

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

建 設 部 次 長 堂 森 憲 治

建設部技術次長 桑 垣 誠

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫
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都 市 整 備 課 長 福 嶋 春 樹

上 下 水 道 課 長 寺垣内 栄 作

財 務 課 長 桐 木 和 義

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

総務費の一部

農林水産業費

土木費

消防費の一部

災害復旧費

公共下水道事業特別会計

上水道事業会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １４時５９分）

○産業建設分科会進行役（尺田） ただいまから、令和２年予算特別委員会産業建設分科

会を開催します。

それでは令和２年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について、各担当から説明を受

けたいと思います。

最初に、総務費の一部と農林水産業費、土木費、消防費の一部、災害復旧費について、

説明をお願いします。

福嶋都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 建設部及び水道部の予算説明に関しまして、Ａ４判の予算特別

委員会資料をお配りしておりますので、この資料もあわせてごらんください。

それでは、まず初めに７８、７９ページをお開きください。中段の８目住居表示費、

住居表示事業からでございます。
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この事業は、住宅の建築等に伴う住居表示の設定、その管理に伴う住居表示台帳の整

備などに係る経費を計上するもので、事業全体で２３万６,０００円、昨年度との増減

はございません。

歳入のその他の１,０００円は、住居表示案内図等販売の雑入です。

主な事業費は、街区表示板の購入等、維持管理に伴う消耗品費５万３,０００円と住

居表示台帳修正に係る委託料です。

次の企画費以降と民生費、衛生費は、総務部及び民生部で説明しておりますので、少

し飛びまして１６８、１６９ページをお願いします。下段と次の１７１ページにかけ

て記載をしております。

５款農林水産業費 １項農業費 １目農業委員会費の農業委員会でございます。

この事業は、熊野町農業委員会に関する経費を計上するもので、事業全体で５０９万

４,０００円、本年度より１６万２,０００円、３．３％の増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の報酬と期末手当の増によるものでございます。

歳入の国・県支出金１９９万７,０００は、県の農業委員会交付金１０９万６,０００

円と機構集積支援事業補助金等の９０万１,０００円で、その他６万９,０００円は、

農業者年金業務委託手数料等でございます。

主な事業費は、農業委員と農地利用最適化推進委員１４人の報酬１９２万３,０００

円、電算処理関係の手数料９７万７,０００円です。

続きまして、２目農業総務費、農業啓発推進事業でございます。

この事業は、農産物の生産実態を住民に深く認識していただき、地域農業の発展と生

産意欲の高揚を図り、住民相互の親睦を図ることを目的に行います農業祭の開催に係

る経費を計上するもので、事業全体で７４万６,０００円、本年度との増減はございま

せん。

主な事業費は、農業祭実行委員会補助金４０万円です。

続きまして、１７２、１７３ページをごらんください。

３目農業振興費、農業振興対策事業でございます。

この事業は、農業振興に係る事務全般の経費を計上するもので、事業全体で２８１万

６，０００円、本年度より６５万６,０００円、３０．４％の増でございます。

増額の主な要因は、坂面大池にかかる橋の手すりの修繕工事の増によるものでござい

ます。
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歳入の国・県支出金１１４万９,０００円は、県の農業再生協議会交付金８３万８，

０００円、数量調整円滑化事業補助金等３１万１,０００円です。

主な事業費は、農業生産行政協力員９名の報奨金６０万２,０００円、農業再生協議

会交付金８３万８，０００円、各種協議会負担金等あわせて３６万２,０００円です。

続きまして、鳥獣被害防止対策事業でございます。

次の１７５ページにかけて記載しております。

この事業は、農産物に被害を及ぼすイノシシ、ヌートリアなどの有害鳥獣の駆除並び

に防除を目的とし、その被害防止に係る経費を計上するもので、事業全体で３６９万

４，０００円、本年度より１２０万４,０００円、４８.４％の増となっております。

増額の主な要因でございますが、イノシシ１頭当たりの捕獲報奨金３，０００円を、

近隣市町に合わせて５，０００円に増額したことと、銃器による捕獲活動支援として、

猟師が持つ無線機や山中で猟犬の位置情報を把握するためのドッグナビを購入するた

め、有害鳥獣駆除対策協議会の補助金を増額したことによるものでございます。

歳入の国・県支出金５４万７,０００円は、県の鳥獣被害防止総合対策交付金です。

主な事業費は、有害鳥獣捕獲報奨金１０２万円、有害獣防除用施設設置事業補助金６

４万５,０００円、有害鳥獣駆除対策協議会補助金１１６万５，０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） 続きまして、４目農地費、単町農業基盤整備事業でございます。

この事業は、農業基盤の保全を図るため、農業用施設の維持補修を行うもので、事業

全体で１，４６２万９,０００円、本年度より６８８万２,０００円、８８.８％の増と

なっております。

増額の主な要因は、農道の舗装工事と、ため池改修の工事費、及び県が施工する堰堤

工事の下流水路工事費の増によるものでございます。

歳入のその他９７０万円のうち、７７０万円は基金繰入金で、残り２００万円は農業

用水路等の受益者分担金でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 続きまして、２項林業費 １目林業振興費、林業振興対策事業

でございます。

資料は、９ページの実施箇所図をごらんください。

この事業は、ひろしまの森づくり事業交付金を活用し、里山の荒廃を防ぎ、自然との
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ふれあい等を目的とした森林整備を行い、その自然環境及び景観の保全を図る事業に

係る経費を計上するもので、事業全体で１,６５１万２，０００円、本年度より５７６

万３，０００円、５３．６％の増額となっております。

増額の主な要因は、平成３０年７月豪雨で被災したゆるぎ観音付近の森林を地元と一

体となって３年計画で整備する、ひろしまの森づくり事業の特認事業１，４５６万円

によるものです。

歳入の国・県支出金１,６３６万円は、県のひろしまの森づくり交付金です。

主な事業費は、里山林整備事業の委託料と、先ほどのゆるぎ観音一帯を整備する森づ

くり活動補助金の１，４５６万円でございます。

続きまして、小規模崩壊地復旧事業でございます。

次の１７９ページにかけて記載しております。

この事業は、人家２戸以上等に隣接する荒廃林地の復旧事業で、事業全体で９２１万

２,０００円で本年度より９３５万１，０００円、５０．４％の減額となっております。

減額の主な要因は、復旧事業箇所数の減によるもので、本年度は７カ所でございまし

たが、来年度は２カ所の予定となっております。

歳入の国・県支出金１５０万円は県の小規模崩壊地復旧事業補助金、その他の５７５

万円は基金繰入金と受益者負担金でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） 続きまして、林道維持管理事業でございます。

この事業は、林道施設の利用者の安全を確保するため、維持補修等を実施するもので、

事業全体で１７０万９,０００円、本年度より６６万７,０００円、６４．０％の増と

なっております。

増額の主な要因は、県が行う治山堰堤等の治山事業の負担金の増額によるものでござ

います。

主な事業費は、林道維持補修の工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 続く１７８ページから１８５ページの商工費は総務部と民生

部で説明しておりますので、少し飛びまして、１８６、１８７ページをごらんくださ

い。

７款土木費 １項土木管理費 １目土木総務費、道路管理事務事業について御説明し
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ます。

この事業は、道路・河川の管理や占用物件の許認可、官民境界の確定事務を行うもの

で、事業全体では３１０万３,０００円で、本年度より７２万９,０００円、３０.７％

の増額となっております。

増額の主な要因は、広島熊野道路無料化により平谷交差点から広島市境までの県道矢

野安浦線現道部分が町に移管されることから、これに伴う道路台帳作成費用の増額で

す。

主な事業費は、道路台帳修正業務の委託料となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） 続きまして、１８８ページから１８９ページにかけて記載してお

ります、２項道路橋梁費 １目道路橋梁総務費の、県営事業及び土木一般事業でござ

います。

この事業は、県が施工した県単独事業に係る事業負担金等を計上するもので、事業全

体で１,５３４万３,０００円、本年度より１１８万２,０００円、８.３％の増となっ

ております。

具体的には、県道矢野安浦線バイパス事業、県道瀬野呉線バイパス事業の工事負担金

でございます。

歳入のその他５２万１,０００円は、臨時職員等社会保険料納付金でございます。

主な事業費は、県道改良事業負担金等９２５万７，０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 続きまして、ごらんのページの下段から１９１ページにかけ

て記載しております、２目道路維持費、道路維持管理事業でございます。

この事業は、日常的な道路や河川の維持管理を行うもので、事業全体は４,７１１万

５,０００円で、本年度より５３３万２,０００円、１２.８％の増となっております。

増額の主な要因は、災害復旧工事を優先し、縮減していた維持管理費を、従前の事業

規模に戻したことによる工事請負費の増額でございます。

歳入は、地方債９００万円、その他２，７７７万９,０００円は、公共施設等整備基

金繰入金２，２００万円、道路占用料４０５万４,０００円、屋外広告物許可手数料５

６万１,０００円、臨時職員等社会保険料納付金６５万６,０００円、水道工事復旧負

担金など５０万８,０００円でございます。
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主な事業費は、会計年度任用職員２名の報酬３８９万２，０００円、道路照明の電気

料などの光熱水費２６４万円、町道の街路樹管理事業などの委託料、道路維持に要す

る工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） １９２、１９３ページをお願いいたします。

続きまして、町内一円道路維持事業でございます。

この事業は、住民の道路交通の安全性を確保するため、町道及び権限委譲された県道

３路線について維持補修を行うもので、事業全体で１,５８６万円、本年度より３３０

万円、２６.３％の増となっております。

増額の主な要因は、災害復旧を優先したため取りやめていた町道側溝整備工事及び町

道出来中溝線側溝整備工事を再開することによるものでございます。

歳入の国・県支出金１,０２６万円は、県の分権改革推進移譲事務交付金で、その他

５６０万円は、基金繰入金でございます。

主な事業費は、権限委譲された県道の維持修繕業務委託料と、町内一円の道路維持修

繕の工事請負費でございます。

次に、道路維持事務事業でございます。

この事業は、町道施設の維持管理等に必要な事務的経費を計上するもので、事業全体

で９８万４，０００円、本年度より４万６,０００円、４.５％の減となっております。

続きまして、３目道路新設改良費、町道局部改良事業でございます。

資料では、２ページの平谷地区の的場線でございます。

この事業は、町道の部分的な拡幅や交差点の隅切りなど、局部的な改良工事を実施す

るもので、来年度は平谷地区で改良工事を、そのほか萩原、出来庭、川角地区で調査

測量設計業務を予定しております。

事業全体で３,３２０万円、本年度と比べ６７０万円、２５.３％の増となっておりま

す。

歳入のその他７００万円は基金繰入金で、主な事業費は、用地購入費２６０万円、調

査測量設計委託料、及び工事請負費でございます。

続きまして、道路新設改良事務事業でございます。

予算書では、１９４、１９５ページになります。

この事業は、町道施設の新設、改良に伴い発生いたします事務的経費を計上するもの
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で、事業全体で２９０万８,０００円、本年度より１４万円、５．１％の増となってお

ります。

主な事業費は、工事の設計に必要な積算システム使用料３３万８,０００円と、県土

木協会負担金１０５万６,０００円でございます。

次に、ごらんのページから１９７ページ上段にかけて記載されております町道深原公

園線（鞘ノ河内工区）新設事業でございます。

資料では、３ページになります。

この事業は、町道深原公園線を深原地区準工業地域方面へ延伸するための道路を施工

するもので、事業全体で３,５２０万円、本年度より１,４３０万円、２８.９％の減と

なっております。

減額の主な要因は、橋梁下部工事が完了することによるものでございます。

歳入の国・県支出金１，５００万円は国庫交付金で、地方債は１，３５０万円、その

他４５０万円は基金繰入金でございます。

主な事業費は、町道の橋梁上部工の工事請負費でございます。

続きまして、町道呉萩線（呉地・萩原工区）改良事業でございます。

資料では４ページになります。

この事業は、町道呉萩線のうち呉地地区の広南工作所から宝尺寺池までの見通しの悪

い区間の拡幅工事を行い、熊野東中学校の生徒の通学の安全性を向上させる事業でご

ざいます。事業全体で２,８００万円、本年度より５５０万円、１６.４％の減となっ

ております。

歳入の国・県支出金１,３７５万円は国庫交付金で、地方債は１,０１０万円、その他

の１１０万円は基金繰入金でございます。

主な事業費は、物件移転補償費３００万円と工事請負費となっております。

続きまして、町道福垣内二反田前地線改良事業でございます。

資料は５ページになります。

この事業は、萩原地区の中心部に位置する直線の町道でございますが、緊急車両の通

行も難しい狭隘な道路で、この道路を拡幅するものでございます。

事業全体で８８０万円、本年度より２０万円、２．２％の減となっております。

歳入の国・県支出金３５０万円は国庫交付金で、地方債は３１０万円、その他２２０

万円は基金繰入金でございます。
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続きまして、町道三村岡隠田線改良事業でございます。

資料では６ページになります。

この事業は、初神地区の狭隘な道路の拡幅を行うもので、建設を予定しております

東部地域防災センターと、その西側集落を結ぶ路線でございます。

事業費全体で７５０万円、本年度より皆増となっております。

歳入の国・県支出金２５０万円は国庫交付金で、地方債２２０万円、その他の２８

０万円は基金繰入金でございます。

主な事業費は、拡幅工事に必要な工事請負費でございます。

続きまして、ごらんのページから１９９ページにかけて記載しております町道城之

堀線（城之堀六丁目工区）改良事業でございます。

この事業は、町内の主要道路となっております町道城之堀線の拡幅事業で、小中学

校の児童・生徒の通学等の安全性を向上させる事業でございます。

事業全体で７５０万円、本年度より皆増となっております。

歳入の国・県支出金３８５万円は国庫交付金で、地方債は２８０万円でございます。

主な事業費は、用地購入費７００万円でございます。

続きまして、４目橋梁維持費、(国庫)橋梁維持修繕事業でございます。

この事業は、平成２５年度に策定いたしました橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽

化の著しい橋梁の補修及び点検を実施するもので、来年度は５年に１度の１０５橋の

橋梁定期点検業務を実施するものでございます。

事業全体で３,５００万円、本年度より２，２００万円、１６９．２％の増となって

おります。

歳入の国・県支出金１，６５０万円は国庫交付金で、地方債は１，２１０万円でござ

います。

続きまして、３項河川費 １目河川管理費、町内普通河川改修事業でございます。

この事業は、町内一円の普通河川の災害を防止し、地域住民の安全を確保することを

目的として、改修、しゅんせつ、維持補修等を実施するもので、事業全体で１，００

０万円、本年度より１００万円、１１．１％の増となっております。

増額の主な要因は、昨年から計画的に実施しております河川浚渫工事、及び護岸工事

を行うことによるものございます。

歳入のその他９００万円は、基金繰入金でございます。
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主な事業費は、調査測量設計委託料と工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 続きまして、ごらんのページから２０１ページにかけて記載の

あります、４項都市計画費 １目都市計画総務費、都市計画一般事業でございます。

この事業は、都市計画審議会等に関する事務、並びに各種協議会への負担金を計上す

るもので、事業全体で１，０００万９,０００円、本年度より２８３万５,０００円、

３９．５％の増となっております。

増額の要因は、令和３年度以降の町の将来像や土地利用などの基本方針を明らかにし

たまちづくりの指針を定める都市計画マスタープラン策定業務の委託料の増によるも

のです。

歳入のその他５万円は、都市計画総括図等の販売によるものでございます。

主な事業費は、都市計画審議会委員６人の報酬１３万７,０００円、大型プリンター

の用紙やインクなどの消耗品２１万１，０００円、都市計画マスタープラン策定業務

の委託料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 続きまして、ごらんのページ下段から２０３ページに記載の

あります建築開発一般事業でございます。

この事業は、都市計画法や国土利用計画法等に基づく許認可事務の進達、営繕事務に

係る経費を計上しております。

事業全体で３００万２,０００円、本年度より１４７万円、９６％の増でございます。

増額の主な要因は、総務部、教育部などから受託する、東部地域防災センターや小中

学校のトイレの洋式化などの大型事業に着手することによる職員手当の増額です。

歳入の国・県支出金１万１,０００円は、県の土地利用規制等対策費補助金で、その

他の２,０００円は雑入等です。

主な事業費は、営繕工事積算システムのソフトウエア使用料の２７万５,０００円で

す。

次に、木造住宅耐震診断補助事業でございます。

この事業は、耐震改修促進法に基づき、地震による被害から住民の生命・財産を保護

することを目的に、民間の木造住宅に対し、耐震診断費の補助を行う事業です。

事業費は、木造住宅耐震診断費補助金２０万円で、本年度と同額となっております。
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歳入の国・県支出金１０万円は、国の住宅・建築物安全ストック形成事業補助金です。

次に、子育て世代住むならくまの応援事業でございます。

この事業は、本年度に引き続き行う事業で、子育て世代の定住を促進し、人口の維

持・地域の活性化を図るため、住宅を新築または中古住宅を購入する際の支援措置と

して、助成金を交付する事業です。

事業費は、本年度と同額の、子育て世代「住むならくまの」応援助成金の１,５００

万円でございます。

続きまして、ごらんのページから２０５ページにかけて記載しております、建築物土

砂災害対策改修促進補助事業でございます。

この事業は、本町に土砂災害警戒区域が指定されたことに伴い、特別警戒区域内の既

存建築物に対し、土砂災害対策のための改修費を一部補助するものでございます。

事業費は、本年度と同額の建築物土砂災害改修促進費補助金の１５１万８,０００円

で、歳入の国・県支出金１１３万８,０００円は、国庫補助金７５万８,０００円と、

県費補助の建築物土砂災害対策改修促進事業費補助金３８万円です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 続きまして、２目公園費の都市公園緑地管理事業でございます。

この事業は、公園・緑地の適正な維持管理に係る経費を計上するもので、事業全体で

２，２０３万円、本年度より４８６万４,０００円、２８.３％の増となっております。

増額の主な要因は、緑地の危険木伐採業務や法定点検として年１回行うことが義務づ

けられた公園遊具の劣化点検など業務委託料の増によるものでございます。

歳入の国・県支出金１５０万円は、県のひろしまの森づくり事業交付金で、その他６

５３万３，０００円は、基金繰入金です。

主な事業費は、公園敷地の土地借り上げ料１５３万３,０００円、全国都市緑化ひろ

しまフェア負担金７４万円及び植栽管理業務や草刈業務等の委託料です。

続きまして、２０６、２０７ページをごらんください。

深原地区公園管理運営事業です。

この事業は、深原地区公園の管理運営を指定管理者のＮＰＯ法人きらら会に委託する

ための費用を計上するもので、事業費は５３７万６,０００円、本年度より８万４,０

００円、１.６％の増となっております。

歳入のその他１６万８,０００円は、自動販売機設置負担金です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） 続きまして、筆の里工房周辺整備事業でございます。

資料では７ページになります。

この事業は、平成２９年に策定されました熊野町観光交流拠点整備構想に基づき、筆

の里工房に隣接した４.３ヘクタールの計画地内に公園を整備するもので、平成３０年

度から測量・調査、設計、用地買収に着手してきたものでございます。

基本計画につきましては、本年度末に完了する予定でございますので、改めまして、

議員の皆様に御説明させていただきたいと考えてございます。

来年度は、公園本体の工事に先行いたしまして、筆の里工房に隣接する駐車場整備と

駐車場から工房に向かう椎川にかかる人道橋の整備に係る工事、及び造成工事実施設

計業務を行うものでございます。

事業全体で、８,９３２万２，０００円、本年度より２,１７３万１，０００円、１９.

６％の減となっております。

減額の主な要因は、計画地内の用地買収を終えたことによるものでございます。

歳入の国・県支出金４,１２５万円は国庫交付金で、地方債は３,８９０万円、その他

の２３０万円は基金繰入金でございます。

主な事業費は、用地購入費６００万円、及び物件移転補償費１００万円、工事請負費、

委託料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） ２０８、２０９ページをお開きください。

次に、３目公共下水道費、熊野町公共下水道事業繰出金でございます。

この事業は、一般会計から公共下水道事業特別会計への繰出金を計上するもので、事

業費は３億３,７７９万５,０００円、本年度より８４３万７，０００円、２.４％の減

となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 続きまして、このページの中ほどから２１１ページにかけて

記載があります、５項住宅費 １目住宅管理費、町営住宅管理事業でございます。

この事業は、町内の公営住宅９団地６８戸の維持管理を行うもので、事業全体は１,

０７５万３,０００円で、本年度より９６万９,０００円、８.３％の減でございます。

減額の主な要因は、町営住宅の解体工事請負費の減額によるものです。
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歳入のその他１,０７５万３,０００円は家賃収入となっております。

主な事業費は、土地借り上げ料４５５万８,０００円、施設の保守点検や維持管理に

要する委託料及び町営住宅の修繕を行うための工事請負費です。

次に、コーポラス熊野管理事業でございます。

この事業は、コーポラス熊野住宅３９戸の維持管理を行う事業で、事業全体で６，３

４８万３,０００円、本年度より６，０３４万１,０００円の増額となっております。

増額の主な要因は、施設の長寿命化計画に基づいたコーポラス熊野１号館外壁改修工

事の工事請負費の増額によるものでございます。

歳入のその他のうち２９８万３,０００円は家賃収入で、残りの６，０５０万円は基

金繰入金となっております。

主な事業費は、簡易的な修繕料１１０万円、消防設備の保守点検等の委託料、及び住

宅の応急的な修理を行うための工事請負費でございます。

続きまして、このページの下段から２１３ページにかけて記載のあります、２目豪雨

災害対策費、応急仮設住宅事業でございます。

この事業は、平成３０年の７月豪雨で被災し、住宅に困窮する世帯に再建までの間、

県が行う応急的に民間住宅を借り上げ提供する事業を補完する事業で、事業全体は１

２６万５,０００円、主な事業費は、借り上げた住宅の使用料１０５万円です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 続きまして、６項地籍調査費 １目地籍調査費、地籍調査事業

でございます。

この事業は、土地行政の基礎資料となる地籍を明確にするための費用を計上するもの

で、事業全体で１１３万９,０００円、本年度より４７万９,０００円、２９.６％の減

となっております。

減額の主な要因は、業務委託料の減によるものでございます。

歳入のその他収入１,０００円は、コピー代等の雑入です。

主な事業費は、土地情報管理システムの使用料６４万７，０００円とその保守業務委

託料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） ページを飛びまして、２２０ページ、２２１ページをお開き

ください。
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２２１ページの中ほどにございます、８款消防費 １項消防費 ４目水防費、避難路

整備事業でございます。

図面は、予算特別委員会資料の１２ページ、令和２年度避難路整備事業実施計画箇所

図となりますので、この図面の判例について御説明いたします。

図面に記載しております、黒い丸にグレーの塗りつぶしが完了箇所で、赤い丸に青色

の塗りつぶしが、令和元年度繰越予算での施工箇所、赤い丸に緑色の塗りつぶしが、

令和元年度繰越予算と令和２年度当初予算での施工箇所、赤い丸に黄色の塗りつぶし

が、令和２年度当初予算での施工箇所でございます。

予算書の２２１ページにお戻りください。

この避難路整備事業は、避難情報発令時に安全に避難行動がとれるように整備する事

業として、東部地域防災センターにつながる狭隘な道路や、袋小路団地から避難所ま

での人や車が多く往来する離合が困難な道路を改良する事業で、事業全体が９,４４２

万６，０００円で本年度より皆増となっております。

歳入の国・県支出金４,７００万円は国庫交付金で、地方債は４,２３０万円、その他

３２０万円は、基金繰入金でございます。

主な事業費は、道路改良工事に必要な補償補填及び賠償金１,０００万円と設計など

の委託料、工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部次長（堂森） ページを少し飛びまして２８４、２８５ページをお願いいたしま

す。

１０款災害復旧費 １項農林水産施設災害復旧費 １目現年度耕地災害復旧費、農地

及び農業用施設災害復旧事業でございます。

この事業は、新たに災害が発生した場合に備え、費目をあらかじめ設けております。

続きまして、ごらんのページから２８７ページに記載しております、２目過年度耕地

災害復旧費、農地及び農業用施設災害復旧事業でございます。

資料は１ページになります。

場所につきましては、この１図の中で青い印でお示しした箇所で、平谷地区の馬場池、

呉地地区の牛神水路、初神地区の砂原池でございます。

この事業は、３０年７月豪雨災害により被災いたしました農業用施設の災害復旧を行

う事業でございます。事業全体で２,８７９万２,０００円となります。
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歳入の国・県支出金２,５８９万６，０００円は国庫交付金で、その他２１０万円は

基金繰入金でございます。

主な事業費は復旧工事に係る工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 続きまして、ごらんのページの中ほど、２項土木施設災害復

旧費 １目現年度土木災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業でございますが、これ

は、新たに災害が発生した場合に備え、費目をあらかじめ設けております。

続きまして、ごらんのページの下の方から２８９ページにかけて記載のあります、２

目過年度土木災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業でございます。

図面は、資料の１３ページ、令和２年度公共土木施設災害復旧事業実施計画箇所図と

なりますので、この図面の判例について御説明いたします。

図面に記載しております、黒い丸にグレーの塗りつぶしが完了箇所で、赤い丸に青色

の塗りつぶしが、令和元年度繰越予算での施工箇所、赤い丸に緑色の塗りつぶしが、

令和元年度繰越予算と令和２年度当初予算での施工箇所、赤い丸に黄色の塗りつぶし

が、令和２年度当初予算での施工箇所でございます。

予算書の２８７ページにお戻りください。

この公共土木施設災害復旧事業は、平成３０年７月豪雨により被災した、道路、河川

の災害復旧を行う事業で、事業全体は、３億２,１１２万１，０００円で、本年度より

３億９,４４２万８，０００円、５５.１％の減でございます。

減額の主な要因は、これまでに災害復旧工事の発注を優先的に実施し、未施工箇所の

残りが少なくなってきたことによるものでございます。

主な事業費は、災害復旧に係る工事請負費でございます。

歳入の国・県支出金２億４，０５８万２，０００円は国庫負担金で、地方債は７,７

４０万円でございます。

一般会計については以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、７８ページから７９ページの総務費の住居

表示費、１６８ページから１７９ページの農林水産業費、１８６ページから２１３

ページまでの土木費、２２０ページから２２１ページの消防費の避難道路整備事業、

２８４ページから２８９までの災害復旧費について、質疑を行います。
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質疑はありませんか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ２２１ページでございます。

一般質問で申しました財政難云々という件でいいますと、基本的には変更せずに今ま

でどおりの流れでされるということは、財政負担的には余り問題ないと理解してよろ

しいんですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 桑垣技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 避難路整備事業は、都市防災事業で国の補助金を活用してま

す。補助金のほうが２分の１、それは工事、測量、用地費、それをいただくように今、

３月補正と当初予算で組んでおります。

一応、国のほうにも、大臣のほうにしっかり要望言って、熊野の実情も伝えながら、

今、ほぼ１００％で、今、補助金をいただいてる状況でございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） そういう断面的な部分部分で考えればそれで大丈夫、半分だ。だから、

３億なり５億いるわけですけど、私はあのときに規模を縮小されたほうがいいんじゃ

ないかという御提案を申し上げたんですが、財政的に不安だというと、少子高齢化で

という御答弁もある中で、こういうかじをとられるということは、町長さん、大丈夫

ですね、財政難的には。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 財政難はわかるんですが、認識しておりますが、やはりあれだけの災害

受けたわけですから、安全・安心のまちづくり、これをあの災害以来、我が町はそれ

を機運として動いているわけでございます。だから、厳しいからといって、その安



－127－

全・安心がいろんな施策放棄するわけにいきません。なるべく、国から補助を受ける

ように私も努力していますし、そういった意味で、もうあのとき問題になった避難路

が一本しかなかったということは明白なんですから、より早く住民に避難情報が出た

ら逃げてもらうと、そのためにいろんな施策を今打ってる状況です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 避難路一本もないと大変なことなんですけども、それ以前に東部防災セ

ンターですね、これ過剰投資じゃないかと。あれだけの機能するんであれば、１億ぐ

らいで整備できやせんかという御提案申し上げたわけですが、このブレーキは止まら

んと、これだけの変わった建物建てて、費用かける中で考え直すお気持ちはないとい

うことでよろしいですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） あそこは、基本的には御存じのように、東公民館が避難所として使えな

い。東部はありますよ、東部健康センター。ただ、第２小学校の子供たち、あるいは

初神保育所、あそこまで避難させるわけにいかない。じゃあ、東公民館も老朽化で恐

らく、耐震審査はやってませんが、間違いなく耐震補強をする必要がある。危険区域

に指定されたということで、それじゃあ、初神寄りに公民館機能と災害を受けたため

に国のほうと相談したら、防災センターとして建築することは可能ですよと、２分の

１は補助が出ますということでした。それで、防災センターだけでは、例えば、きの

う３．１１でしたが、防災センターだけの機能にすると、ふだんは死んでしまうんで

す、施設は。当然、東公民館の建てかえとしての機能と、コミュニティーセンターと

しての機能、避難所としての機能をあわせ持つ。通常時はコミュニティーセンターと

して皆さんに活用いただいて、日常皆さんの連携、連帯というものをその場でつくっ

てもらうということで、少し予算はかかったんですが、例えば、東公民館を単独で建

てかえたとしても、これも４億、５億やっぱりかかるんですね。今回は半分ほど補助

金いただきましたんで、非常に有利な建てかえになったと思っております。
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以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 歯車が合わないですが、結局最小限の土地であれだけの規模を確保しよ

うとすれば、もっともっとコンパクトな建物はいろいろ考えられるんですよ。設計料、

今、かかってますが、それを差し引いても、ほかに直すとこ、小規模な避難施設がい

る地区もあるわけですね。呉地のあちらの川も洪水で流れるたんびに床上浸水になる

わけですよ。そのあたりを、河川脇を上げるとか、いろいろやることはまだまだある

中で、ここに過剰投資じゃないかなという話ですけど、そりゃ、方向転換は変えられ

ませんし、わしも町長じゃないですからよう変えませんけど。あなたの性格からそら

ようかじを切られない、そういう勇気がないと思います。

そのセンターの中で、防災のときのホームレス、いいですか。感染症の話も１年前か

らしてるんですが、避難されてる中で、どういう態勢で受け入れ態勢をする。いろい

ろ研究されてらっしゃると思います、この建築事務所も。トップランナーになりたい

という意識で今、動いてらっしゃいますから。ドイツなどは、段ボールを入れて、地

べたには寝かさんのですよ。そういうレイアウトのフィジビリティスタディーはされ

てますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 林技術担当部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術担当部長（林） 今、設計プロポーザルを行いまして、設計事務所の知識と

か、熱意とかいろいろ調べていただいたりして、その辺のことも、感染症につきまし

ては想定はしてなかったんですけれども、そのほかのことについては今のところ盛り

込んでおると思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） それもちょっと見せていただいて、避難したときの、短期で済む場合と



－129－

長期になる場合があるんですよ。一日二日で帰れる人もあるわけですね。ただ、今回

の大原の例は長期のものになりました。長期になるとなれば、地べたに寝かせとくわ

けじゃだめなんです。それぞれプライバシーを確保しながら、避難施設を維持する。

今のように感染症も、今回のリスクをもとに、その設計事務所にも投げかけれりゃい

いですよ。設計事務所も成長しますから、いろんなノウハウ。段ボール組み立てて

ベッドのようにして、グッドデザイン今回出てましたね。授乳室なんかつくるんです

よ。そういうところの費用も含めて、ぜひ、設計事務所に投げられて、今回、今出て

る状態の緊急時のレイアウトをどっかで受け付けをして、何人の方があのエリアで、

書いてますね、３カ所のエリアで集まれというレイアウトの中で、何軒想定で、何人

がそこに入ってらっしゃるか。何回かワークショップされてますから、フィジビリ

ティされてらっしゃると思うんで、ちょっとその資料、きょうでなくていいですよ、

お出しいただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 貞永危機管理監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理監（貞永） 避難所につきましては、災害が起きた時の一日二日の状態とその

後避難所となった時に避難の状態というのは大きく違っております。

東部地域防災センターのことにつきましては、言われるように、今のところ面積、一

人当たり３．３平米という積算をしておりますけども、それのあった形で段ボール

ベッド、もしくは、段ボールベッドじゃなくて、もう少し折り畳める形のベッド等も

考えながら、仕切り等も、プライバシーの保護につながるような仕切りのほうも考え

ながら、今後検討してまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 今、条例も御準備されてらっしゃいます。ちょっと言いましたが、社会

の仕組みを少しずつ変えていかなきゃです。行政が全部できるというようにこうやっ

て威張っとってもだめなんです。住民の知恵をかりないかん。逃げる場合も、空いと

るアパートが何軒今あるのかというのは、もう定期的にチェックする。大きな家が多
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いエリアもあるんです。空いとるところ、うちにも来てください言うとりますが、

余っとりますからねと。そういう民間の共助の仕組みをつくり上げる中で、長期に

なった場合は、ここに入れたらここで限界だと。感染症で二次被害して、特に高齢者

死んでいく。命をまず大事にする行動を起こすノウハウをどんどん蓄積してください。

大原には公園も大事なんですが、私の知り合いでいえば、５０メートルぐらいですよ、

人間って。こないだの件も、７月６日７時に出しても、あの時間は帰ってきてみんな

憩い、疲れたな、お母さんも一生懸命働いて帰ってきたな、料理してるな、食事の準

備したろ。大変な忙しい時間帯です。そのときに、出した出した言うても、伝わりゃ

せんのですよ。いざ逃げるといったら、５０メートル、３０メートルじゃないと行か

りゃせん。出たら土石流巻き込まれる。これが現実の結果でしょう。いうことになる

と、危ない地区には、短期にすぐ逃げられる施設、報告書また総括質問のときに読み

上げますが、私どもが一生懸命に考えた特別委員会の報告書、そのエリアエリアには、

すぐ逃げられる施設をつくり、町長も今言われる、３６５日のうちの何日も使わんわ

けです。平生は空いとるわけですよ。ただ、その地区地区でコミュニティーセンター

つくる。時光委員も提案されて、これできたでしょう、新宮に。みんなが使いたい、

ただ、言いわけ上は避難施設ですよ。それでいいんですよ。だから、そういう知恵を

使いながらこのお金を有効に使っていただきたいというのは思いでございますが、そ

れは町長が判断されることは私も従いますけども、それをできるだけフォローアップ

するためには、つくったものをいかに使うか。それでも受け皿ができないものは、地

域で共助していく。ぜひ大原は、公園だけじゃないですよ。あの坂道、大変なところ

です。こっちに岩があります。地震と複合災害したときに、岩がどこまで風化しとる

か、国総研もどこを見とるかわしも聞けてないですが、非常にあのエリアは流れとる。

山見てください、これ。ずっと昔から流れとる山ですから、これ、熊野の周辺は。だ

から、３０度でしか滑らんと考えちゃいかんのです。地震来たときには２０度、１０

度でも滑ります。そのための、どうやった防災を今回、１年８カ月たったわけです。

あの大災害、１２人亡くなっちゃった。これを受けて、どれだけ私らが知恵を出して

考えたか。これが結果ですよ、この予算。ぜひ、どういう危険意識もっていらっしゃ

るか、レイアウトも設計事務所もつくっとると思います。何人収容できるとかね。お

見せくださいませ。

はい、以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） いいですか、荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 資料もらったら。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） はい、ほかにございませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １７５ページ、５款農林水産業費 １項農業費、有害鳥獣駆除対策協議

会補助金。先ほど、ドッグナビを入れられるというお話があったと思うんですけども、

大変画期的なことだなと思うんですが、詳しい説明と、あと、この補助金はドッグナ

ビ何個分とかそういうことで立てられてるのか、ちょっとその辺を詳しく教えていた

だきたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福嶋都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 銃器による捕獲活動に際しまして、今、熊野町に駆除班員の方

で銃の免許をもっていらっしゃる方は４名いらっしゃるんですけども、今現在は個人

の無線機を使われていらっしゃいます。

ただ、機械も古くなっておりまして、銃の方には、これまでわなの方には箱わなであ

るとか、くくりわなの支給であるとか、箱わなの貸与というのをこれまでやってきた

んですけども、銃器の方には今まで何もしていない状況でとってくださいというふう

に言っておったわけなんですけど、このたびは、無線機とかいうものが古くなってま

いりましたので、それを駆除のためにうちのほうが購入して貸与したいと。それで、

本来であれば４名いらっしゃるんで、無線機４台とドッグナビを４台というふうに

思ってたんですが、ちょっと交付金を受ける関係で、２台来年度に回させてもらうと

いうことで、その２台分を今度箱わなとかくくりわなの、箱わな３機とくくりわな３

０個程度を買うほうに回させてもらったので、来年度またドッグナビを支給したいと。

それで、無線機４台とドッグナビ４台というふうにしたいというふうに思ってます。

以上でございます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 先ほどの、２２１ページの避難路の整備事業。今年度といいますか、そ

れと来年度で合わせて５カ所かなというふうに図面見えるんですけど、ちょっと私不

勉強なんですけれど、３年度以降、どのような計画を立てられて、対象がどれぐらい

あるのかな、今の時点で。もし、そこらがおわかりになりましたら教えていただきた

いんですが。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 桑垣技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） まず、ちょっと避難路整備の目的なんですけど、避難路上を

外れずに安全に避難行動がとれるように整備すると。今、避難路の５カ所選定をさせ

てもらってるんで、その条件としては、避難所、今回だったら東部防災センターにつ

ながる狭隘道路の拡幅、また、団地、今回大原ハイツもやっぱり唯一の道が一本しか

なかったということで、そこが被災を受けて、救助活動とか逃げることができなかっ

た状況ありますので、袋小路団地から避難所までアクセス道路が一本しかなくて、そ

の道路に団地であれば多くの人や車が集中しますので、離合が困難になって逃げにく

い箇所を選定して、今のところ５カ所選定をしてるところでございます。

今後についてということでございますけど、今回、都市防災事業というのを使ってま

すけど、今のところはこの５カ所でございます。しかしながら、実際道路を拡幅する

事業等ありますので、道路改良事業等も含めながら、地元の意見も聞きながら、いろ

いろ複合的に改良工事等で避難路の確保と道路改良もあわせて整備していきたいと

思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ありがとうございます。今回は一応プライオリティー適用されて、先ほ
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どの趣旨で計画されたんだろうと思うんですけど、町内にはいろいろ大小いろいろあ

ると思うんですけど、人命を守るという観点ではどれでも一緒だと思うんで、やはり

今後、こういったところを継続的に見ていって対策をとっていただければありがたい

なと思います。よろしくお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

水原副委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副委員長（水原） １７３ページなんですが、農業振興対策事業の中で、熊野町学校給

食用農産物供給事業費奨励金というのがあるんですが、これは前に僕が一般質問した

ときに、女性会が黒豆をつくられたお金ということでよろしいでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福嶋都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 学校給食用農産物供給事業のことですよね。４万円でございま

す。これは、萩原地区に、現在モデル補助を設置しておりまして、そこへ農業委員さ

んを中心としたボランティアグループが黒大豆をつくって、学校給食へ提供していた

だいております。その事業の補助金でございます。基本的には、苗代と肥料代４万円

というふうに考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原副委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副委員長（水原） 済みません、勘違いしていました。

これ、奨励金を受け取れる基準というのは何かあるんですか。今、これ１件というか、

萩原のほうの団体のところだけのことになっとるんですが、これがまだほかに農産物

つくりますよというときに、その基準というのがもしあれば教えていただきたいんで

すが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福嶋都市整備課長。



－134－

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 今はそのボランティアグループ１グループのみでございます。

それで、今、休耕地を活用した有害鳥獣対策ということで行っていただいて、その副

産物として、今、黒豆ができて、それを学校給食に提供していただいとるということ

なんですが、今、このモデル補助をつくったきっかけは、鳥獣対策事業の講演会を防

災アドバイザーの方にしていただいて、それで始めた事業でございまして、今、基準

というものはございませんので、今後、もし休耕地を活用して、同じような活動がし

たいというような団体、ボランティアグループがあれば考えていきたいと思ってます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原副委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副委員長（水原） 済みません、広げられていくという可能性があるということですね。

それと、もう一つなんですが、２０３ページになるんですが、木造住宅耐震診断補助

事業の中で、木造住宅耐震診断費補助金というのがあるんですが、これは民間の個人

のためのものですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 桑垣技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 木造住宅耐震診断補助費、まずちょっと目的ですけど、木造

住宅の耐震診断に要する費用の一部を個人さんに助成することで、地震の際における

家屋等の倒壊を防ぎ、被害の軽減を図ることを目的とした事業でございます。

対象建築物としては、ちょっとこれ基準が厳しくて、昭和５６年５月３１日以前に建

築されていること。木造在来軸組工法の住宅などで、診断１件当たり、診断に要した

費用の３分の２までで、費用が２万円ということで、実際に今、実績がないような状

況でございます。

今、この予算については１０件分ということで、今、計上させてもらっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原副委員長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副委員長（水原） そういう基準というものがあるのはわかったんで、これ、どういう

ふうな周知の仕方で広めていってますか。これ今、去年のいつからやられとる事業で

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 林技術担当部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術担当部長（林） 記憶してないですけども、１０年にはなってないと思うん

ですけど、まあそれに近いぐらいにはなってると思います。

それから、周知ですけど、最初のときに一部ちょっと広報に載せたことがあったよう

な気がします。それから、その後のホームページに載せておるだけだと思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原副委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副委員長（水原） １０年前からあって、多分周知の仕方が悪かったんじゃろうと思う

んですが、その周知はこれからまだ変えられるというようなことは、これをどんどん

使ってほしいということには今いってないでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 林技術担当部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術担当部長（林） ちょっと、町のほうにはないですけども、実は耐震改修の

ほうの補助をまずつくってやれば、今度、この診断のほうもふえてくるんじゃないか

というような気がしとるんですが。改修のほう、できれば早急につくりたいなと今

思っておるところでございます。

県内でも熊野町だけ、多分改修のほうの補助がないんだろうと思いますので、そこは

早急につくっていきたいと思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原副委員長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副委員長（水原） せっかくいい補助金の制度があるので、いろんなことを考えて、使

う人がふえるような事業にしていただきたいと思います。

以上です。ありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 同じく２０３ページです。今の木造のほうの下の、子育て世代住むなら

くまの応援事業。前年度と今年度の実績のほうお聞きします。町内、町外それぞれお

願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 桑垣技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設部技術次長（桑垣） 子育て世代住宅促進事業ということで、これ２５年度から始

まって、今まで継続して進めてきております。

全体的には、当初は６０世帯ぐらいでありますけど、２６年度から今まで大体７０件

から８０件程度ございます。平成３０年度の実績ですけど、７３世帯２５６人が申請

をされております。

町内については３８世帯、１４４人、町外の方は３５世帯１１２人となっております。

今年度も同様な件数ぐらいで、２月末現在で６４世帯。今、３月も申請がどんどん出

てる状況なので、７０から８０ぐらい行くんではないかなと考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） それともう一つ、１７３ページ、農業振興対策事業の負担金の一番最後

です。広島中央地域連携中枢都市圏連携事業農林水産物負担金、これ新規の予算だと

思いますが、これ具体的にどういった内容に参加する負担金いうことですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○産業建設分科会進行役（尺田） 福嶋都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（福嶋） 広島中央地域連携中枢都市圏連携事業負担金でございますが、

４市４町、呉市、竹原市、東広島市、江田島市、海田、坂、大崎上島、熊野町でつ

くっております、中央地域連携都市圏の事業でございます。これ、農林水産物という

ふうになっておりますが、呉で水産祭りみたいなものが開催をされたりしとるんです

が、それに熊野町も、水産物はないんですけど、このたび黒豆で出させていただいた

りしたという事業がございました。それの負担金をお支払いしておるところです。

黒豆で。水産物ということではなくてです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 最後ですが、わしも破れ建築士ですから、水原さんを応援せにゃならん

と。水原さんの課題のとこなんです。

一応、格好だけはしとるんですけど、結局来てみなわからんということになるわけで

すね。阪神大震災が２５年たちましたね、この１月で。あれは焼け死んだんです、潰

れて。きのうでしたか、ＮＨＫやってましたね、１９４４年の東南海地震で、隠しと

るんです軍部が、前から・・・とりました隠した災害がある。愛知県に起こってる。

家が潰れ上げて死んどる。一番危ないのは、食器棚とか、寝とる周りのたんすやらな

んですよ。必ず、阪神大震災は資料もってらっしゃいます。やっぱり災害という大き

な枠組み、今度は複合災害というまた枠組みの中で、感染症はまたね、偉い人が考え

ていきますから、それはそれで。ぜひしっかりわかるように、具体的に。どこかの家

の説得できる方があれば、こういう家はこのぐらい耐震しないと死にますよというこ

となんです。これは明らかな資料が阪神あたりにあると思います。

最悪、ベッドの周りのシェルターも出ています。この広ガスの関係者の方が災害防災

センターつくりましたね。今ごろ、みんなが使わんけん、開店休業状態かなとかわい

そうに思うんですけど、あれ、すばらしい発想でビジョンがあると思いますが。あの

鉄骨でも木造でもいい。寝とる周りに鉄骨、木でフレームつくる。それがガードして

圧死しない。屋根が落ちてきても。それなら二、三十万でできるいうようないろんな

ノウハウ。家全体を直すと何百万なるけど、命を守るためには二、三十万でできるよ
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うノウハウを考えてきたりしとります。段ボールでもできるはずですから。こういう

軸力が強いですから。そういうあたりもぜひ真剣に考えていきましょう。もう近々来

ます。よろしくお願いいたします。

○産業建設分科会進行役（尺田） ええですか。

○委員（荒瀧） だから、今の耐震のことを、今のような話の例をもって、具体的に調べ

て。わしが言いたいだけじゃけ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほいじゃあ、ほかにございますでしょうか。ないです

か。

じゃあ、暫時休憩します。

今から休憩とっても中途半端なんで、再開は明日の９時半予定しておきます。よろし

くお願いします。

あしたは特別会計から。上下水道から。今の続きからでも大丈夫。

（休憩 １６時１２分）
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令和２年予算特別委員会 産業建設分科会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和２年３月１２日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開議年月日 令和２年３月１３日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

建 設 部 長 沖 田 浩

建設部技術担当部長 林 武 史

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

建 設 部 次 長 堂 森 憲 治

建設部技術次長 桑 垣 誠

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫
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都 市 整 備 課 長 福 嶋 春 樹

上 下 水 道 課 長 寺垣内 栄 作

財 務 課 長 桐 木 和 義

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

総務費の一部

農林水産業費

土木費

消防費の一部

災害復旧費

公共下水道事業特別会計

上水道事業会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（再開 ９時２６分）

○産業建設分科会進行役（尺田） 皆さんおそろいですので、委員会を再開したいと思い

ます。昨日、一般会計まで済みましたので、特別会計等へ移りたいと思います。

初めに、公共下水道事業特別会計について、説明をお願いいたします。

寺垣内上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（寺垣内） それでは、公共下水道事業特別会計予算（案）について御説

明いたします。

予算書、中ほどにある緑色の仕切りの２枚目をお開きいただき、１６、１７ページか

ら１８、１９ページをお願いいたします。

まずは、１款総務費 １項総務管理費 １目一般管理費でございます。

この事業は、公共下水道の普及促進や維持管理経費を計上しております。

事業費全体で、２億１,９４１万６，０００円、本年度より８６６万５，０００円、
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４.１％の増となっております。

増額の主な要因は、地方公営企業法適用移行支援業務及び認可計画図面作成業務に係

る委託料の増によるものでございます。

財源は、地方債１,６８０万円、その他として繰入金等1,３３９万円、一般財源とし

て下水道使用料１億８,９２２万６，０００円を充てております。

主な事業費といたしましては、まず中段にございます維持管理に必要な業務等の委託

料あわせて●●●●●●●●●●●円で、主に下水道使用料徴収委託料、マンホール

ポンプ場管理委託料、認可計画図面作成業務及び地方公営企業法適用移行支援業務の

委託料などでございます。

また、工事請負費としましては●●●万円で、公共ます及び管渠補修工事費、及び平

成３０年７月豪雨により被災した出来庭地区の慶神橋災害復旧に伴う下水道施設の移

設工事費を計上しております。

１９ページ中段の流域下水道維持管理負担金９,５８４万４，０００円は、熊野町で

発生した下水道汚水を広島市南区の広島県東部浄化センターで広域処理するために必

要な維持管理負担金でございます。

続きまして、下段の２款事業費 １項下水道事業費 １目公共下水道整備費でござい

ます。

ごらんのページから２３ページにかけて記載をしております。

事業費全体で、８,４８４万４，０００円、本年度より４１７万３，０００円、５.

２％の増となっております。

増額の主な要因は、熊野団地における老朽汚水管路の改築更新工事延長を増加したこ

とによるものです。

財源は、汚水管渠工事に係る国庫交付金１,７１０万円、地方債５,０３０万円、その

他として受益者負担金３９８万１，０００円、一般財源として下水道使用料１,３４６

万３，０００円を充てております。

主な事業費といたしましては、設計業務等の委託料があわせて●●●●●●●●●円、

また、工事請負費があわせて●●●●●万円で、国庫交付金事業として熊野団地内の

老朽汚水管路改築更新費用を計上しております。

事業実施箇所につきましては、お手元にお配りしております資料１４ページから１６

ページをごらんください。
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まず、丸１の中溝地区下水道実施設計業務ですが、中溝地区における下水道未普及区

域を整備するため、計画面積０.１５ヘクタールの実施設計を行うものでございます。

次に、丸２から丸４の、熊野団地内下水道改築更新工事でございますが、修繕・改築

計画に基づき、緊急順位の高い老朽管路につきまして、管渠更生工事を２９８.３４

メートル、管渠布設替工事を５５.１１メートル、行うものでございます。

公共下水道事業特別会計予算案の説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、公共下水道事業特別会計について、質疑を

行います。

質疑はありませんか。

ないようでしたら、次に移りたいと思います。

続きまして、上水道事業会計について、説明をお願いします。

寺垣内上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（寺垣内） それでは、上水道事業会計予算（案）について、御説明いた

します。

なお、上水道事業会計予算につきましては、地方公営企業法施行規則第４５条におき

まして、予算書の様式が定められております。したがいまして、一般会計などの予算

書のような事業ごとの予算編成になっておりませんので、例年どおり資料の令和２年

度歳入歳予算説明資料の中にございます主要事業一覧表の内容に沿って、御説明させ

ていただきます。

それでは、説明資料２３の最後のページ、２３ページをお開きください。

また、事業実施箇所につきましては、お手元にお配りしております予算特別委員会資

料、１７ページから２２ページまでをあわせてごらんください。

初めに、営業費用の受託工事費でございますが、事業費として●●●●万円を計上し

ております。

事業実施箇所図では、丸１として、広島県が実施する県道矢野安浦線改良事業に伴い、

支障となる水道管の移設工事を行うもので、出来庭地区におきまして延長３８０メー

トルの配水管布設替工事を予定しております。

また、丸２として平成３０年７月豪雨災害により被災した出来庭地区の慶神橋災害復
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旧に伴い、延長３０メートルの配水管布設替工事を予定しております。

次に、建設改良費の上段、未給水地区解消事業でございますが、事業費として５８０

万円を計上しております。

事業実施箇所図では、丸３として城之堀地区で延長４０メートル、丸４として呉地地

区で延長１００メートルの配水管布設工事を予定しております。

最後に、建設改良費の下段、老朽管路更新事業でございますが、事業費として４,９

７０万円を計上しております。

事業実施箇所図では丸５から丸７として、計画的に実施しております熊野団地内の柿

迫地区におきまして延長計７１０メートルの老朽管路の布設替工事を予定しておりま

す。

上水道事業会計予算案の説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、上水道事業特別会計について、質疑を行い

ます。

質疑はありませんか。

ないようでしたら、以上で当分科会での審査は終了といたします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において、報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため、暫時休憩いたします。

（休憩 ９時３６分）

（再開 ９時３８分）

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、休憩前に引き続き、分科会を再開します。

分科会報告書を作成しましたので、朗読いたします。

令和２年３月１３日

予算特別委員長 山野千佳子様

産業建設分科会進行役 尺田耕平

令和２年熊野町議会予算特別委員会産業建設分科会審査状況報告書

本分科会は、令和２年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１２

日、１３日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案 議案第２８号、令和２年度熊野町一般会計予算のうち、農林水産業費、

土木費、災害復旧費及び総務費の一部、消防費の一部について。議案第３０号、令和
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２年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について。議案第３３号、令和２年度熊野

町上水道事業会計予算について。

以上でございます。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ござい

ませんか。

（「なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） ありがとうございます。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会で報告することに決定いたしま

した。

以上をもちまして、産業建設分科会を終了いたします。

皆さん、御協力ありがとうございました。

文教分科会はどうしますか。すぐ、ということでよろしくお願いします。

（散会 ９時４０分）
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令和２年 予算特別委員会 文教分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和２年３月１３日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開会年月日 令和２年３月１３日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のため出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

教 育 部 長 横 山 大 治

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

建設部技術担当部長 林 武 史

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

生 涯 学 習 課 長 榎 並 正 和
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教 育 指 導 監 元 永 圭 一

教 育 指 導 監 斉 藤 弘 樹

財 務 課 長 桐 木 和 義

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

民生費の一部

教育費

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 ９時４１分）

○文教分科会進行役（片川） お疲れさまでございます。

ただいまから、令和２年予算特別委員会文教分科会を開催いたします。

それでは、令和２年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について担当から説明を受け

たいと思います。

それでは、民生費の一部と教育費について説明をお願いいたします。

榎並生涯学習課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生涯学習課長（榎並） まず、民生費部分から説明させていただきます。

１２２、１２３ページをお開きください。

３款、民生費、１項、社会福祉費、４目、人権推進費、広域隣保活動事業でございま

す。

この事業は、人権教育集会所を拠点に生活相談員を配置し、さまざまな生活相談を行

うための経費を計上しております。事業全体で２９４万５,０００円、本年度と同額と

なっております。

主な事業費は、生活相談業務の委託料●●●万円、熊野町人権推進事業への補助金１

１１万円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金９８万円は、県補助金の隣保館運営費等の補助金でござ
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います。

続きまして、１２３ページ下段、熊野町教育集会所管理事業でございます。

この事業は、川角地区にあります生活相談や学習事業、人権啓発事業等を行う教育集

会所の管理運営に係る経費を計上しております。事業全体で１００万円、本年度８８

万３,０００円、４６.９％の減となっております。

減額の主な要因は、敷地内ブロック塀改修工事完了によるものです。

主な事業費は、光熱水費２９万６,０００円、施設管理業務委託料●●●●●●●●

円でございます。

歳入の特定財源、その他は、行政財産目的外使用料３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 続きまして、２２２、２２３ページをお願いいたします。

９款、教育費、１項、教育総務費、１目、教育委員会費、教育委員会活動事業でござ

います。

この事業は、教育委員会の活動に必要な委員報酬や旅費、研修負担金などを計上して

おります。事業全体で２２８万８,０００円、本年度より２万７,０００円の減額と

なっております。

主な事業費は、教育委員報酬の２１０万８,０００円でございます。

続きまして、２２４ページの中段、２目、事務局費、学校教育一般管理事業でござい

ます。

この事業は、学校教育一般に係る人的経費や教育長及び職員の旅費、緊急連絡用の

メールシステム、学校健診に係る機械器具使用料の費用などの経費を計上しておりま

す。事業全体で５６８万４,０００円、本年度より３１万４,０００円、５.２％の減額

となっております。

減額の主な要因は、令和元年度において公用車の買いかえを行ったもので、備品購入

費の減額でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬の８４万円、時間外手当等の職員諸手当１９４

万２,０００円、耳鼻科検診・歯科検診で使用する器具の使用料８４万３,０００円で

ございます。

続きまして、２２７ページの中段、学校教育振興事業でございます。

この事業は、教育支援委員会や就学時健診に要する経費、外国語指導のための英語指
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導助手派遣業務委託、学力向上対策に係る経費などを計上しております。事業全体で

１,７６３万円、本年度より３２万２,０００円、１.８％の減額となっております。

減額の主な要因は、令和元年度において指定寄附として、熊野中学校及び平成３０年

７月豪雨により被災した熊野第二小学校に対して交付された「学びの変革」推進寄附

事業補助金の減額でございます。

主な事業費は、英語指導助手派遣業務の委託料●●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金２万円は、昨年度に引き続き、平成３０年７月豪雨によ

り被災した小・中学校に充てられる県「学びの変革」推進寄附事業補助金でございま

す。

続きまして、２２９ページの中段、学校支援事業でございます。

この事業は、各種印刷業務など、教員の事務支援を行う学校支援員を各校に配置した

り、中学校に不登校や問題行動対策のための生徒指導相談員やスクールソーシャル

ワーカー、また、通常学級に在籍する児童の中で多動や問題行動など配慮を必要とす

る児童に対応する配慮児童支援員などの配置に伴う経費、そして施設における簡易な

修繕等に速やかに対応するための学校施設等安全点検業務委託料を計上しております。

事業全体で、２,７１９万５,０００円、本年度より３５９万５,０００円、１５.２％

の増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員制度への移行による町費の嘱託職員に係る職員

手当等及び共済費の増額でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬１,６３６万３,０００円、共済費４４８万４,

０００円、学校施設等安全点検業務の委託料●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、その他２１０万６,０００円は、臨時職員等社会保険料納付金でご

ざいます。

続いて、２３０、２３１ページの中段、２項、小学校費、１目、学校管理費、小学校

一般管理事業でございます。

この事業は、小学校における学校医や用務員の配置、児童・生徒及び教職員の健診の

実施や各校のパソコン・ＩＣＴ機器等の経費を計上しております。事業全体で、５,０

９５万６,０００円、本年度より１,５０１万円、４１.８％の増額となっております。

増額の主な要因は、今年度まで各小学校の事業で予算計上しておりました介助員の報

酬を会計年度任用職員制度への移行に伴い当該事業に組み替えたことによる報酬及び
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職員手当等の増額でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬１,８７２万３,０００円、学校医報酬３５３万

６,０００円、社会保険料７５０万３,０００円、機械器具使用料１,１６３万５,００

０円でございます。また、コミュニティ・スクールの実施に伴う学校運営協議会委員

の報酬を計上しております。

歳入の特定財源、その他は、臨時職員等社会保険料納付金３５７万５,０００円、行

政財産目的外使用料３３万２,０００円でございます。

続きまして、２３３ページの上段、小学校施設維持管理事業でございます。

この事業は、小学校の施設維持管理、修繕などに係る経費を計上しております。事業

全体で、３,９９４万５,０００円、本年度より８４０万７,０００円、１７.４％の減

となっております。

減額の主な要因は、令和元年度に実施した小学校施設長寿命化計画策定業務が終了し

たことによる減額でございます。

主な事業費は、修繕料１６０万円、施設警備や電気工作物保安業務、草刈り業務など

の委託料●●●万円、土地借上料２,３１８万４,０００円、そして屋外階段改修工事、

遊具修繕工事に係る工事請負費●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、その他７５０万円は、公共施設等整備基金繰入金でございます。

続きまして、２３３ページの下段から２３５ページにかけての小学校大規模改造事業

でございます。

この事業は、安全・安心な教育環境を整備するために、老朽化した小学校施設の改善

を図る工事施工に係る経費を計上しております。事業全体で８,８０５万６,０００円、

本年度当初予算より５,７００万円、１８３.５％の増額となっております。

主な事業費は、第二小学校校舎のトイレ改修工事、小学校４校の学校体育館の照明改

修工事、第三小学校擁壁改修工事に係る工事請負費●●●●●万円でございます。

なお、第二小学校校舎のトイレ改修工事に係る予算につきましては、先日、国の補助

金内示があったため、令和元年度予算での執行とさせていただき、当該予算は減額補

正する予定でございます。

歳入の特定財源、国県支出金１,０２６万８,０００円はトイレ改修工事に係る学校施

設環境改善交付金、地方債６,９３０万円はトイレ改修工事に係る防災・減災・国土強

靭化緊急対策事業債等４,５３０万円及び学校体育館の照明改修工事等に係る緊急防
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災・減災事業債２,４００万円であり、その他５４０万円は公共施設等整備基金繰入金

でございます。

続きまして、２３５ページから２４１ページまでの各小学校の一般管理事業は保健管

理や健康指導に要する経費を、施設維持管理事業は学校施設の運営、修繕等に係る経

費を計上しております。

まず、２３５ページ中段、小学校一般管理事業、第一小学校は、事業全体で２８４万

５,０００円、本年度より４７３万８,０００円、６２.５％の減となっております。

減額の主な要因は、会計年度任用制度への移行に伴う介助員報酬の事務局予算への組

み替えによるものです。なお、会計年度任用職員制度については全校に共通するため、

他５校も同様に減額となっております。

主な事業費は、消耗品費１３９万７,０００円、報償費６６万１,０００円でございま

す。

次に、２３５ページ下段から２３７ページにかけての小学校施設維持管理事業、第一

小学校は、事業全体で６６６万４,０００円、本年度より４７万９,０００円、６.７％

の減となっております。

主な事業費は、光熱水費６０４万７,０００円でございます。

続きまして、２３７ページの上段、小学校一般管理事業、第二小学校は、事業全体で

１８３万５,０００円、本年度より１１４万円、３８.３％の減となっております。

主な事業費は、消耗品費９６万７,０００円でございます。

次に、２３７ページ中段、小学校施設維持管理事業、第二小学校は、事業全体で３５

７万４,０００円、本年度より５万９,０００円、１.７％の増となっております。

主な事業費は、光熱水費の３１２万４,０００円でございます。

次に、２３７ページの下段から２３９ページにかけての小学校一般管理事業、第三小

学校は、事業全体で２４９万円、本年度より３５２万５,０００円、５８.６％の減と

なっております。

主な事業費は、消耗品費１４５万３,０００円でございます。

続きまして、２３９ページの中段、小学校施設維持管理事業、第三小学校は、事業全

体で５２２万７,０００円、本年度より１９万３,０００円、３.８％の増となっており

ます。

主な事業費は、光熱水費の４４０万２,０００円でございます。
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次に、２３９ページの下段、小学校一般管理事業、第四小学校は、事業全体で２９６

万８,０００円、本年度より２３２万９,０００円、４４％の減となっております。

主な事業費は、消耗品費１６６万１,０００円でございます。

続きまして、２４１ページの中段、小学校施設維持管理事業、第四小学校は、事業全

体で５８１万７,０００円、本年度より６万４,０００円、１.１％の増となっておりま

す。

主な事業費は、光熱水費の５１６万９,０００円でございます。

次に、２４０、２４１ページ中段、２目、教育振興費、小学校教育振興事業でござい

ます。

この事業は、学力調査の実施、問題データベースの活用や教科用備品・指導書購入な

どの経費を計上しております。事業全体で、１,３８６万２,０００円、本年度より２

９万６,０００円、２.１％の減となっております。

主な事業費は、新学習指導要領の本格実施に向け新たに使用する教科用図書の指導書

購入等に係る消耗品費５９０万７,０００円、学力検査業務委託料●●●●●●●●●

円、デジタル教科書のリース等に係る使用料及び賃借料１７９万７,０００円、日本ス

ポーツ振興センター負担金１２０万６,０００円、新入学学用品費入学前支給分１７８

万９,０００円でございます。

歳入の特定財源、その他５０万９,０００円は、日本スポーツ振興センター保護者負

担金でございます。

続きまして、２４３ページから２４７ページまでの各小学校の教育振興事業は、就学

援助や教科用品・図書などの購入、教職員の研修などの経費を計上しております。今

年度、使途を図書の購入と指定された指定寄附があったため、各小学校に図書購入費

として消耗品費を増額しております。

まず、２４３ページ上段の小学校教育振興事業、第一小学校は、事業全体で９７６万

３,０００円、本年度より８０万９,０００円、９.０％の増となっております。

増額の主な要因は、要保護及び準要保護児童援助費における対象児童の増員を見込ん

だことによる扶助費の増額によるものです。

主な事業費は、教科用品購入等の消耗品費１７０万２,０００円、扶助費の要保護及

び準要保護児童援助費６４２万６,０００円、新入学学用品費の入学前支給分７２万円

でございます。
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歳入の特定財源、国県支出金４７万５,０００円は、国庫補助金の要保護児童生徒援

助費補助金及び特別支援教育就学奨励費補助金でございます。

次に、２４３ページ下段から２４５ページにかけての小学校教育振興事業、第二小学

校は、事業全体で２６１万１,０００円、本年度より３７万６,０００円、１６.８％の

増となっております。

増額の主な要因は、外国語教科教材及び図書購入に係る消耗品費及び要保護及び準要

保護児童に係る医療費等の扶助費の増額によるものです。

主な事業費は、教科用品購入等の消耗品費９４万３,０００円、扶助費の要保護及び

準要保護児童援助費１２５万１,０００円でございます。

続きまして、２４５ページ中段、小学校教育振興事業、第三小学校は、事業全体で５

３０万３,０００円、本年度より１７３万１,０００円、２４.６％の減となっておりま

す。

減額の主な要因は、小学校４校の共通対外活動事務局移管による負担金補助及び交付

金の減額、及び要保護及び準要保護児童援助費及び新入学学用品費入学前支給分対象

児童の減員見込みによる扶助費の減額によるものです。

主な事業費は、教科用品購入等の消耗品費１１９万９,０００円、扶助費の要保護及

び準要保護児童援助費３１８万４,０００円でございます。

２４５ページ下段から２４７ページにかけての小学校教育振興事業、第四小学校は、

事業全体で９８６万３,０００円、本年度より６９万４,０００円、７.６％の増となっ

ております。

増額の主な要因は、小学校４校の共通対外活動費の事務局移管による負担金補助によ

る負担金補助及び交付金の増額でございます。

主な事業費は、教科用品購入等の消耗品費１５７万７,０００円、扶助費の要保護及

び準要保護児童援助費５９６万８,０００円、新入学学用品費入学前支給分６６万円で

ございます。

続きまして、２４７ページの中段、小学校低学年書道科指導事業でございます。

この事業は、小学１年生と２年生を対象に、教育課程外で年間１５時間、書道の指導

を通じて正しい姿勢を身につけ、集中力と持続力を養い、熊野を愛する豊かな心と人

間性の育成を目的としております。事業全体で５４５万８,０００円、本年度より１５

万５,０００円、２.９％の増でございます。
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主な事業費は、低学年書道科講師の報酬３３４万円、共済費１２７万９,０００円で

ございます。

歳入の特定財源、その他は、筆の里づくり基金繰入金４８４万２,０００円、臨時職

員等社会保険料納付金６１万６,０００円でございます。

続きまして、２４８、２４９ページ上段、３項、中学校費、１目、学校管理費、中学

校一般管理事業でございます。

この事業は、中学校における学校医や用務員の配置、生徒及び教職員の健診などの経

費を計上しております。事業全体で４,９６３万７,０００円、本年度より２,５３６万

２,０００円、１０４.５％の増となっております。

増額の主な要因は、今年度まで各中学校の事業で予算計上しておりました介助員及び

非常勤講師の報酬を会計年度任用職員制度への移行に伴い当該事業に組み替えたこと

による報酬及び職員手当等の増額でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬２,４４０万円、学校医報酬２１０万４,０００

円、社会保険料５７８万６,０００円、備品購入費１１３万円でございます。

歳入の特定財源、その他は、臨時職員等社会保険料納付金２７１万３,０００円、行

政財産目的外使用料５万５,０００円でございます。

続きまして、２４９ページ下段から２５１ページにかけての中学校施設維持管理事業

でございます。

この事業は、中学校の施設維持管理、修繕などに係る経費を計上しております。事業

全体で２,８９５万円、本年度より１,１１３万４,０００円、２７.８％の減となって

おります。

減額の主な要因は、令和元年度に実施しました中学校施設の長寿命化計画策定業務に

係る委託料、熊野東中学校体育館照明改修等に係る工事請負費の減額によるものです。

主な事業費は、施設警備や設備保守点検などの委託料●●●●●●●●●円、土地借

上料２,０７１万円、中学校施設の維持・修繕に係る工事請負費●●●万円でございま

す。

歳入の特定財源、その他３１０万円は、公共施設等整備基金繰入金３１０万円でござ

います。

続きまして、２５１ページの中段、中学校大規模改造事業でございます。

この事業は、安全・安心な教育環境の整備を目的に、老朽化した学校施設の改善を図
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るための工事施工に係る経費を計上しております。事業全体で３５５万４,０００円、

本年度より５０万円、１２.３％の減となっております。

減額の主な要因は、学校施設改善に係る工事請負費の減額によるものでございます。

主な事業費は、熊野中学校体育館照明改修工事に係る工事請負費●●●万円でござい

ます。

歳入の特定財源、地方債３５０万円は、学校体育館の照明改修工事等に係る緊急防

災・減災事業債でございます。

続きまして、２５１ページから２５５ページまでの各中学校の一般管理事業につきま

しては、保健管理や健康指導に要する経費、文具等学校維持に要する消耗品、通信運

搬費などの経費を、施設維持管理事業は、学校施設の運営、修繕に係る経費を計上し

ております。

まず、２５１ページ下段、中学校一般管理事業、熊野中学校でございます。事業全体

で２３８万円、本年度より１,１１６万１,０００円、８２.４％の減となっております。

減額の主な要因は、会計年度任用制度に伴う介助員及び非常勤講師報酬の事務局予算

費への組み替えによるものでございます。

主な事業費は、消耗品費１１８万２,０００円で、電話代等の通信運搬費４６万５,０

００円でございます。

続きまして、２５３ページ中段、中学校施設維持管理事業、熊野中学校でございます。

事業全体で５５４万６,０００円、本年度より５６万５,０００円、９.２％の減となっ

ております。

主な事業費は、光熱水費４６４万８,０００円、修繕費４３万９,０００円でございま

す。

次に、同じく２５３ページ下段から２５５ページにかけての中学校一般管理事業、熊

野東中学校でございます。事業全体で３０１万６,０００円、本年度より９９９万４,

０００円、７６.８％の減となっております。

主な事業費は、消耗品費１５９万円でございます。

続きまして、２５５ページの上段、中学校施設維持管理事業、熊野東中学校でござい

ます。事業全体で６１７万７,０００円、本年度より６万５,０００円、１.１％の増と

なっております。

主な事業費は、光熱水費４６８万４,０００円でございます。
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次に、２５４、２５５ページの中段、２目、教育振興費、中学校教育振興事業でござ

います。

この事業は、学力調査の実施や問題データベースを活用した学力向上への取り組み、

教科備品・指導書の購入など、中学校の教育振興を目的とした諸経費を計上しており

ます。事業全体で３６１万円、本年度より１６５万７,０００円、３１.５％の減と

なっております。

減額の主な要因は、令和元年度に採択された特別な教科、道徳の指導書購入に係る消

耗品費の減額によるものです。

主な事業費は、学力検査業務の委託料●●●●●●●●●円、問題データベースのソ

フトウエア使用料７７万円、日本スポーツ振興センター負担金６３万２,０００円でご

ざいます。

歳入の特定財源、その他２６万７,０００円は、日本スポーツ振興センター保護者負

担金でございます。

続きまして、２５７ページから２５９ページまでの各中学校の教育振興事業は、就学

援助や指導資料・図書などの購入、対外活動費や教職員の資質向上のための研修など

の経費を計上しております。

まず、中学校教育振興事業、熊野中学校でございます。事業全体で９０９万７,００

０円、本年度より１６３万３,０００円、２１.９％の増となっております。

増額の主な要因は、修学旅行対象生徒の増による要保護及び準要保護生徒援助等扶助

費の増額によるものです。

主な事業費は、教科・部活用品等消耗品費１４５万５,０００円、対外活動費４０万

３,０００円、要保護及び準要保護生徒援助費６８２万８,０００円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金２０万円は、国庫補助金の要保護児童生徒援助費補助金

及び特別支援教育就学奨励費補助金でございます。

続きまして、２５７ページ中段、中学校教育振興事業、熊野東中学校でございます。

事業全体で１,０３５万１,０００円、本年度より５万８,０００円、０.６％の増と

なっております。

増額の主な要因は、要保護及び準要保護の給食利用生徒数の増による扶助費の増額で

ございます。

主な事業費は、教科・部活用品等の消耗品費１４５万円、対外活動費１６５万６,０
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００円、要保護及び準要保護生徒援助費６８１万４,０００円でございます。

続きまして、２５８、２５９ページ中段、４項、学校給食費、１目、学校給食費、学

校給食事業でございます。

この事業は、学校給食法に基づき、デリバリー方式による給食を提供し、児童・生徒

の健全な心身の発達、発育及び食育を推進することを目的とした経費を計上しており

ます。事業全体で、１億３,７８９万円、本年度より３９７万８,０００円、３.０％の

増となっております。

増額の主な要因は、中学校給食利用生徒数の増による給食調理業務委託料の増額でご

ざいます。

主な事業費は、給食容器購入等の消耗品費１３２万３,０００円、給食システムクラ

ウド利用の手数料８５万８,０００円、給食調理業務や給食検査業務の委託料●●●

●●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、その他７,０５８万２,０００円は、学校給食保護者負担金７,０５

４万円、学校給食保護者負担金督促手数料４万２,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生涯学習課長（榎並） 続きまして、２６０、２６１ページをお願いいたします。

９款、教育費、５項、社会教育費、１目、社会教育総務費、社会教育一般事務でござ

います。

この事業は、生涯学習振興のための庶務及び社会教育関係団体の育成に係る経費を計

上しております。事業全体で４０１万４,０００円、本年度より２７９万６,０００円、

４１.１％の減となっております。

減額の主な要因は、臨時職員の雇用削減による賃金の減額です。

主な事業費は、くまどくノート・くまどくカレンダー作製等に要する印刷製本費５３

万９,０００円、社会教育関係団体への補助金１８１万２,０００円でございます。

歳入の特定財源、その他は、筆の里づくり基金繰入金１１万円、講習受講負担金７６

万５,０００円でございます。

続きまして、２６３ページの下段、人権啓発事業でございます。

この事業は、人権啓発及び男女共同参画社会の推進を図るための講座などを開催する

ための経費を計上しております。事業全体で９１万４,０００円、本年度は１２万円、

１５.１％の増となっております。
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増額の主な要因は、男女共同参画プラン改訂のためのアンケート調査、リーフレット

等作成に要するものです。

主な事業費は、講演会のチラシ作成、男女共同参画プランリーフレット作成等に関す

る印刷製本費２５万７,０００円、通信運搬費３１万円でございます。

続きまして、２６５ページ中段、成人を祝う会事業でございます。

この事業は、ふるさと「熊野町」の将来を担う、新成人の門出を祝う「成人を祝う

会」を開催する経費を計上しております。なお、来年度対象の新成人は２１８人（２

月２７日現在）です。事業全体で６８万８,０００円、本年度より２万３,０００円、

３.５％の増となっております。

主な事業費は、記念品料３７万４,０００円でございます。

続きまして、２６５ページの中段、青少年健全育成事業でございます。

この事業は、青少年の健全育成を目的として組織された団体「青少年育成くまの町民

会議」の活動に係る経費の計上でございます。事業全体で１３万円、今年度も同額と

なっております。

この事業は、青少年育成くまの町民会議補助金１２万５,０００円でございます。

続きまして、２６５ページ下段、郷土館管理運営事業でございます。

今年度は、文化財保護事業の中で予算計上しておりましたが、文化財に関する事務が、

組織の改編により令和２年度から町長部局へ移管されることによりできた新たな費目

でございます。この事業は、熊野町郷土館の管理運営に係る経費を計上しております。

事業費全体で１３７万８,０００円となっております。

主な事業費は、光熱水費１８万円、施設管理業務委託料●●●●●●●●円でござい

ます。

続きまして、２６６ページ、２６７ページをお願いいたします。

２目、町民会館費、町民会館施設管理事業でございます。

この事業は、生涯学習の拠点施設であるとともに、老人福祉センター機能も有する熊

野町民会館の施設維持管理に係る経費を計上でございます。事業全体で２,３３３万８,

０００円、本年度より１,００５万６,０００円、３０.１％の減となっております。

減額の主な要因は、エレベーターの改修工事完了によるものです。

主 な 事 業 費 は 、 光 熱 水 費 ６ ６ ７ 万 ２ , ０ ０ ０ 円 、 施 設 管 理 業 務 委 託 料

●●●●●●●●●円、施設設備保守点検業務委託料●●●●●●●●●円でござい
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ます。

歳入の特定財源、地方債は、緊急防災・減災事業債５１０万円、老人福祉センター使

用料９６万円、雑入のコピー代４万円でございます。

続きまして、２６８ページ、２６９ページ、３目、公民館費、熊野町公民館管理運営

事業でございます。

この事業は、町民会館における町公民館部分の施設管理及び主催事業の開催等に係る

経費を計上しております。事業全体で９８２万４,０００円、本年度より６３８万円、

３９.４％の減となっております。

減額の主な要因は、館長報酬を総務管理費へ組み替えたことによるものです。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬３７７万５,０００円、社会保険料１３１万円、

施設設備保守点検業務委託料●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金は、住宅・建築物安全ストック形成事業補助金８３万３,

０００円、その他の歳入は、熊野町公民館使用料３００万円、行政財産目的外使用料

７４万６,０００円、筆の里づくり基金繰入金５万４,０００円、臨時職員等社会保険

料納付金６２万６,０００円、熊野町公民館受講参加費５２万８,０００円、自動販売

機設置負担金３４万８,０００円、公衆電話料５,０００円でございます。

続きまして、２７１ページの上段、熊野東公民館管理運営事業でございます。

この事業は、東公民館の施設管理及び主催事業開催に係る経費を計上でございます。

事業全体で５６１万６,０００円、本年度より２３２万４,０００円、２９.３％の減で

す。

減額の主な要因は、館長報酬を総務管理費へ組み替えたことによるものです。

主 な 事 業 費 は 、 光 熱 水 費 ８ ５ 万 ９ , ０ ０ ０ 円 、 施 設 管 理 業 務 委 託 料

●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、その他は、公民館使用料４２万円、筆の里づくり基金繰入金７,０

００円、熊野東公民館受講参加費３５万６,０００円、自動販売機設置負担金８万４,

０００円、雑入のコピー代３万６,０００円でございます。

続きまして、２７３ページの中段、公民館一般事務でございます。

この事業は、公民館全般に係る経費及び放課後子ども教室の運営に係る経費を計上し

ております。事業全体で３,２８１万５,０００円、本年度より１４万２,０００円、０.

４％の減です。
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主な事業費は、工事請負費２,９３７万円、土地借上料１３７万６,０００円、筆の都

くまの町民文化祭実行委員会補助金８２万４,０００円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金は、放課後子ども教室推進事業補助金５８万５,０００

円、地方債の除却事業２,６４０万円、その他、公共施設等整備基金繰入金２９０万円、

放課後子ども教室推進事業参加負担金３万円、行政財産目的外使用料１,０００円でご

ざいます。

続きまして、２７４、２７５ページ中段、４目、文化財保護費、文化財保護事業でご

ざいます。

この事業は、町の貴重な財産となる文化財の保護・保存とその活用を図る経費を計上

しております。事業全体で７６万３,０００円、本年度より１３５万５,０００円、６

４％の減です。

減額の主な要因は、郷土館管理運営に係る経費を新たな費目として郷土館管理運営費

に計上したことによるものです。

主な事業費は、文化財保護委員報酬１８万３,０００円、熊野町指定文化財補助金２

５万円でございます。

歳入の特定財源、その他５,０００円は、町史等販売代金４,０００円、行政財産目的

外使用料１,０００円でございます。

続きまして、２７４ページ、２７５ページ下段、５目、図書館費、町立図書館運営事

業でございます。

この事業は、町立図書館の管理運営に係る経費を計上しております。事業全体で５,

１３７万２,０００円、本年度より２９１万２,０００円、５.４％の減です。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬１,３０２万６,０００円、消耗品費１,０６２

万８,０００円、光熱水費４８７万２,０００円でございます。

歳入の特定財源、その他は、広島県市町村振興協会市町交付金５００万６,０００円、

臨時職員等社会保険料納付金１９１万８,０００円、公共施設等整備基金繰入金２２０

万円、行政財産目的外使用料１１万９,０００円、公衆電話料２,０００円、雑入のコ

ピー代５,０００円でございます。

続きまして、２７８ページ、２７９ページの下段、６目、交流館費、くまの・みらい

交流館管理運営事業でございます。

この事業は、住民の生涯学習及び多世代交流事業を推進するくまの・みらい交流館の
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管理運営に係る経費を計上でございます。事業全体で１,０４４万９,０００円、本年

度より３７５万９,０００円、２６.５％の減です。

減額の主な要因は、館長報酬を総務管理費へ組み替えたことによるものです。

主 な 事 業 費 は 、 光 熱 水 費 ２ ２ ９ 万 ５ , ０ ０ ０ 円 、 施 設 管 理 業 務 委 託 料

●●●●●●●●●円。

歳入の特定財源、その他は、くまの・みらい交流館使用料２１３万６,０００円、筆

の里づくり基金繰入金４万円、くまの・みらい交流館受講負担金５４万２,０００円、

自動販売機設置負担金１６万８,０００円、公衆電話料１,０００円、雑入のコピー代

７万８,０００円でございます。

続きまして、２８０、２８１ページ下段、６項、保健体育費、１目、保健体育総務費、

社会体育一般事務でございます。

この事業は、生涯スポーツ振興の活動拠点となる町民グラウンド、町民体育館等の施

設管理に係る指定管理料及び遊びと学びの交流学校事業などの各種事業の委託料を計

上しています。事業全体で４,２２８万３,０００円、本年度より１１７万７,０００円、

２.７％減です。

主な事業費は、指定管理料１,５７６万７,０００円、熊野健康スポーツ振興会補助金

２,２９７万１,０００円でございます。

続きまして、２８２ページ、２８３ページ下段、２目、体育施設費、社会体育施設管

理事業でございます。

この事業は、町民グラウンド、町民体育館等の維持・修繕等に係る経費を計上でござ

います。事業費全体で、３,８１９万５,０００円、本年度より３,６９３万８,０００

円、４９.２％の減となっております。

減額の主な要因は、町民グラウンド改修に係る工事請負費の減によるものです。

主な事業費は、土地借上料１,７８４万３,０００円、体育館アリーナの照明ＬＥＤ化

工事等に係る工事請負費●●●●●●●●●●●円でございます。

歳入の特定財源、地方債は、緊急防災・減災事業債１,８４０万円、その他は行政財

産目的外使用料６万９,０００円でございます。

教育部につきましては、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 暫時休憩します。
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（休憩 １０時３２分）

（再開 １０時４９分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） ちょっと早いんですが、休憩前に引き続き、文教分科会を

開催いたします。

それでは、１２２ページから１２５ページまでの民生費の人権推進費と、２２２ペー

ジから２８５ページまでの教育費についての質疑を行います。質疑ございますか。

福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ２５１ページなんですけど、中段に中学校の土地借上料がございます。

これ熊中と東中のざっくり教えていただきたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） ちょっと熊中、東中の内訳の資料を用意しておりませんので、後

ほど御説明させていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ありがとうございます。

もう一つ、２６３ページ、人権啓発事業のところと、もう一つ、別のページで２７３

ページもあるんですが、報償金のところですよね。これが、ほかのところでは謝金だ

けで終わってるんですが、この二つだけ講師謝金と、もう一つは謝金等と分けてある

んですが、また今回、謝金等のほうが大きいんですが、そういうのは特に分けられと

るときの理由というのはあるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 榎並生涯学習課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生涯学習課長（榎並） 人権啓発事業の中の報償費の中の講師謝金、それから謝金等に

つきましてですが、講師謝金というのは実際に講演会をしたときの講師の方にお支払
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いする謝金でございます。それから、謝金等につきましては、今回、男女共同参画の

リーフレットをつくるに当たって、委員さんにお支払いする謝金等という形になって

おります。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。ほかにございますか。

隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 済みません、ちょっと資料がございましたので、失礼しました。

熊野中学校分が４６４万円ですね。そして、東中学校分が４,３８９万３,０００円。

失礼しました。１,６６８万という内訳となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 済みません、隼田次長、もう一度お願いできますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 熊野中学校が４６４万６１０円、東中学校が１,６０６万８,９８

５円となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） ありがとうございます。

ほかにございますか。

山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） 昨年度、空調費を各小学校、中学校にはされたんですけど、それによる

電力、光熱費の上昇の見込みはどのぐらいを考えていらっしゃったんですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） エアコンに対する電力料ということなんですけれども、一応小学

校、中学校あわせて約３３０万円を想定しております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） やっぱり各小学校における対外活動費というのがそれぞれすごい学校に

よってばらつきが多いですよね。それは各学校の指導による効果でなっているのかど

うかというのをお聞きしたいんですけど。例えば、１００万、１６０万というところ

があれば、４万６,０００円ぐらいのところもあるし、４６万とかもあるし。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 各小学校でそれぞれ対外活動費を予算計上させていただいている

んですけれども、４校が共同で実施するもの、事務局、来年度は第四小学校になるん

ですけれども、持ち回りで事務局を持ちながら、約１００万程度、４校で共同分とい

うことで予算計上させていただいております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） ということは、来年度になるとまた違う学校が担当になって変わってい

くということですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 委員のおっしゃるとおり、持ち回りで毎年事務局が変わっており

ます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。ほかにございますか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 学校給食について、２５９ページです。学校給食の利用率、小学校、中
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学校それぞれお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 小学校が７９.６、そして中学校が５６.２％となっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 中学校が若干低いんですが、何か理由はありますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 中学校のほう、平成２８年の１２月から始めております。そのと

きに、それまで家のほうから弁当を持っていかれとったということで、当初、給食の

喫食率というのはかなり低かったということでございます。そして、だんだん中学校

の学校給食も普及してきまして、とる方が多くなったと。小学校に引き続き多くなっ

たということで、令和元年度においては５６％まで伸びております。

学年別に見ますと、やはり１年、２年というのはかなり高いパーセンテージを占めて

おります。３年目、中学校３年生については低い数字となっており、来年度は少し高

めの数字を設定させていただき、予算計上をさせていただいております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

それと、ちょっと予算とは直接関係ないんですが、これまでの新型コロナウイルス対

策で小・中学校の子供、保護者に対してどのような通知を出されたか、教えていただ

ければと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○文教分科会進行役（片川） 横山部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） ３月２日から臨時休校ということで、３月２５日まで臨時休業とい

う対応をとっております。そうした中で、学校から子供たちに対しましては、それぞ

れ情報メールというものを活用いたしまして、日々の学習でありますとか、自宅待機

というような要請もしております。そういったことは学校から情報メールを流してお

ります。

また、中学校に関しましては、随時学校のほうに登校していただいて、その都度学習

の対応でありますとか、子供たちの様子でありますとか、そういったものを観察させ

ていただいているという状況となっております。

そうした中で、昨日ですか、子供たちの居場所がなくなってきてるということで、外

で遊ぶことについてどうかといったような話もありました。そちらにつきまして、今

後、自宅待機ということの中で子供たちのストレスが随分たまっているといったよう

な情報も入ってきております。それらを含めまして、校長会等と話をした上で、でき

るだけ早い段階で今後の方針を考えていきたいというふうに考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

特に、今、後段で部長がお話しされました休暇中の過ごし方について、ちょっと保護

者のほうからも何人かからいろいろと相談というか、意見をいただいてるのがありま

す。それと、特に特別支援学級に通う子供さんのほうは、特に自由時間の過ごし方が

非常にデリケートというか、苦手であるというふうに聞いております。特にそういっ

たところに配慮した何か通知内容とかがございましたら、教えていただければと思い

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 横山部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 特別に教育委員会のほうから通知をしたといったような方はござい
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ませんけれども、学校のほうから、やはり子供たち、個々の子供たちの様子というの

は日々気にしていただくようにしております。やはり気になるお子様につきましては、

学校のほうから家庭のほうに訪問したりとか、あるいは電話で連絡をとったりという

形で、それぞれの子供たちの様子についてはしっかりと見ていただきたいというふう

なことは教育委員会のほうからも学校にお願いしておりますし、学校のほうもそれは

気にしていただいているところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

最後に、児童クラブ等の連携について、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 横山部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 児童クラブのほうなんですけれども、基本的には熊野町の場合は、

学校職員が例えば職員命令を出して先生方が見るというようなところまでには至って

おりません。と申しますのが、今現在の児童クラブの利用状況で言いますと、当初、

申し込みが２９０名のところが、今回のコロナウイルスの関係で新たに申し込みをさ

れた方が２１名というふうに伺っております。実際の利用量がその２１名を含めます

と３１１名ですか。このうち毎日の利用率というのを見てみますと、大体当初５４％

ぐらいから、現在といいますか、今週に入りまして若干利用率が少なくなって、４

７％から４４％ぐらいというふうに伺っております。

そうした中で、先生方がそちらに入るということはございませんけれども、何かあっ

たときには先生方は学校のほうに出勤をしております。ですから、例えば子供たち、

児童クラブに来ている子供たちがけがをしたとかといったような場合には、養護の先

生が対応すると。学校のほうもそういった形で、何かあった場合は対応するというこ

とで、学校との連携を図りながら児童クラブのほうも運営をさせていただいていると

いうような状況でございます。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。

諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 今のコロナの関係にかかわる学校の対応については、私はやはり、ど

ういうんですか、ちょっと余りにも政治的過ぎるなというような気持ちというんです

か、感想を持っております。やはり子供たちの教育のことやら、これをしっかり踏ま

えた上で対応をしてほしかったなというふうに思います。

実際、子供たちが公園で遊んだりしておると、何か学校へ通報があったりして、子供

たちが公園から引き上げなきゃならないようなという話も聞きました。やはりそうい

うような、どういうんですか、状況では、言い方を変えれば、公園よりも私は学校の

ほうがまだ先生もおられたりして、遊具なんかの消毒等もできるし、まだ私は学校の

施設あたりを使ったほうがいいんじゃないかなと思いますが、そこら辺はいかがで

しょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 横山部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 文科省のほうからも通知が参りまして、校庭の開放とかについては

どうなのかといったようなことでＱ＆Ａが参りました。そうした中で、基本的には文

科が言っておりますのは、子供たちは自宅待機を指導してくださいということが当初

からありましたけれども、一律校庭の開放を拒むものではないといったような通知が

出ております。

そうした中で、やはり先ほど申しましたように、これから日にちが長くなっていくに

従って、子供たちのストレスというのが随分たまってくるという状況がございますの

で、また校長会、また近隣の市町の状況等も確認しながらしっかり詰めていきまして、

子供たちの健康管理、そういったストレスがたまらないようにといったような対応を

考えまして、学校の開放、グラウンド開放等についてもしっかり検討してまいりたい

というふうに思っているところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 先ほど言いましたように、子供たちのことをやはりしっかり考えて、

教育というのはかつて、やっぱり教育というのは一つの独立したような組織であった

わけです。今はちょっとそうではなくなってきておりますけども、やはり教育という

ことに関してはそういう姿勢といいますか、こういったものは持ってほしいなという

ように思っております。

ちょっと別の件で質問させてください。ちょっとこれも大きな話なんですけども、２

８３ページの社会体育関係の施設についての話なんですが、この前は定住交流のこと

で宗條部長のほうから丁寧な、随分総合的に進めるという回答をいただいてうれし

かったんですけども、この社会体育施設についても、やはり今限定された施設があり

ますが、町としての、まちとしてのあるべき施設といいますか。この前も水原議員の

ほうから生活習慣病の話も出たりしました。やっぱりそういったようなことを踏まえ

ると、やはり総合的に全体として単独の課だけじゃなしに、全体として生活習慣病の

防止等も含めていって、そういう社会体育施設あたりも整備していかなきゃならんの

じゃないかなという、あるいは充実させていかなきゃならないなというようなことを

思っておりますが。

町としての体裁といいますか、随分前にはプール等の話も出ました。それから、この

前、水原議員のほうからはトレーニングルームの話も出ました。きょうも来よったら、

役場の前のとこへフィットネスというちょっと看板をちらっと見て、ちょっとうれし

くなったんですけども、やはり町としてこの２万数千人、約４,０００人ですか、４,

０００人切ったんですかね、その人口としてあるべき、やっぱりこれだけの施設はま

ちの体裁としてあったほうがいいなというようなことを、私はそのうちの一つにト

レーニングルーム等も入るかなと思ったりするんですが、そういったような計画とい

うんですかね、長期的な考え方というのは町のほうは持っておられるんかどうか。

ちょっと気持ち、考え方をお聞きしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 先般もそういったトレーニングルーム等のお話も出ました。前にも
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ちょっとそのときに話になったのが、トレーニングルームの利用の状況を見ていくと、

なかなか活発な形が、最初のうちはよかったんですけど、だんだん廃れていって、器

具も古くなるというのも含んで、どういった形がいいんだろうかという話をされてき

て、今の状態になってるというところだろうと思います。

２万４,０００人のまちの中で、はっきり申しまして距離的に考えても、集約して運

動施設という形のもの、また健康づくりというのも、ちょっと今町民体育館のほうは

廃止のほうになってますが、されど小さな町なんで、また距離が短いかなということ

がありますんで、今から先そこら辺も含んで、再度検討していかなきゃいけないとは

思ってます。

今、事業的には法人さんのほうが頑張っていただいて、いろんな形の健康づくり的な

ものもやっていただいておりますし、また町民会館とかいろんなところも使って高齢

者等の健康寿命を延ばそうじゃないかという形もやってますし、またウォーキングで

すか、という形のものをやっていったり、団地の中のウォーキングをやりましょうと

いうコースも描いていったりという形で、いろんな形のものもやっておりますんで、

これを総合的にまた考えながら、また先般、昨日ですか、総務部長のほうもお話をさ

せていただきましたように、総合計画の中にはそういった形のものもうたってこな

きゃいけないということは当然のことなんで、そうした形の中で、熊野町のまちづく

りとしてよりよいものをまた考えていきたいと考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 以前も申し上げましたが、やっぱりスポーツのニーズというのはやは

り時代に応じて変化していくところもあります。そうはいっても、別にトレーニング

ルームにこだわるわけじゃないですが、やはりきちっとした指導者がついて、きちっ

と専門的なことをやれば、あるいは町等のフィットネスあたり、随分客は落ちてない

というような私も話を聞いておりますけども、やっぱりそういったことを健康のため

にかなり利用者が多いというようなことも聞いております。

今、副町長が言うように、新たな総合計画の中で一つそういったようなことも踏まえ

て長期的な見通しを持ってほしいなというふうに思いますので、よろしくお願いした
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いと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 答弁よろしいですか。

ほかにございますか。

水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 保健体育総務費ですか、２８３ページのところで、女子サッカーを育て

る会補助金１０万円を計上しているんですが、この１０万円、どのようなことで１０

万円を計上しているのか、お聞かせください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 榎並生涯学習課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生涯学習課長（榎並） 女子サッカーの補助金は、今現在、毎年女子サッカーの観戦ツ

アーということを何かされているふうにお聞きしております。そのほかには町内の幼

稚園と保育園等で、小さな子供たちをあわせて女子サッカーの推進を図っていこうと

いう形で、女子サッカーの選手に来ていただいたりとか、そういった形での振興をし

ていただいているということをお聞きして、それについての補助金を出しております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 僕の思っていることが、これ熊野筆と同じように、女子サッカーという

のは熊野町の定住交流人口ですか、そういうのに促進につながる文言の一つというこ

とで進めていければと思っておるんですが、せっかく何年前ですか、なでしこの優勝

で熊野筆が記念品で贈られて、それに対して、そこでそのままそういうなでしこジャ

パンみたいなのを応援していく流れになるのかなと思ってたんですが、そこはなかな

か伸びてなくて、今回も１０万円という予算ではそこまでのことで考えてないのかな

というのがちょっともったいないと思いますので、これからそういうふうな考えには

ならないのか、ちょっとお聞かせください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



－171－

○文教分科会進行役（片川） 内田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 委員のほうがおっしゃいますように、もともとなでしこという形の中

の熊野筆とのかかわりということで、もう少し活発に女子サッカーというもので一つ

のまちづくりを捉えていったらどうだろうかと。現在、ちょっと作成途中なんですけ

ど、恐らく建設をいただけるんだろうと思ってますけど、平谷に女子サッカーという

か、サッカー場をつくってくると。なかなかこれが前に進まないんで、ちょっとやき

もきしているところもあるんですけど。

こちらのほうにも、今度、今女子サッカーのほうはどちらかというとアンジュヴィオ

レ、今広島県の中でですね。もう一つは、あちらのほうの平谷のほうにはレッド、日

本語でいうと赤い悪魔というチームなんですけど、ちょっと悪魔と言うちゃいけんけ

えと思うてちょっと英語であれだったんですけど、いうチームができてまして、それ

をつくっていきたいということで、実際そのチームもリーグのほうで出てるみたいな

んですけど。

今、こちらのほうの会の方はどちらかって、まだそちらのほうが正式な形でまだなか

なか動き出すのがスローな関係もありまして、アンジュヴィオレさんとの交流を続け

ながら、先ほど課長のほうからも話がありましたように、保育所のほうへ回っても

らったり、また一時期は女子サッカーという形で町内に中学生とか小学生を誘い込ん

で、そういう形のチームをつくってたんですけど、やはりなかなか継続というのが、

中学生も今度高校生になっていったらちょっとそこから離れていったり、小学生も上

へ上がっていったらということがあるんですけど、いずれにしても、会とすればやっ

ぱり女子サッカーを一つのまちづくりにしていったらどうだろうかというのをやって

いただいております。

町のほうも、できることであれば順調に流れてくればあちらのほうも一つのもののま

ちづくりの一翼を担っていただきたいなということは思ってるんですけど、ちょっと

こちらのほうが財源的な要請もしておりませんし、頑張っていただいて、つくってい

ただいた後にはまた協議をされるんではなかろうかと思ってますんで、そこのほうは

ちょっと見守っているというところです。その後はまたいろんな形で体制のほうも変

わってくるかもわかりませんが、できればそうなっていただきたいなとは思ってます。

以上でございます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） せっかくこういう機会があったんで、そういう方面で、もし流れでいけ

たらと思っておりますので、よろしくお願いします。

もう一つですが、２４７ページの小学校低学年書道科指導事業という事業がなされて

いるんですが、これが小学校１、２年生で年間１５時間ということですかね。これ授

業のコマ数というのもあるのかもしれないんですが、１５時間というのはちょっと、

年間１５時間って、月１時間かちょっとぐらいですかね。その時間に対してはこれで

十分な時間だと思っているというか、そういうこともあるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 元永指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 失礼します。

年間１５時間という時間なんですが、これ教育課程外で行っております。現在、御存

じだと思うんですが、来年度から小学校の新学習指導要領が実施されます。その中で、

今まで外国語活動というのがありましたが、これが時数が全国的に見ればふえます。

５、６年生高学年の外国語科、これは年間７０時間です。それから中学年、外国語活

動、これ３５時間です。それら、熊野町の場合はもう先取りをして、先行して平成３

０年度から実施はしておりますが、全国的に見れば時数が増加している状況でありま

す。

その中で、今まで例えば５時間目で授業が終わったものが６時間目まであると。ある

いは水曜日も５時間目、６時間目という中で、かなり時間的には厳しい状態となって

おります。熊野町の場合は、教育課程外で１５時間を書道科をしている。これでかな

りの効果があるとは思いますが、さらにこれを上乗せするのは、先生方、教職員に

とっても、児童にとっても、かなり厳しいものになると、状況になると捉えておりま

すので、年間１５時間でありますが、適切だと考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 水原委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） そういう事情もあるのかなと思ってましたが、今１、２年生対象ですが、

これ３年生、４年生、上がることによってもこういう事業はやってらっしゃるんで

しょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 元永指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 失礼します。

３年生以上は学習指導要領で年間３０時間程度の書写、毛筆をするというふうに位置

づけられております。ですから、１、２年生で１５時間、あとの学年では約３０時間

というところで実施しておりますので、その流れでよいかと捉えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） ありがとうございます。

１、２年生でこの書に親しむ楽しさというのを徐々に教えていただけて、３、４年生、

今度高学年につれて、その姿勢なり、書道という意気込みというんですかね、そうい

うのを教えていただければと思いますので、これからもよろしくお願いします。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２３１ページの小学校一般管理事業、学校医報酬１５人分３５３万６,

０００円が予算計上されております。これは中学校の一般管理事業にも計上されてい

るものなんですが、それとは別に、各小学校、中学校ごとに医師等執務手当というも

のもついております。これの違いの説明をお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○教育部次長（隼田） 一般管理事業におきまして、報酬として学校医報酬を組ませてい

ただいております。これは年間決まっておりまして、条例で定めてあります２２万１,

０００円の報酬を学校医になっていただいた先生に年間その額をお支払いしていると。

それとは別に、各学校で組ませていただいている執務手当につきましては、１回につ

きお医者さんであれば２万円の手当を別に出しているというような状況です。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） それに伴って、２２７ページ、就学時健診謝金２５万１,０００円と予

算計上されているんですけれども、全てのことに通じるんですが、きのうも御答弁に

ございましたように、町内の医療機関、高齢化が進んでいらっしゃるのと、あと廃業

されるところもあるということで、休日の当番医も坂町と合同でということになって

おります。

以前にも申し上げましたが、この就学時健診に関しましても、町内で実施ができなく

なるようなことが将来的にないように、やはり医師の確保というのを、困難ではある

と思うんですけども、早目早目に対策を考えていただきたいと思います。

保護者の皆さんからは、やはり内科のお医者さんではなくて、小児科の医師に診てい

ただきたいというような御要望もございますが、町内の医療機関の医師が確保できな

くなると、近隣市町から来ていただくようなことになるとさらに予算が膨らんでいく

のではないのかなと思いますので、その辺は本当に真剣に、早目に対策を打っていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（内田） 町全体の話なんで、私のほうからということで、確かに町内の医師会

の形でさまざまな診療科が来ていただいているということがありますけど、小児科に

ついては、現在１医院だけであるということで、なかなか小児科の先生というのは希

少価値がある分野になってまして、なかなか小児科はやりたくないという現状もあり

ます。
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そうした中、熊野町から小児科の先生がいらっしゃらなくなる可能性も、今の先生も

ちょっと高齢者ということもございますので、できれば医師会のほうに、ふだんから、

一応民生部のほうが担当になりますので、ふだんからそういった形の交流もしてます

んで、引き続き連携をとって、できる限り熊野から小児科がなくならないように。

また、通常の例えば学校のほうに行って診療してもらう科については、内科の先生と

かさまざまな先生が来られて診ていただくのもあると思いますけど、実際に病気に

なったときに行かれるのはやはり子供さんの場合は小児科という形だと思いますので、

それはなくならないように医師会のほうにもお願いをしていきたいと思います。

以上です。これ以上のちょっと御回答は難しいとこがございますので。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） ほかにございますか。

尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ２５８ページからの９款、４項、学校給食費に関連してのことなんです

けども、児童・生徒と同じように教職員も選択制で給食のほうを受給されてると思う

んですが、教職員の受給率を教えてもらいたいです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 済みません、ちょっと各学校ごとになるんですけれども、第一小

学校においては６４.７％、第二小学校は８３.３、第三小学校７６.０、第四小学校が

７７.８％で、約７割の先生が喫食されていると。中学校においてはちょっと低くなる

んですけれども、熊中で４４％、東中学校で５４％と、約４７％になっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ちょっと前から納得しかねとるんですけども、全教職員が義務的に給食

を受給されるというんならわかるんだけど、この選択制にもかかわらず一般財源から

給食費の一部を負担するというか、これ教職員の昼飯代の一部負担じゃというふうに



－176－

わしは思ってるんですけども。

どうなんだろう。今みたいな感じで一般財源からその一部を負担するということがで

きる法的根拠というか、あれば教えてもらいたい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 横山部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 今現在、学校給食実施要項というものがございまして、この中で給

食の対象者というところで、小学校に就学する児童、あるいは小学校に勤務する教職

員、中学校に就学する生徒、中学校に勤務する教職員、こちらを対象に学校給食を提

供できるということがうたってあります。そうした中で、今度は学校給食に関する規

則の中で、負担金につきましては学校給食を受けた者から負担金を徴収するといった

ようなことがございまして、小学校につきましては負担金が２５０円、中学校につき

ましては３００円という根拠をもちまして、今給食負担金のほうをいただいていると

いう状況でございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 先ほども言ったように、全教職員が義務的に受給されるというならわか

るんですよ。そうじゃない、受給されてない教職員からしたら、昼食費というか、昼

飯代は全額負担。そうじゃないものについては、町から一部負担をされるというのを、

これどうなんかなというふうに思うんですけども、教育委員会のほうについては、こ

の教職員に対しても負担されるということについては、どういうふうに思っておりま

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 横山部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 全ての先生方が給食をとってないというところも事実でございます

が、特に小学校の場合は、先生方は食育ということで、子供たちと一緒に給食をとり

ながら、食についての学びといいますか、そちらのほうも教えているといったような
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状況もございます。また、中学校につきましても、中学校のほうは先生方の利用率と

いうのは大変少ない状況ではございますが、実際に担任の先生方も生徒と一緒に給食

をとりながらやはり食ということについての学びをしていただいているといったよう

な状況もございます。

それをもちまして、じゃあそれを法的根拠にと言われると大変厳しいところもあるか

もございませんけれども、基本的には先生方もそういった形で拘束されるといいます

か、そういった時間もございます。それらも含めまして、今現在はこの実施要項、こ

の実施規則にのっとりまして給食のほうを先生方にも提供させていただいているとい

う状況でございます。

きちっとした回答になっておりませんけれども、申しわけございません。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） わかりました。粘ってもしようがないんじゃけど。

義務的に全員ということだったらわかるんですよ。今、横山部長がおっしゃったよう

なことも、ああ、なるほどなというふうに納得もできるんだけど、今の状況じゃあ、

よう納得し切れんですよね。今後そういうこともいろいろ考えてもらえたらと思いま

す。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） いろいろと御苦労でございます。

予算が大方据わりそうでございます。ちょっと県の平川教育長という方がせんだって

全国版のＮＨＫに出られました。ビジョンを言うとられます。聞かれた方はおられま

せんよね、平日の日でしたから。その中で、大事なことを言われとるんです。クリ

ティカルマインドと、批判的精神です。町長、教育長、平川さんといろいろ情報交換

されたことがありますか。ちょっとお聞きしたいと思います。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 情報交換ですか。教育委員会の方なんで直接はございません。意見交換

会の席では二度ほど隣になりまして、意見を交わさせていただいたという状況でござ

います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 教育長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育長（林） 私の場合は当然県の教育長さんでございますので、そのいろんな教育長

さんの意見をお聞きするチャンスもありますし、情報交換をする場合も何度かありま

した。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 知事も期待されて、女性という。やはりちょっと社会の仕組みを変えよ

うとされてらっしゃると私は想定しとるんですが、そんな中、予算はずっと毎年、毎

年、同じように運営するんではなくて、批判的な目で見るというのは、より改善でき

る点はないかとか、この予算は本当にこれでよかったかという、常に吟味しながら進

めていくような視点もあろうかと思うんですね。

異色の方です。リクルートを出られて、海外留学も経験される。そういう意味では非

常に貴重な人材ですが、私ども、教育も自治でございますが、なかなかお会いする

チャンスがございません。できましたら、そういうチャンスをいただいて、私どもも

議員としての役目は何なのかというのも、平川教育長なりの御意見も聞いてみたいと

思いますし、今度お会いされるチャンスがあれば、アドバイスも受けられたことはま

た私どもにも教えていただき、よろしくお願いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 検討いただくということで、ほかにございますか。
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ちょっと最後に私のほうから、郷土館管理運営事業のほうで、２６５ページでござい

ます。修繕費、これ１０万円ほど見てございます。かなり老朽化した建物でございま

して、維持管理に早目早目に修繕をなされんと、建物が維持が不可能になってくるん

じゃないかという懸念がございますが、１０万円ほどの年間修繕費で実際修繕できて

おりますか。

榎並生涯学習課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生涯学習課長（榎並） 郷土館、かなり老朽化してるのは事実でございます。もちろん

木造ですし、いろんな部分で、例えば水漏れとか、そういった部分はやっぱりいろい

ろ考えていく部分はたくさんあるんです。ただ、この１０万というのは緊急的に、た

ちまち例えば水が漏れたときの漏水のためにとめるための費用という形で一応最初に

組ませていただいております。その後、一応応急をした後に、そこについてまたいろ

いろ担当の技術のほうと話をしながら、適正に改修していけるように考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） １０万円という数字は非常に甘い見積もりだと思うんです

ね。泥ぶきの瓦で、瓦もかなり古くなっております。かなり前、数年前から雨漏りい

うのはよく聞きますよね。あの建物の維持を考えられたら、雨漏りをまずとめにゃい

かんと思うんですね。もうちょっと予算をしっかり見ていただきたいと思います。古

い建物で、なかなかあの手の建物は残ってございませんので、お願いしときます。

ほかにございますか。

（「質疑なし」の声あり）

○文教分科会進行役（片川） それでは、ないようであれば、当分科会での審査を全て終

了といたします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため、暫時休憩いたします。

（休憩 １１時３１分）

（再開 １１時３２分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。
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分科会報告書を作成いたしましたので、朗読いたします。

（案）

令和２年３月１３日

予算特別委員長 山野千佳子様

文教分科会進行役 片川 学

令和２年熊野町議会予算特別委員会文教分科会審査状況報告書

本分科会は、令和２年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１３

日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案、議案第２８号、令和２年度熊野町一般会計予算のうち教育費及び民生

費の一部について。

以上でございます。

ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ございませんで

しょうか。

（「異議なし」の声あり）

○文教分科会進行役（片川） それでは、これにて分科会を終了いたします。

予算特別委員会へ報告することに決定いたしました。

山野委員長、次の開催を何時にいたしますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） １時半からで。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 再開は１時半からでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） じゃあ、よろしく。お疲れさまでございました。

（散会 １１時３４分）
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令和２年 予算特別委員会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和２年３月１１日（水）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和２年３月１３日（金）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 山 野 千佳子 ２番 沖 田 ゆかり

３番 水 原 耕 一 ４番 福垣内 邦 治

５番 光 本 一 也 ６番 中 島 数 宜

７番 尺 田 耕 平 ８番 竹 爪 憲 吾

９番 諏訪本 光 １０番 片 川 学

１１番 時 光 良 造 １２番 民 法 正 則

１３番 荒 瀧 穂 積 １４番 山 吹 富 邦

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

な し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 内 田 充

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

危 機 管 理 監 貞 永 治 夫

民 生 部 長 時 光 良 弘

建 設 部 長 沖 田 浩

教 育 部 長 横 山 大 治

建設部技術担当部長 林 武 史
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総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

民 生 部 次 長 西 岡 隆 司

建 設 部 次 長 堂 森 憲 治

建設部技術次長 桑 垣 誠

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 桐 木 和 義

危 機 管 理 課 長 花 岡 秀 城

地 域 振 興 課 長 西 川 伸一郎

税 務 課 長 須 賀 雅 彦

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

住 民 課 長 立 花 太 郎

子育て・健康推進課長 佛 圓 至 裕

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

都 市 整 備 課 長 福 嶋 春 樹

上 下 水 道 課 長 寺垣内 栄 作

生 涯 学 習 課 長 榎 並 正 和

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 永 谷 望

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議案第２８号 令和２年度熊野町一般会計予算について

議案第２９号 令和２年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第３０号 令和２年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について

議案第３１号 令和２年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第３２号 令和２年度熊野町介護保険特別会計予算について

議案第３３号 令和２年度熊野町上水道事業会計予算について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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９．議事の内容

（開会 午後１時３０分）

○予算特別委員長（山野） ただいまの出席委員は１６名です。定足数に達していますの

で、ただいまから予算特別委員会を再開します。

まず、各分科会での審査について、各分科会進行役から報告を受けたいと思います。

３つの分科会におきまして、それぞれ慎重に審査していただきました。各分科会の報

告をお手元に配布いたしておりますので、御確認ください。

それでは総務厚生分科会の報告をお願いします。

総務厚生委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生委員長（竹爪） 予算特別委員長 山野千佳子様。

令和２年３月１３日、総務厚生分科会進行役 竹爪憲吾。

令和２年熊野町議会予算特別委員会総務厚生分科会審査状況報告書。

本分科会は、令和２年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１１

日、１２日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告します。

１、審査議案

議案第２８号 令和２年度熊野町一般会計予算のうち、議会費、総務費、民生費、衛

生費、商工費、消防費、交際費、諸支出金、予備費について。

議案第２９号 令和２年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第３１号 令和２年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第３２号 令和２年度熊野町介護保険特別会計予算について。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、産業建設分科会の報告をお願いいたします。

産業建設委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設委員長（尺田） 報告いたします。

令和２年３月１３日 予算特別委員長 山野千佳子様。

産業建設分科会進行役 尺田耕平。

令和２年熊野町議会予算特別委員会産業建設分科会審査状況報告書。
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本分科会は、令和２年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１２

日、１３日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２８号 令和２年度熊野町一般会計予算のうち、農林水産業費、土木費、災害

復旧費及び総務費の一部、消防費の一部について。

議案第３０号 令和２年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について。

議案第３３号 令和２年度熊野町上水道事業会計予算について。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、文教分科会の報告をお願いします。

文教委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教委員長（片川） 令和２年３月１３日 予算特別委員長 山野千佳子様。

文教分科会進行役 片川学。

令和２年熊野町議会予算特別委員会文教分科会審査状況報告書。

本分科会は、令和２年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１３

日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２８号 令和２年熊野町一般会計予算のうち、教育費及び民生費の一部につい

て。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

以上で３分科会からの報告を終わります。

これより議案第２８号令和２年度熊野町一般会計予算から、議案第３３号令和２年度

熊野町上水道事業会計予算までを一括して、総括質疑を行いたいと思いますが、異議

ありませんか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「異議なし」の声あり）
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。よって、議案第２８号から議案第３３

号までを一括して、総括質疑を行うことと決定いたしました。

それでは質疑はありませんか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 荒瀧でございますが、質疑と申しますより確認をしたいと思います。

このたび、熊野町の防災・減災まちづくり条例が出てまいりました。可決したわけで

ございます。この条例のもとは平成３０年７月豪雨、１２人の尊い命がなくなった、

こういうものをもとに始められたと聞いております。

この時点でハザードマップ、これが２０１７年３月に増版されたものと、２０１８年

３月、これが重複して町内にあった、こういう事実があったのは確認できますでしょ

うか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 貞永危機管理監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○危機管理監（貞永） 熊野町総合ハザードマップ、これは平成２３年１月に作成したも

のでございまして、その後、第四小学校区が平成３０年５月に配布したものでござい

ます。こちらのほうにつきましては、熊野町の土砂災害ハザードマップということで、

土砂災害に特化したものというふうに考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ありがとうございます。

不測のことがたくさん出てくる時代でございます。議長のほうからも全協でみんなで

話し合うてくれと。特に新人議員の方もおられることでございます。みんなと共通認

識を持って、様々な分をみんなで解決していく道をつくっていきたいと思っておりま

すので、こちらのほうの御意見もお問い合わせするときにはまたよろしくお願いをい

たします。ありがとうございました。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ほかにございませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 町長にお伺いいたします。

このたびの予算編成におかれまして、特に力点を置かれたところ。また、今後、予算

編成をする上で重要視しているところをお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 予算編成に当たりましてもっとも力を入れたのは、やはり災害からの復

旧・復興でございます。ほかのところは、部門は大体例年どおり、近くにはつけてま

すが、他の分野ではちょっと積極的な投資は控えた編成になりました。

いろいろ御不満はあろうかと思いますが、施政方針で申し上げたように、やはりまだ

復旧以降、緒についたばかりでございます。いろんなハードの面の整備も終わってお

りません。それから、やはり何といっても住民との協働、自主防災組織をはじめ、こ

ういったところに重点を置いていく必要がありますので、そういった意味で防災・減

災に力点を置いた予算編成といたしました。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ほかにございませんか。

沖田委員

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すいません。ありがとうございます。

それでは、今後、予算を編成するに当たって、重要視されるところをお伺いいたしま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 来年度以降であろうと思うんですが、やはりまだ重点は災害の復旧工事
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に当たりますが、やはり予算全体を見ますと、民生費がやはり伸びてます。というの

がやっぱり保育所の認定保育園になるとか、こういった動きがさらに加速すると思い

ますんで、かなりこれ一般財源を食っていく感じになります。そこに注意しながら、

やはり将来的に熊野が発展する、総合計画もできますので、それに沿った予算付けを

きちっとできるように、無駄なところは省き、やっぱり配分すべきところは配分する

という考えで臨んでいきたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ほかにございませんか。

ないようでしたら、総括質疑を終了します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

これをもって、討論を終結します。

これより、議案第２８号「令和２年度熊野町一般会計予算」から、議案第３３号「令

和２年度熊野町上水道事業会計予算」までを、一括して採決します。

本案については、原案のとおり可決すべきものと決定することに御異議ございません

か。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、議案第２８号から議案第３３号までについて、原案のとおり可決すべきもの

と決定されました。

これより、議案第２８号から議案第３３号までを、原案のとおり決定することとする、

委員長報告書を作成したいと思います。

暫時休憩します。

（休憩 午後１時４３分）

（再開 午後１時４４分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 休憩前に引き続き委員会を再開します。

報告書を作成しましたので、朗読します。

（案）、令和２年３月１３日 熊野町議会議長 大瀬戸宏樹様。
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予算特別委員長 山野千佳子。

令和２年熊野町議会予算特別委員会審査報告書。

本委員会は、令和２年第１回熊野町議会定例会において付託された次の件について、

それぞれ慎重に審査した結果、いずれも原案のとおり可決されるべきと決定したので、

会議規則第７７条の規定により報告します。

議案第２８号 令和２年度熊野町一般会計予算について。

議案第２９号 令和２年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第３０号 令和２年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について。

議案第３１号 令和２年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第３２号 令和２年度熊野町介護保険特別会計予算について。

議案第３３号 令和２年度熊野町上水道事業会計予算について。

ただいまの委員長報告書について、採決いたします。

お諮りします。ただいまの委員長報告書を、本会議に報告することに御異議ございま

せんか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「異議なし」の声あり）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、ただいまの委員長報告書を本会議に報告することに決定いたしました。

以上で終わります。皆さん、御協力ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（閉会 午後１時４６分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会予算特別委員長

熊野町議会予算特別副委員長


